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角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




東方妖遊記　心が紡ぐ第二の盟約









序


一　黒い厄やく災さい


二　黄河を下るもの


三　無の中の声


四　五年前の悪夢


五　囚とらわれた心


六　天てん帝ていの望み


終


あとがき


東方妖遊紀行
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本文イラスト／伊藤明十






序







　天と地とが分かたれたばかりの頃ころのことである。


　天の園その──平へい圃ほを英えい招しようという神が司つかさどっていた。


　英招は平圃を警護するために、強大な力を持つ妖あやかしを何頭か創つくった。その名を駮はくという。


　ある時、水神共きよう工こうが暴れ、天を支える四極の柱が傾かたむき、天が裂さけた。裂け目から、一頭の創られたばかりの駮が地上に墜おちてしまう。


　地には炎ほのおが満ち、黄こう河がが溢あふれ、獣けものが人を襲おそい喰くった。その中で駮は独り、生きる術すべを学ぶ。


　その後、女め神がみ女じよ媧かが、五色の玉で天を補修し、大おお亀がめの足で四柱に代えた。大地は黒こく竜りゆうの体で修復され、芦あし草の灰で洪こう水ずいは抑おさえられ、地上は平安を取り戻もどす。


　しかし、その駮が天に戻ることはなかったという。




一　黒い厄やく災さい







　黄河の遥はるか上流、黄土を含ふくむ前の清い流れの北側に、積せき石せき山ざんと呼ばれる山があった。その高さは天にも届くばかりで、北東斜しや面めんには氷河を抱いだき、南東から北西へ延びる稜りよう線せんをたどれば、やがて崑こん崙ろん山にたどり着く。


　その積石山の奥深くに、一頭の黒い妖がいた。姿は馬に似ていたが、肉にく食しよく獣じゆうのようなしなやかな四し肢しを持ち、足先にはかぎ爪づめがついていた。額の中央に一本の角が生え、口こう腔こうに並んだ牙きばは鋭するどく、虎とらや豹ひようをも喰い殺す強大な力を持っていた。


　自分がいつ生まれたのか、なぜそこで暮らしているのか、妖自身も知らず、また知ろうとも思わなかった。眷けん族ぞくはなく独りだったが、独りであることを疑問にも思わなかった。


　空腹になれば鳥や獣を狩かり、満腹になれば眠ねむる。それだけの日々であった。時折人間に出会うこともあったが、空腹であれば餌えさにし、満腹であれば興味も持たなかった。人間も他ほかの獣も、妖にとってさしたる違ちがいはなかった。


　その日も、黒い妖はいつものように夜明けを待って、獲え物ものを狩りに巣穴から出た。


　突とつ然ぜん、周囲が真っ黒に塗ぬりつぶされた。ハッとふり返ったが、自分が今まで潜ひそんでいた巣穴も、巣穴の向こうに広がる黄金こがね色の草むらもなく、ただ漆しつ黒こくの闇やみが広がるばかりだった。


　妖には、何が起こったのか理解できなかった。夜目が利きく妖は、これまでどんなに深い夜であろうと、昼と同じくものが見えた。しかし今、おのれの目には闇以外の何も映らないのだ。


　焦あせった妖は、闇から逃のがれようと走り始めた。この世のすべての獣よりも速く走れる脚あしで、妖は闇の中を突つき進んだ。だが、どれだけ走っても闇は続くばかりで果てしもなかった。


　やがて、妖は走ることを止やめた。疲つかれ果て、妖は宙を漂ただようように身を横たえる。


　飢うえていた。それ以上に渇かわいていた。朦もう朧ろうとしてくる意識の中で、妖は獲物の温かい血の匂においや、岩の間から滲にじみ出る清水の音を探さぐった。しかし、妖の鋭い嗅きゆう覚かくにも風の匂いすら届かず、耳を澄すましても、聞こえるのはおのれの荒あらい息づかいだけだった。


　永い時間ときが過ぎた。


　妖はほとんど意識のないまま、時折弾はじかれたように暴れ、闇に穴を開けようと前足の鋭い爪で足あし下もとを搔かいては、また浅い眠りに落ちる。その繰くり返しだった。


　空腹と喉のどの渇きが苦痛を伴ともなって五感のすべてを支配し、おのれがなぜこのような場所にいるのか、考える力すら失っていた。


　ふと、鼻び腔こうに届いた水の匂いで妖は覚かく醒せいした。それまで、いくら目を凝こらしても真っ黒な闇しか映らなかった妖の目に、白く丸い、髑髏どくろに似たものがぼんやりとかすんで見えた。それは簡素な焼き物の器うつわだったが、人間とほとんど接せつ触しよくのなかった妖には、器が人の手によって作られた物だとわからない。また、それがなぜ忽こつ然ぜんと闇の中に現れたのか、そんなことにも考えを及およぼさなかった。ただ、焼けつくような喉が、器の中の水を欲ほつした。


　妖は器の中に半ばまで顔を突っ込み、貪むさぼるように水を飲んだ。わずかな甘みと苦みを伴った冷水は、岩の隙すき間まから湧わく清水とも、獣の血とも異なる不思議な味だった。


　突然、妖の四肢に鋭い痛みが奔はしった。その時、妖の四つの脚にはそれぞれ蝙蝠こうもりのようなものが食らいついていたのだが、黒い翼つばさは闇に沈しずみ、妖にはその正体がわからなかった。痛みは一いつ瞬しゆんで治まり、妖は痛みをもたらしたものの存在を忘れた。この渇きを癒いやすことだけが、妖の心を占しめていた。


　──殺せ。


　妖は耳元で何者かが囁ささやいていることに気がついた。その声は水の器が現れた時からしていたのだが、水を飲むことに夢中になっていて、声に注意が向かなかったのだ。


　──殺せ、殺せ、殺せ。


　繰り返し、声は囁き続ける。言葉を持たない妖の耳には、ただの音としか聞こえなかったが、声の主の意思は伝わってきた。


　水を貪りながら、妖は声を聴きく。


　渇ききった体に水が浸しん透とうしていくと同時に、その声は妖の脳のう髄ずいにまでしみ渡わたっていった。
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　陽よう甲こう王の十五祀し、十一月、甲こう戌じゆつの日に利り條じようが卜ぼくす。貞とう、伊い章しよう玄げんは何処いずこに在ありや──。





　王都奄えんの王宮、政務を行う重屋の大室では、第十八代殷いん王陽甲と、その宰さい相しようである曹そう晏あん仲ちゆうが、大だい史し令れい利條の占術の様子を険しい表情で見守っていた。


　利條は亀きつ甲こうに穿うがった坑へ、炎の点ついた木もく片へんをかざした。パキリという硬かたい音とともに、亀甲にひび割れが生じる。この時、希代の占術師利條の目には、章玄の居場所が映るはずであった。しかし、


「わかりませぬ」


　白はく皙せきの美び貌ぼうを横に振ふり、利條は亀甲を膝ひざに置いた。ただ亀甲を膝に置くというその仕草だけでも、周囲の空気がふわりと匂い立つようであった。


「今日もだめか……」


　陽甲は大きな溜ため息をついて肩かたを落とした。


　人の良さそうな風ふう貌ぼうには翳かげりが濃こく、やや太り気味だった体たい軀くも、この二ふた月つきでずいぶんとしぼんでしまった。信しん頼らいしていた貞てい人じん、章玄の裏切りにあったからである。


　貞人とは、王に仕える占術師のことである。王は政まつりごとを行うにあたり、貞人たちの占術を拠より所どころにする。従って、王は自分の貞人たちに篤あつい信頼を寄せ、宰相と同等の権力を与あたえていた。


　しかし、章玄は敵国鬼き方ほうと通じ、殷の勢力を弱めるために洪水を起こす水すい妖よう、化か蛇だをこの世に蘇よみがえらせたのだ。さらには十五年前、章玄が貞人の長たる大史令の地位を欲し、先代の殷王南なん庚こうを呪じゆ殺さつしていたことも発覚した。


「あやつは、余への忠誠心など全く持っておらなんだのだな。それどころか怨うらんでおったやもしれん。次に章玄が狙ねらうは、余の命であろうか……」


　何も知らずに安あん穏のんと王の地位に甘んじていた陽甲は、今いま更さらながら深い悔かい恨こんを覚え、それ以上に恐きよう怖ふに苛さいなまれる。章玄の思おも惑わくなど毛ほども疑わず、未来さき読みに長たけた利條を大史令に任じたのは他ならない自分なのだ。しかも、たぐいまれな千里眼の術を持つ章玄には、こちらの動きが手に取るようにわかるのだろう、どんなに捜そう索さくの手を伸のばしても居所は知れず、連日、貞人たちは章玄の行方ゆくえを占うらなっているが、誰だれの占術にも現れない。


「これ以上、章玄めの好きにはさせ申さん。心配召めされるな。主上のお命はこの晏仲がお守りいたすゆえ」


　宰相は胸を張った。七十近い老ろう齢れいではあったが、軍部出身の彼は今も鍛たん錬れんを欠かさず、息子むすこの歳に近い陽甲よりも若々しい体軀をしている。


「あの章玄めが私し怨えんで主上のお命を狙うとは思えぬし、鬼方は、直接主上のお命を狙ったりするような戦略を用いたりしないでござろう」


　殷は、それぞれの邑むらが独立した小国家を営み、王に朝ちよう貢こうするという形をとっている。王一人の命をとったところで、中原を支配できるわけではないと、晏仲は言う。


「望ぼう乗じようからも、鬼方に特に変わった動きはなく、章玄が鬼方入りしたという報告もござらん。安心召されよ」


　望乗とは、占術師と呪じゆ術じゆつ師しによって構成される尖せん兵ぺいたちのことで、敵国に潜せん入にゆうし、情報収集したり、場合によっては敵の戦力を削そぐための呪じゆ詛そを行ったりする。晏仲は、敵国鬼方や隣りん国ごくの周しゆうや召しよう、殷の各邑ゆうに望乗を派は遣けんし、様子を探らせていた。


「章玄の所在はわかりませぬが、主上の未来さきは占みえましたゆえ、お命がはかなくなるようなことはございませぬ」


　利條も優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。


「ただし今後、鬼方が章玄を使って殷に災わざわいをなす可能性は十分に考えられます。化蛇の時のように、妖を使って一つずつ邑を落としていくかもしれませぬ。章玄の動静は一いつ切さい占術に現れませぬゆえ、警けい戒かいは怠おこたりなくせねばなりますまい」


「化蛇か──。また章玄が化蛇に呪詛をかけて黄河を溢あふれさせたら、今度こそ殷は滅ほろびてしまうであろうな……」


　二月前の大惨さん事じを思い出して、陽甲は身み震ぶるいした。


「炎えん招しよう戈かの使い手が見張っているので、滅めつ多たなことは起こらないとは存じますが……」


　利條は柳りゆう眉びを微かすかに寄せた。彼もまたそのことを心配していたのだ。


「確か、晄こうという名だったな。しかし、所しよ詮せんは十五の少年──」


　陽甲が言いかけた時、回かい廊ろうからあわただしい足音が聞こえた。取り次ぎの官かん吏りの制止を無視して、甲かつ冑ちゆうに身を包んだままの武官が大室に飛び込む。晏仲が各地に配置している望乗の一人だった。


「申し上げます！　屈くつ邑ゆう及び陶とう邑ゆうが全ぜん滅めつ──！　領主も領民もすべて死亡しているとのことでございます！」
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「うわ、すごー！　黄こう河ががあんなに小さく見える！」


　晄は眼下に横たわる黄おう褐かつ色しよくの河を見下ろし、歓かん声せいを上げた。


『寒くないか？』


　晄を背に乗せた白銀の大だい蛇じやが、首だけを振り向むかせた。水妖化蛇族の王、汪おう李りである。


「大だい丈じよう夫ぶっ！　あの城じよう壁へきに囲まれてるのが、亳はく邑ゆうの街でしょ。じゃ、俺んちはあの辺かなー」


　晄は、片手で汪李のたてがみをつかみ、身を乗り出して、もう片方の手で彼方かなたの地上を指差した。


『危ないぞ。この高さから墜おちたら、河か伯はくの加護を持つ身であったとて、無事では済まぬ』


　汪李は渋じゆう面めんを作って、飛ひ翔しようの速度を緩ゆるめた。


　蛇身ではあるが汪李は蝙蝠こうもりのような翼を持ち、空を翔かけることができた。黄金こがね色の目、額の横から伸びる二本の角、頭頂から背にかけて馬のたてがみのような毛が生え、その姿は蛇よりは竜りゆうに近い。風雨と雷かみなりを呼び、洪こう水ずいを起こす妖あやかしとして畏おそれられていたが、その身体からだを覆おおう白銀の鱗うろこを断たつことができる唯ゆい一いつの武器──炎招戈の使い手となった晄に忠誠を誓ちかっていた。


　そして今、請こわれるまま晄を背に乗せて、黄河上空を飛んでいるのである。


「ね、黄河ってどこまで続いているの？　汪李は黄河の果てまで行ったことある？」


　晄は、蛇だ行こうしながら西へと遥はるかに続く河を見晴るかす。


『さて──。洛らく水すいと合流する辺りから先では北から南に流れておるが、その先は大陸の奥深く、どこまで続いていたか──。黄河のすべてが我ら化蛇族の住すみ処かであることは確かだが、我は異界に封ふうじられる前のことは、ほとんど憶おぼえておらぬのだ』


「じゃ、行ってみようよ。黄河の始めはどこなのか、汪李だって知りたいでしょ？　仮にも水妖の王なんだからさ」


『何を言っている。凍こごえ死ぬのがオチだぞ。さあ、そろそろ降りるぞ。このような晴天では、我が飛んでいる姿を誰ぞに見み咎とがめられるかもしれぬ』


「えー、飛び始めたばっかじゃない。ねえ、黄河の果てまで飛んで行こうよー」


『我は退治されたことになっているというのに、村人が我に気づいたら、困るのは晄だろう？　それに、ちょっと領地を見回るだけという約束で飛んだのだぞ』


　汪李はゆっくりと下降を始める。


　今年の秋、化蛇を従えた功績と、貞人章玄の裏切りを公おおやけにしないための口止め料として、晄は王から田でんという小領主の地位を賜たまわった。領主と言っても、晄がもらったのはだだっ広い原野で、領民もいないのだが──。とにかくその原野を開かい墾こんし、たくさんの粟あわを収しゆう穫かくして、洪水で畑を失った村人を食しよく糧りよう難なんから救うのが、もっぱらの晄の目標だった。


「そうだね。遊んでる場合じゃなかった。お昼までに土おこしが終わってなかったら、莉姉りーねえにお弁当をおあずけにされそうだし」


　晄は、未知なる黄河源流探たん索さくは次回のお楽しみにとっておくことにした。


　汪李が下降するに従って、晄の領地が眼下に大きく広がってくる。黄河の南に位置するこの台地は日当たりが良く、土も悪くない。これまでこの土地が畑にならなかったのは、乾かわきすぎていたからである。晄がこの土地をもらった大きな理由は、足りない水を水妖の王に補ってもらえるからだった。


　雑草もろくに生えていないので、開墾はさほど難しくなく、晄は官かん奴ぬ婢ひの手を借りながら、この二月で、おおよそ土おこしを終えていた。残りの五ご畝ぼうほどは、まだささくれた荒あれ地だが、半日必死で耕せば何とかなる広さである。


　汪李は、人目がないことを確かく認にんし、荒れ地の端はしに舞まい降りる。


　晄が背中から降りると、汪李は人ひと形がたに変化した。黄金色の目と長い銀の髪かみは蛇の姿の時と同じだが、体つきは二十歳はたち前後の青年のものである。晄が大蛇に抱いだいた心象と汪李がこうありたいと願った姿が一いつ致ちした結果だというが、意味もなくやたらに容よう貌ぼうが美しいのはなぜなのか、晄にも汪李にもわからない。


「あと一ひと踏ふん張りだ。がんばろう」


　晄は鋤すきを手に、さっそく土おこしを始めた。人形の汪李もおぼつかない手つきで鋤を振るう。水妖の王が畑仕事をしていると知ったら、眷けん族ぞくは嘆なげくかもしれない。


「晄ちゃーん。お弁当持ってきたわよ」


　しばらくすると姉の莉り由ゆうがあぜ道を駆かけて来た。片手には大きな布包みを提さげている。


「あら、汪李」


　人形の汪李に視線が向いた途と端たん、莉由のニコニコ笑え顔がおがすっと消えた。汪李は莉由に何か言われる前に、さささっと小こ蛇へびに変化し、晄の左ひだり腕うでに巻きつく。


　莉由は大の男おとこ嫌ぎらいなのである。本ほん性しようが妖だろうが何だろうが関係なく、兄と晄以外の男は、その存在自体が許せないらしい。


　超ちよう絶ぜつ美形成年男子一名の姿が消えると、莉由はニコニコ笑顔を取り戻もどした。


「がんばったわねえ。もうあらかた耕しちゃったじゃない」


　莉由は、雑草や石がすっかり取り除かれてふわふわの土が覆う大地を見み渡わたす。


「うん、あとちょっと残ってるけどね。雪が降る前に、積み肥が入れられそうだよ」


　晄は鋤を土に刺さし、額の汗あせを袖そでで拭ぬぐう。


「お腹なか空いたでしょ、お昼にして」


　莉由があぜ道に敷しき物ものを広げ始めると、


「おーい、晄、莉由」


　あぜ道の端はじっこから、大おお柄がらな青年が手を振ふりながら走って来た。


「あれ、昌しよう？」


「午後から手伝うとか言って、ついて来たのよ。どうせ自分ちの仕事に飽あきて、さぼって来たんじゃない？　里さと長おさんとこ、今日は粉こな挽ひきやってたから」


　莉由は、世話になっている里長の孫にも手厳しい。


「馬車馬をつなぐのに手間取っちまって……」


　分厚い胸むな板いたを上下させ、昌はぜいぜいと息をつく。


「昌、手伝いに来てくれたんだって？　ありがと、助かるよ」


「ああ、オレがいなくても粉挽きの手が足りてたから。けど……」


　昌は辺りをキョロキョロと眺ながめ回す。


「もう一人、誰だれかいただろう？　城から官奴婢が手伝いに来てるのかと思ったんだが」


「ううん。今日は俺一人だよ。立ち枯がれた木を見み間ま違ちがえたんじゃない？」


　汪李のことは昌にも秘密なので、晄は適当にごまかす。水妖の王は、晄の腕うでに巻きついたまま微び動どうだにせず、すまし顔で腕うで飾かざりのふりをしていた。


「そうかなあ。白っぽい髪だったし、鋤を振るう腰こしつきもふらふらしてたから、相当な年寄りだと思ったんだ」


「腰つきふらふらの年寄り……」


　晄は笑いたいのを我が慢まんした。汪李の反はん駁ばくが聞こえて来そうだ。確かに、水妖の王の鋤の使い方はいまいちだし、齢よわいは数百年にも及およぶから、間ま違ちがってはいないが──。


「何、馬ば鹿かなこと言ってるの。晄ちゃんしかいなかったわよ。昼間っから寝ねぼけないでちょうだい」


　莉由が話を合わせてくれた。昌はまだ納なつ得とくできない様子だったが、弁当のふたがあくと、幻まぼろしの老人のことはすっかり頭から消えたようだ。


「うわぁ、旨うまそうだ」


　小魚に萊あかざや芋いもの茎くき、茸きのこなど食材はその辺で採れるものだが、彩いろどりよく美味おいしそうに並べられている。さっそく、晄と昌は魚の煮に付つけを頰ほお張ばったが、


「あたし、そろそろ帰らなきゃ。仕し立たて物ものの仕事が残ってるのよ」


　莉由は、お弁当もそこそこに立ち上がる。


「じゃ、送ってく。晄、すぐ戻って手伝うから、待っててくれ」


　昌は粟あわ餅もちを口に詰つめ込んだ。


「いいわよ、歩いて帰るから」


「仕立物の仕事が忙いそがしいんだろ。時間がもったいねえ」


　この畑から家までは馬車でおよそ二刻。歩けない距きよ離りではないが、時間がかかりすぎる。


　領地を賜った時、楓ふう牙が王子が馬車を一台貸してくれて、普ふ段だん、晄は莉由と一いつ緒しよにそれに乗って行き来している。今朝は、莉由が仕立物の仕事があって一緒に来られず、弁当を後で届けてもらうことになったので、人目につかないところで汪李の背に乗って来たのだ。


「時間がもったいないのは、畑仕事も同じでしょ。あんた、せっかく来たんだから晄ちゃんを手伝ってあげてよ」


「けど、ここら辺は滅めつ多たに人も通らないし、女一人じゃ危ねえだろ」


　莉由と昌はしばらく揉もめていたが、


「莉姉、昌に送ってもらって。俺も心配だよ。途と中ちゆうで何かあったら困るもの」


　晄が言うと、莉由は打って変わって表情を和やわらげた。


「そうねえ。晄ちゃんがそう言うなら、馬車で送ってもらおうかしら」


　自分の身より、弟に心配をかけたくないという姉心である。


「じゃ、晄ちゃん、がんばってね。そうと決まったら、昌、さっさと行くわよ」


　晄には微笑ほほえんでいた莉由だったが、視線が昌に戻った途端、顔つきが厳しくなる。莉由はずんずん歩き出し、その後を昌が慌あわてて追った。


「ほんと、不便だなー。楓牙に頼たのんで、もう一台馬車を借りようかな」


　二人の後ろ姿を見送りながら、晄はぼそぼそと呟つぶやいた。


「馬だけでもいいんだけど。鞍くらを着けて、馬の背中に乗って駆けられたら、その方が速いし、いい気持ちだろうなー」


『馬などより、我が飛ぶ方が速いのだが──、白昼堂々とそんな真似まねはできぬな』


　それまで黙って晄の左腕で腕うで輪わのふりをしていた汪李が、おもむろに口を開く。


「そうだ。汪李、馬に化けられない？」


『さて──。現世に蘇よみがえってから、人間と蛇以外の姿になったことがないのだ。異界に封じられる前は、色々なものに変化できたような気もするのだが』


「ね、やってみて。今なら誰も見てないし」


『うむ』


　汪李は、するりと晄の腕から離はなれ、地面にとぐろを巻く。周囲に淡あわい光の粒つぶが現れ、小蛇姿の汪李を覆おおい隠かくした。


　次の瞬しゆん間かん、晄の目の前に白銀の馬が姿を現す。


　晄は、その[image: ]り々りしさに目を瞠みはった。普ふ通つうの馬より、一回りは大きな体たい軀くをしていた。たてがみと尾おは輝かがやく銀色、黄金こがね色の目、艶つや々つやとした短い体毛は、雪のように白い。


「だめだ、汪李。すごすぎる。こんな馬はこの世にいない。第一、角が生えてるよ」


　汪李が化けた馬は、妖の姿の時と同様、額に二本の角がついていたのだ。


『そうか』


　汪李は『ふんっ』と気合いを入れた。角がしゅるしゅると短くなった。晄は「おおっ」と期待したのだが、今度は馬の肩かたから翼つばさが生えてきてしまった。


　汪李は、翼を引っ込めたが、代わりに白い体毛が銀の鱗うろこに変じてしまう。


『難しいものだな』


　何とか、普通の馬になろうとするのだが、あっちを正せばこっちが変になり、なかなかうまくいかない。


　汪李が初めて人形になった時、本人は全く変化を意識しなかったという。妖あやかしだからといって、自由自在に姿を変えられるわけではないのだろう。


「もういいよ。ごめんね、無理言って」


『済まぬ。練習しておく』


　汪李は蛇頭の馬の姿で、しょぼんとうなだれた。


　簡単には手に入らないと知ると、余計に欲しくなるのが人間の性さがである。


（馬、欲しいなー）


　それからしばらくの間、晄の頭からは馬のことが離れなかった。








「馬を買いに行くか？」


　楓牙に誘さそわれたのは、それから数日後のことである。


「明日から耿こう邑ゆうで馬の市が立つのだ。近きん隣りんの邑むらから駿しゆん馬めが集まって、盛大に競せりが行われる。軍馬を数頭購こう入にゆうする予定があるから、一緒に来て、好きな馬を選ぶがいい」


「買ってくれるの？」


　晄は目を輝かせた。


「田でんを賜たまわった時に、約束しただろう？」


　楓牙は惚ほれ惚ぼれするような笑みを浮うかべた。


　彼は、亳邑の領主であり、王の腹はら違ちがいの弟である。庶しよ人じんの晄とは、それこそ天と地ほどの身分の差があるのだが、化蛇すなわち汪李の件で知り合い、どういうわけか晄をいたく気に入り、友人扱あつかいしてくれているのである。


　その日も、腹心の占術師、累るい焰えんだけを伴ともなって夕刻近くにやって来た。晄が畑から戻って来るのを見計らったのだろう。


「畑へ通うのに馬車一台では不自由しているだろう。早く買ってやりたかったのだが、どうせなら、気に入った馬を選んでもらう方がいいだろうと、馬市が立つのを待っていたのだ」


　剣けんを外して囲い炉ろ裏り端ばたに腰を下ろし、楓牙は我が家のようにくつろいだ様子で言った。


「うんうん。すごく嬉うれしい」


　晄はこくこくとうなずいたが、


「晄ちゃん、王子様の口車に乗せられてはだめですよ」


　舜しゆんが、ほんわりとした笑えみをたたえて、觥さかずきを運んで来た。その目は少しも笑っていない。


「王子様は、晄ちゃんを懐かい柔じゆうして、いずれはお城へお小こ姓しようとして召めし上げるつもりなんです。僕や莉由ちゃんから引き離そうとする悪者なんですからね」


「な、何でそういうことを──。私にはそんなつもりは毛頭ない！」


　楓牙はなぜか動どう揺ようした様子で反論した。


「だって、お城には戦馬がたくさんいるでしょう？　晄ちゃんが畑へ通うぐらいだったら、戦いくさに使えなくなった年寄りの馬で十分なのに、わざわざ馬市へ連れて行くなんてねえ。魂こん胆たんが見え見えですよ」


　舜は飄ひよう々ひようと觥に酒を注ぐ。


　晄の家は兄の舜と、姉の莉由との三人暮らしである。もともと仲の良い兄弟だったが、両親を亡なくしてからは、親代わりという意識も働いているのだろう、舜は、莉由に負まけず劣おとらず、晄を目の中に入れても痛くないほど可愛かわいがっていた。だからなのか何なのか、舜は、晄に親しげに接する王子を妙みように敵視している節がある。


「だが、晄は一応、領主なのだぞ。賜った領地に人が住んでいないから、自ら畑仕事をしているが、本来ならば立派な屋や敷しきに住んで、奴ぬ婢ひの二人や三人はいて、自分の馬を何頭か持っていて当然なのだ。だから──」


　楓牙は憮ぶ然ぜんとして言いかけ、ハッと戸口に目をやる。外で料理していた莉由が入って来たのだ。莉由が捧ささげ持もっている簋きと呼ばれる器うつわには、香こうばしく焼けた干し魚がのっていた。


　楓牙は、ほとんど仏ぶつ頂ちよう面づらに近い莉由の顔を目で追う。


（相変わらず、無表情でも美しい……）


　と、楓牙が思っていることを晄は知らない。


「どーぞ」


　莉由は簋を楓牙の前に置くと、さっさと立って別室へ引っ込んでしまった。


　楓牙は十九歳。剣に秀ひいでた精せい悍かんな美び丈じよう夫ふである。若く美しく、そして男らしい男という、三さん拍びよう子し揃そろった楓牙が、男嫌いの莉由に忌いみ嫌きらわれているのは言うまでもない。


（人間の男ではダメだというなら、修しゆ行ぎようして仙せん人にんにでもなり、人間以外の何かに変化すればよいのだろうか……）


　そんなことを楓牙がひっそりと思っていることも、晄は知らない。


　楓牙は肩を落とし、觥に手を伸のばす。


「お待ちください。わたくしがお毒味を──」


　それまで、楓牙の傍かたわらで、影かげのように控ひかえていた累焰が楓牙の手から觥を取った。


「嫌いやですねぇ。毒なんか盛っていませんよ。何度も言っているように、僕の勤めている青銅器工こう房ぼうは、亳邑城御ご用よう達たしですもん。お得意様を殺すような真似はしません」


　舜はほんわりと笑う。


「念のためでございます。楓牙様が召し上がるものは、必ず毒どく味みをいたしておりますゆえ、お気を悪くなさいませぬよう」


　累焰は表情も変えず、觥に唇くちびるをつけた。


「章玄が未いまだに逃とう走そう中だからな、累焰は神経質になっているのだ。章玄が、自らの謀ぼう略りやくを暴あばいた私たちに意い趣しゆ返がえしをするのではないかと」


　楓牙は軽く笑って、累焰から返された觥を受け取る。


「あいつがそのような浅せん慮りよな真似をするとは思えんが、もしもそうなら、かえって好都合だ。懐ふところに飛び込んで来たところを捕とらえられる」


「章玄殿どのは、優すぐれた千里眼の持ち主にございます。悪あしき呪じゆ術じゆつにも長たけておりまするゆえ、そう簡単には参りませぬ」


　累焰の表情は真しん剣けんだった。


「何か悪い予感がするのでございます。どうか晄殿も汪李殿もお気をつけあそばしますよう」


　累焰は未来さき読みの占術師だ。彼の予感は軽視できない。


「だったら、晄ちゃん。なおさら馬を買いに行くなんてお止やめなさい。耿邑は黄河を渡わたらなくちゃなりません。章玄さんが、水嫌ぎらいの晄ちゃんを河に落とそうと、呪じゆ詛そを仕し掛かけてくるかもしれないじゃないですか」


　おっとりとした口調で舜が言った。


「河に落ちる──」


　晄は震ふるえ上がった。どういうわけか、幼い頃ころから晄は水が怖こわかった。風ふ呂ろに入ったり、小川から水を汲くんだりするぐらいのことはできるが、船に乗るとか、水に潜もぐるとか、とにかく周囲を水に囲まれるような状態になると、動どう悸きが激しくなり、冷や汗あせは噴ふき出し、全身が震えて身動きできなくなってしまうのである。


「晄は河伯の加護を受けているのだから、少なくとも河の上にいる間は、章玄の呪詛がお前に及およぶことはあるまい」


　晄は黄河を統すべる神、河伯の加護を受けている。晄が炎えん招しよう戈かの使い手になれたのも、河伯の意思が働いたからだ。しかし、楓牙にそう言われても、


「船に乗る……黄河を渡る……」


　背筋を走る悪お寒かんは止まらない。


「そんなに水が怖いのなら仕方がないな。私がいい馬を見み繕つくろって来よう」


　楓牙は苦く笑しようする。


「でも馬の市に行きたい。自分で選びたいー」


「ならば、意を決して黄河を渡るしかないではないか」


[image: ]


　楓牙は何だか可笑おかしそうだった。


「晄ちゃん。そんなだだこねて、小さい子みたいですよ」


　舜も困ったように笑う。


「どうしよう、どうしよう」


　晄は頭を抱かかえて思いあぐねる。


「さあ、一いつ緒しよに馬を買いに行こう」


「いえいえ、馬は諦あきらめなさい。危ないですよ」


　楓牙と舜は晄を挟はさんでクスクス笑っていたが、その目は互たがいを睨にらんでいた。


　しばらく逡しゆん巡じゆんしていた晄だったが、


『案ずるな。我と我の眷けん族ぞくがついているのだ。河に落ちても溺おぼれるようなことにはならぬ』


　水妖王の一言で、晄はバッと顔を上げた。


「決めた！　俺、馬を買いに行く！　いつまでも水を怖がってるわけにはいかないもん！」


　それを聞いて、楓牙は「それでこそ晄だ」と、舜に向かってニッと笑み、


「こんなことで僕に勝ったなんて、思わないでくださいね」


　舜は切れ長の目に、冷たい光を点ともす。


（いったい、何の勝負をしているのでございましょう）


　相変わらずの二人に、累焰はひっそりと溜ため息を漏もらした。








　翌日も見事な快晴だった。


　初冬の朝日にキラキラと水面を輝かがやかせ、黄河は蕩とう蕩とうと中原の黄色い大地を流れる。川かわ面もには、漁師の操あやつる筏いかだや、野菜などを積んだ小こ舟ぶねが何艘そうも浮うかんでいた。


　その中を、一隻せきの大型船が北に向かって黄河を横切っていた。船は黄河の奔ほん流りゆうを滑すべるように進む。


　船せん橋きようには、赤地に黒の獅し子しが描えがかれた旗が掲かかげられ、舳へ先さきには銀ぎん狐ぎつねの裘かわごろもの上に錦にしきの裼せき衣いを羽織った楓牙が、腕うでを組んで遥はるかな対岸を眺ながめていた。その傍らには、累焰が影のように控えている。


「晄は大だい丈じよう夫ぶであろうか」


　強ごう引いんに連れて来たものの、船ふな酔よいしていないか、怖がっていないかと楓牙は気が気ではない。


「せめて、莉由だけでも一緒に来させるべきだったか──」


　この船旅に、舜と莉由は同行していない。二人とも晄をひどく心配して一緒に来たがったのだが、舜は勤めを休めなかったし、莉由も仕立物の仕事が忙いそがしかったからだ。


「見て参りましょう」


　累焰は楓牙のそばから離はなれ、船底へ降りていく。


　晄は、船底の武器庫に閉じこもり、裘を頭からかぶって震えていた。人ひと形がたをとった汪李が、


『いざとなったら我が晄を乗せて飛ぶゆえ、心配いたすな』


　と、晄を膝ひざの上に乗せ、赤子をあやすように晄の肩かたをポンポンと叩たたく。


　晄は汪李のされるがまま、彼の膝の上で縮こまった。非常に情けない格好だが、すぐ下が水だと思うと直接床ゆかに座る気にはなれず、汪李の温ぬくもりにすがっていたい。


「大丈夫でございますよ。これは戦船で、とても頑がん丈じようにできております。嵐あらしの海に出ても、転てん覆ぷくすることはございませんから」


　累焰は膝をつき、晄の顔をのぞき込んだ。


「わわわわかってる。べべ別に怖がってなんかなないから……」


　そう言う晄の額には汗が浮いている。


　累焰は、「左様でございますか」と笑って手しゆ巾きんで晄の額の汗を拭ぬぐった。


『我の眷族も喚よんだ。万一のことがあっても、晄を守るように命じてある。安心せよ』


　汪李は、困ったような可笑おかしいような微び妙みような表情で、晄の肩を叩き続ける。


「うん……。小こ化か蛇だが集まって来てるね……」


　おびただしい数の翼つばさのある小さな蛇が、河の深いところで船の周りを幾いく重えにも取り囲んでいることを晄も感じている。


『やはり、こういう場合のことを考えて、泳ぐ練習をすべきだ』


「また、そういうことを言って──。汪李、俺が水を怖がるのを面おも白しろがってるでしょ」


『面白がってなどおらぬ。晄のためを思って言っておるのだ。中原に住まう以上、黄河を渡る機会はこれからもあろう。毎回このようなことでは不自由だろうと──』


　そう言う汪李はニヤニヤしていた。


「河は穏おだやかでございますし、今のところ、章玄の呪詛も感じられませぬ」


　累焰は真剣な表情で耳を澄すまし、辺りの気配を窺うかがう。


「まだ悪い予感がしてるの？」


　晄は、かぶっていた裘から頭を出す。


『晄が河伯の懐にいる間は大丈夫だろう。やつとて河伯に喧けん嘩かを売うるほどの度胸はあるまい』


「わたくしもそう思いまする。唯ゆい一いつ安全なのは、この黄河の上だと申せましょう」


　硬かたい表情を崩くずし、累焰は微笑ほほえんだ。


『その一番安全な場所が、晄には一番怖いのだな。主あるじよ、救われぬなあ』


「うう、反論できない」


　晄は裘をかぶり直した。








「あー。どんな危険が待っていようと、土の上が一番！」


　船着き場に降り立った晄は、大きく伸のびをした。


『現金なものだな』


　汪李は呆あきれたような声こわ音ねで呟つぶやいた。船を下りる少し前に、汪李は人形から小蛇の姿に変化して、晄の左ひだり腕うでに巻きついている。白銀の髪かみで黄金こがね色の目の人間が街を歩いていたら大おお騒さわぎになってしまうからだ。


「累焰から聞いたぞ。船底で青あお息いき吐と息いきだったそうだな」


　先に船を下りて、晄を待っていた楓牙は可笑しそうだった。


「もうっ、何だってみんな、俺が怖がるのを喜ぶんだっ！」


「喜んでなどいないぞ。心から心配していた」


「噓うそだ。楓牙の目、笑ってる」


「笑っているものか」


　楓牙は弛ゆるみかけている口元を手の平で覆おおった。


「冗じよう談だんではなく、気を引き締しめなければな。累焰の悪い予感がますます強まっているようだし」


　楓牙は、累焰に視線を移す。彼は黄河の上流に目を凝こらしていた。


「上流に何かあるのかな。小化蛇に様子を探さぐって来てもらう？」


　河は黄おう褐かつ色しよくに濁にごっていて、水面下は全く見通せないが、無数の小化蛇が船着き場の付近を泳ぎ回っているのが晄にはわかる。


「そうだな。汪李、頼たのめるか？」


　楓牙は、晄の左腕に巻きついて腕うで輪わのふりをしている小蛇に囁ささやいた。小蛇が小さくうなずくと、数匹ひきの小化蛇がサーッと上流に向かう。


　そこへ、「亳邑の楓牙王子では」と豪ごう奢しやな二頭立ての馬車が駐とまり、玄げん端たんに身を包んだ官かん吏りが慌あわてた様子で輿こしから降りて来た。


「船の旗印を見てもしやと思いましたが──。御ご連れん絡らくをくだされば主が直々にお迎むかえに参りましたものを──」


　官吏は楓牙の前で拝礼した。彼は楓牙を耿邑城に招いたが、


「自分の目で馬を選びたいのだ。城には寄らぬが、兄上によろしく言ってくれ」


　と、あっさり断ってしまう。


「兄上？」


　官吏が行ってしまってから、晄は尋たずねた。


「殷の邑の多くは、王の血けつ縁えんが領主を務めている。この耿邑も私の異母兄が治めているのだ」


「挨あい拶さつに行かなくていいの？」


「めんどくさい。堅かた苦くるしいのは苦手だ」


　楓牙は笑って、城下へ歩き始めた。


　耿邑の街は予想以上に賑にぎわっていた。外城の門をくぐると、大通りは商人や貴族たちの行列でごった返している。


「何か、ついこないだ洪こう水ずいがあったなんて思えないね」


　晄は、掃はき清きよめられた道や、白しら壁かべも眩まぶしい家屋をキョロキョロと眺め回す。


　二ヶ月前、耿邑は黄河の氾はん濫らんによって街の半分が水すい没ぼつし、大変な被ひ害がいを受けた。それが遠因となって、汪李が異界から蘇よみがえることになったのである。


「殷の宰さい相しよう、晏仲殿どのが直々に救きゆう援えん隊を率いて復興させたのだ」


「ああ、あのおじいさん」


　晄は、特に大おお柄がらでもないのに、やたら迫はく力りよくのあった晏仲の姿を思い起こし、（すごい人なんだなー）と、あらためて思う。


「だが、倉や畑が流され、民たみがこの冬を越こすだけの食しよく糧りようがない。この時期に馬市を開くのはそのためだろう。市を開けば、他ほかの邑から大勢の貴族や商人がやって来る。裕ゆう福ふくな者は、馬の売り買い以外にもこの街で散財するし、馬を売りに出した者から、いくらかの手数料も取れる。軍馬も何頭か売りに出されるそうだ。そうやって得た収入で、他の邑から食糧を買うつもりなのだろうな」


「ただの馬市じゃなかったんだね。領主って、物の売り買いの仕組みもわかってなきゃだめなんだ」


「領主に必要な知識は、それだけではないがな。政まつりごとを行う上で、財の確保は重要な課題だ。おいおいお前にも教えてやろう」


　楓牙は微笑んでうなずいた。


　大通りへ出ると、楓牙は、連れて来た武官たちを馬の下見所へ行かせた。競せり場は一つではなく、耿邑城が取り仕切る公営の競り場以外にも、個人的に競り場を設ける貴族もいるという。下見所も、それぞれ牡おすと牝めす、仔こ馬うまに分かれているとのことだった。


「晄は、どんな馬がいいのだ？　仔馬を買って、自分で調教するか、それともすぐに使える馬の方がいいか？」


「俺、楓牙みたいに、馬にまたがって乗りたいんだ。そういう場合、どっちがいい？」


　この国では、馬には馬車を引かせるのが普ふ通つうである。戦いくさの場合でも兵士は戦車に乗って戦うので、成馬でも人を乗せる訓練をされていないのだ。


「ならば、気き性しようの穏やかな仔馬がいいかもしれないな。何しろ、鞍くらに慣らすだけでも手間がかかる。馬車に慣れた馬を躾しつけ直すよりも、仔馬の方が早く馴な染じむだろう」


「じゃあ、仔馬にする！　ね、仔馬を売ってるのはどっち？　早く見に行こう！」


　晄は気が急せいて、駆かけ出したくなる。


「慌てるな。このような人ひと混ごみでは、はぐれたら迷子になるぞ」


　楓牙は苦く笑しようし、それでも歩みを速めてくれた。


　人の間を縫ぬうようにして、しばらく大通りを進むと、ちょっとした広場に出る。杭くいと縄なわだけで作られた簡単な柵さくが設けられ、その中に数頭の馬が放されていた。柵の周囲には馬車が何台か駐とまり、立派な身なりの貴族や、諸しよ侯こうから遣つかわされたと思われる兵士、裕福な商人などが、柵の外から馬を検分していた。


「牡馬の下見所だな。なかなかの駿しゆん馬めがいる」


　楓牙は、検分している者の中に自分が連れてきた武官を見つけると、競り落とす馬を指示し始めた。晄はその間も、早く仔馬を見に行きたくてじりじりする。


「待たせたな。仔馬の下見所はこの先にあるとのことだ。もう競りが始まっているらしい」


「急がなきゃ」


　晄は思わず駆け出した。しばらく行くと、先刻の牡馬たちよりも一回り小こ柄がらな馬が入れられた柵に行き当たる。仔馬と言っても、想像していたよりもずっと大きい。


　どの馬も、競りに備えて入念にくしけずられたのだろう、たてがみも尾おもサラサラとしていて、生え始めた冬毛には土つち埃ぼこり一つついていない。


「きれいだなー。どれにしようかなー」


　晄には妖あやかしの声を聴きくという特とく殊しゆな能力があるが、それと関係があるのか、馬の顔をじっと見てると、それぞれの馬の気持ちが何となく伝わってくる。


「あの、灰色っぽいの、いい感じかも」


　黒い毛の間に白い毛が交じり、煤すすけたような微び妙みような色具合だが、


（まあ、しょうがないわね、なるようにしかならないわ）


　と、どっしり構えている。どことなく莉由に似ているかもしれない。それに、灰色の馬は成長すると白くなるというから、きっと美馬になるだろう。


「決めた。俺、あの灰色のがいい」


　晄はふり返った。しかし、そこに楓牙も累焰の姿もない。


「噓、はぐれちゃった？」


　キョロキョロと辺りを眺ながめ回したが、あまりにも大勢の人が行き来していて、簡単には見つかりそうもない。


「どうしよう……」


　そうこうしているうちに、目当ての灰色の馬は、売り主らしき人物に引かれて行く。きっと競り場に連れて行かれるのだろう。


「もしも、あの馬が他の人に競り落とされちゃったら……」


　晄は焦あせった。見た目のきれいな馬や力強そうな馬は他にもいるのだが、あの灰色の馬と一番気が合いそうな感じがするのだ。


（馬って、いくらぐらいするものなんだろ）


　晄は、懐ふところから財さい布ふを出して、中身を数える。舜が何かあった時のためにと、なけなしの貝ばい貨かを入れて持たせてくれたのである。しかし普ふ段だん、物ぶつ々ぶつ交こう換かんで食べ物や衣類を得ている晄は、貝貨の価値がさっぱりわからない。


　灰色の馬は柵から出て、大通りを北へと歩いていく。そちらに競り場があるのだろう。途と中ちゆうで、楓牙に出会うかもしれないし、競り場には亳邑城の武官がいるはずだと、晄は財布を懐にねじ込み、灰色の馬の後を急ぎ足で追った。


　急に、目の前に大柄な男が現れ、馬ばかり見ていた晄は、男にぶつかってしまった。


「すみません、急いでいたものだから──」


　晄はぺこりと頭を下げ、男の右脇わきを通とおり抜ぬけようとした。しかし、そっちには別の男が立ちはだかったので、晄は左へよけようとした。すると最初の男が一歩ずれて、晄の進路をふさぐ。


「あの──」


　晄は男の顔を見上げた。ろくに手入れもしていない髪かみが無造作に巾きんで束ねられ、顔の下半分はぼうぼうとした強そうな髭ひげで覆われている。意地の悪そうな目が、微かすかな笑えみをたたえて晄を見下ろしていた。


（やば──）


　晄は逃にげようとしたが、もう遅おそかった。いつの間にか、十数名の似たような風ふう体ていの男たちが、ぐるりと晄を取り囲んでいた。男たちの外側には、商人や馬飼いの人たちがいたが、みんな巻き込まれるのを恐おそれて、何気なく遠ざかっていく。


　こんな大きな市が立つ時には、大金を持ち歩く者が多く、その金を狙ねらって無ぶ頼らい漢かんも集まってくる。そんなことはわかっていた。うっかり人前で貝貨を数えた自分が馬ば鹿かだったのだ。こんな子どもが貝貨を持って一人でうろうろしていれば、狙われるのは当然だ。


「素す直なおに財布を寄こしゃ、手て荒あらな真似まねはしねえよ」


　髭ひげ面づらが、低いしわがれ声で恫どう喝かつした。


「嫌いやだ……」


　晄は懐の財布を衣ころもの上から押さえ、首を振ふった。口の中が乾かわいて、うまく声が出ない。


　小領主になったとは言え、晄の家は貧びん乏ぼうだ。もらった土地は土おこしをしただけで、来年の秋に粟あわが収しゆう穫かくできるまでは、舜の雀すずめの涙なみだほどの稼かせぎと莉由の内職で食いつないでいくしかない。


（炎えん招しよう戈かを抜いて戦う──なんて無理か）


　晄は衣の下に炎招戈を佩はいている。半神の黄こう帝ていによって作られ、強大な妖をも滅ほろぼせる偉い大だいな武器だ。だが、炎招戈を人間に使うのはよくない気がするし、それ以前にこれだけの人数を相手に立ち回れるほど、晄は武術に秀ひいでていない。


　晄の左ひだり腕うでで、それまで黙だまって腕うで輪わのふりをしていた汪李が身じろぎした。


「わわっ、汪李ちょっと待って」


　汪李が人ひと形がたになっても、小化蛇を喚よんでもまずい。汪李が本性を現したらもっとまずい。耿邑は大おお騒さわぎ──どころか、国中が大混乱に陥おちいってしまう。


「わかった。お金を渡わたすから──」


　晄は懐から財布を取り出した。


（舜しゆん兄にい、ごめんね。来年、粟がいっぱい穫とれたら返すから）


　心の中で詫わびながら、晄は髭面に財布を差し出す。


「その腕うで飾かざりもだ。ひでー不細工だが、銀か玉か、いずれ珍めずらしいもんに違ちげえねえ」


　髭面は、財布をわしづかみすると、汪李にも手を出した。


「だ、だめ。これはだめ！　絶対だめ！」


　晄は左腕を後ろに引いて、右手で汪李をかばったが、仲間の男に腕うでを押さえられた。髭面は腕輪を抜こうと、汪李の頭の部分に指をかける。


　赤ちゃん蛇姿の汪李が、小さな小さな口をカパッと開け、小さいながらも尖とがった牙きばを男の指にたてた。


「いてっ！」


　髭面は指を引っ込めた。


「かか嚙かんだ。この腕輪、俺の指に嚙みついた！」


　限界まで目を見開き、髭面は指と腕輪とを交こう互ごに見た。汪李は素知らぬ顔で、細工物のふりをする。


「腕輪が嚙むわけねえだろ。どっかに指を引っかけたんだろ」


　仲間の男たちは笑ったが、


「いや、嚙んだ。俺は見たんだ。蛇が嚙むとこを俺は見たんだ！」


　髭面は真っ青になって後ずさる。


「朝っぱらから飲み過ぎなんだよ。どれ、俺が──」


　髭面を押しのけて、別の男が歩み出た。汪李が身を弛ゆるませる。晄は縛いましめられていた右みぎ腕うでを振り払はらい、慌あわてて汪李を押さえた。


（だめーっ！　汪李、ここで正体を現しちゃだめーっ！）


　その時、


「そこまでだ」


　[image: ]りんと響ひびく楓牙の声が、汪李の動きを止めた。腕輪を取ろうとしていた男も、仲間の男たちも一いつ斉せいに声の方を向く。


　楓牙はすっと進み出た。背後から累焰が影かげのように付き従う。


「何だ、てめえ」


　目に剣けん呑のんな光を点ともし、無頼漢は楓牙たちを睨にらむ。


「その少年の連れだ。その子を離はなしてもらおうか」


「なかなか御ご立りつ派ぱなお召めし物だな。お貴族様か？　ちょうどいい。てめえらも有り金全部置いてってもらおう」


　腕輪を取ろうとしていた男は、晄の左手首をねじって後ろに回し、盾たてに取る。


　晄は痛みをこらえ、それでも右手で汪李を押さえ続けた。


「その腕輪に手を出すな。恐ろしいことが起こるぞ」


　楓牙は言った。かなり真しん剣けんな表情だ。


「へへっ。祟たたりでもあるってか？　そうやって脅おどすってことは、相当な値打ちもんだな」


「いや、値打ちがあるのかないのかは微妙なところだが、とんでもなく恐ろしいことが起こってしまうのは本当だ。そうなったら私にもどうすることもできない」


　真しん摯しな態度で楓牙は訴うつたえ、


「そそそうだ。祟るぞ。あの蛇はただの細工物じゃねえ！」


　汪李に指を嚙まれた髭面もわめいた。


「おもしれーじゃねえか。んじゃ、その恐ろしいことってのを起こしてみるか」


　男は、晄の右手を退かせ、腕輪に指をかけた。


「よせ！」


　声と同時に、楓牙の剣けんの切っ先が男の手ての甲こうに突つきつけられていた。どうやって間合いを詰つめたのか、いつ剣を抜いたのか、晄には見えなかった。


　無ぶ頼らい漢かんたちに動どう揺ようが奔はしった。


　男は愕がく然ぜんと目を見開き、腕輪からゆっくりと手を離す。いきなり晄をドンと突き飛ばし、瞬しゆん時じに後ずさった男は、腰こしから片かた刃ばの刀とうを抜いた。


「舐なめやがって」


　それを合図に、無頼漢たちも一斉に刀を抜く。


「下がっていろ」


　楓牙は晄を背にかばい、男たちと対たい峙じする。累焰も無言で剣を抜いた。


　かつて、奄えん三師しの将として戦場で剣を振るっていた武人の迫はく力りよくは、生半可なものではない。ゆらゆらと、二人の全身から立ち昇のぼる闘とう気きが目に見えるようだった。


　無頼漢たちは、そこでようやく自分たちと相手の力量の差に気づく。気け圧おされて、じりじりと後退していく者や、刀を持つ手が震ふるえている者もいた。


　しかし、背を向けて逃げるには、間合いが少なすぎた。


「こん畜ちく生しよう！」


　ほとんどやけくそなのだろう、晄の目から見てもお粗そ末まつな構えで男は楓牙に突とつ進しんした。楓牙は、振り下ろされる刃やいばをほんの少しだけ身をねじって避さけ、剣の柄つかで男の鳩尾みぞおちを突いた。男は身体からだを二つに折って地面に転がり、のたうち回る。その間に仕し掛かけてきた別の男に、楓牙は足あし払ばらいをかけ、体勢を崩くずしたところでこめかみを剣の柄で打った。その男は声も立てずに昏こん倒とうする。


「きええええっ！」


　三人目の男は大上段に構えて、気合いも凄すさまじく楓牙に襲おそいかかった。刀が振り下ろされる一いつ瞬しゆん前に、楓牙は男の手元をなぎ払った。刀はくるくると回転しながら宙を舞まう。楓牙は剣を鞘さやに収め、刀の柄をつかんだ。そして、たたらを踏ふんでいた刀の持ち主の首の後ろを、刀の背すなわち刃のついていない方で叩たたいた。いわゆる峰みね打うちである。男はばったりと土つち埃ぼこりを上げてうつぶせに倒たおれた。


「しばらく刀を借りるぞ。両もろ刃はの剣つるぎを手加減しながら使うのは面めん倒どうなのでな」


　楓牙は気絶している男に声をかける。


　四人目の男は憎にく々にくしげに唇くちびるを嚙み、ちらと楓牙の後ろにいる晄に視線を走らせた。タッと地を蹴けり、楓牙と一手合わせると、すかさず楓牙の脇わきをすり抜ぬけ、晄の胸を狙って突いて来た。


　しかし、その切っ先が晄に届く前に、後頭部に楓牙の刀が振り下ろされる。ガツッと嫌な音がして、男はその場にくずおれた。


「型は悪くないが、──遅い」


　楓牙は飄ひよう々ひようと言った。


　累焰の方も、襲いかかる無頼漢の刀を剣ではね飛ばし、丸まる腰ごしになった男の後頭部に回し蹴りを食くらわしていた。次に向かってきた男の額にぴたっと剣の切っ先を当て、一瞬動きの止まった男の顎あごをつま先で蹴り上げる。緩かん急きゆうとりまぜ、まるで、舞まっているような優ゆう雅がさだった。


　残った男たちは、震える手で刀の柄を握にぎり、引きつった顔でしばらく楓牙と累焰を交互に見ていたが、やがて「わあああ」と情けない声を上げて、地面に倒れている仲間も顧かえりみずに遁とん走そうした。


「財さい布ふ、返して」


　晄は、腰を抜かして震えている髭ひげ面づらの男に近づいた。


「その蛇、俺を嚙んだ。俺は見たんだ……」


　髭面は限界まで目を開いて、うわごとのように呟つぶやいている。


「うん、嚙んだぐらいで済んでよかったね」


　晄がニッコリ笑えむと、髭面は「うわーっ！」と叫さけび声を上げて財布を放ほうり出し、這はうようにして逃にげ出した。


　遠巻きにして成り行きを見守っていた人々から拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起こり、若い娘むすめはもれなく楓牙に熱い視線を送った。





「あの小こ童わつぱが、炎えん招しよう戈かの使い手か」


　男は、ひっそりと囁ささやいた。ひときわ背の高い、瘦やせた男だった。


「あやつを取り巻く、清と濁だくとを併あわせ持もった光──。間ま違ちがいありません」


　晄と同じ歳ぐらいの少年がうなずく。ひどく禍まが々まがしい瞳ひとみの少年だった。


　二人の周囲には、十数人の男たちがいた。髪かみは巾きんでくくり、生き成なりの布ほ衣いに熊くまの裘かわごろもという、ごく一いつ般ぱん的な庶しよ人じんの身なりだったが、訓練された兵士のような精せい悍かんな体つきをしている。
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　沸き返る群衆の中で、その一団だけはニコリともせずに、じっと晄たちに視線を注ぐ。


「ようやく見つけたな。炎招戈の使い手は占術では占みえぬが、楓牙王子の行く先を占うらなって待ち伏ぶせていれば、必ず現れる──あの方の仰おつしやった通りだ」


　長身の男は唇の端はしを吊つり上げる。


「王子とあの占術師はともかくも、本人はただの子どもではないか。指示を待つまでもなく、我らの手でひと思いに──」


　背は低いが、分厚い胸むな板いたをした男が言った。彼は右の眼球がなく、落ちくぼんだ眼がん窩かに弛んだ皮ひ膚ふが覆おおい被かぶさっている。


「焦あせるな、五年前のことを忘れたか。お前はそのせいで右目を失ったのであろう」


　長身の男は小声で叱しつ責せきする。


「なればこそ──」


　隻せき眼がんの男は、右目の痕あとを押さえて歯ぎしりする。


「あの光、なぜ清と濁とが混在しているのか──師父はそれを見み極きわめぬうちに仕掛け、命を落としたのです」


　少年は、群衆の間に見える晄を、その鋭するどい目で睨む。


「同じ轍てつを踏むわけにはいかん。あの方からの指示を待つのだ。それまで見失うな」


　長身の男は人々に紛まぎれてその場から離れ、他ほかの男たちもそれぞれ散って行った。





　汪李は、ふと沸き返る群衆の中に異質な気配を感じて、目だけをそちらに向けた。気配はやがて人ひと混ごみの中に埋うもれて消える。


「汪李、人前で動いちゃだめじゃない」


　そんな不ふ穏おんな連中がいたことには全く気づかず、晄は小声で言いながら、財布を拾って懐ふところにしまった。


『我を不細工だとぬかしたからだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らす。


「やれやれ、危なかったな」


　楓牙は苦笑して吐と息いきをついた。危なかったのは、晄の身み柄がらなのか耿邑の街なのか。


『晄に一つでも傷をつけていたら、国ごと滅ほろぼしてやったものを』


　危なかったのは、耿邑だけではなく殷だった。


「ごめんなさい。俺が考えなしに行動したから……」


「大事に至らなくてよかった。捜さがしたのだぞ。いったいどこにいたのだ？」


「仔こ馬うまの下見所で馬を選んでたんだ」


「きっとそこだろうと思って私たちも行ったが、いなかったぞ」


「え？　おかしいな。俺、あそこにいて、気に入った馬が競せり場へ引かれてったから、その後をついてここまで来たんだけど」


　晄は、背後の広場を指差した。


「あそこは牝ひん馬ばの下見所だぞ」


「牝馬!?」


　どうりで、仔馬にしては大きいわけだ。


「どうする？　仔馬の下見所で選び直すか？」


「ううん。牝馬でもいい。性格が莉姉っぽい感じの馬だったんだ。それが欲しい」


「莉由っぽい？　まあ、お前が馬と心を交かわしても今いま更さら驚おどろかぬが……」


　性格が莉由では、御ぎよすのは難しいのではないかと楓牙は思ったが、口には出さなかった。


「では、牝馬の競り場へ行こう。その馬の競りが始まっているかもしれない」


　三人は急いで競り場へ向かったが、


「灰色の馬なら、たった今競り落とされましたよ」


　買ったのはどこかの貴族で、すでに引かれて行ってしまったということだった。


「あーあ、残念。肝きもが据すわってて、いい馬だったんだけどなー」


　晄はがっくりと肩かたを落とす。


「乗馬が目的なら、莉由よりは累焰に似た性格の馬がよいと思うぞ」


　楓牙に勧すすめられて、晄は仔馬の下見所にも行ってみた。けれども、何となくどの馬もピンとこない。他の競り場も見て回ったが、いい馬はすでに競り落とされていて、乗りたいと思える馬はあまり残っていなかったし、たまに晄がいいと思っても、馬の方で買われることを拒こばむのだ。夕刻まであちこちの競り場を回ったが、結局、気の合いそうな馬には巡めぐり合えなかった。


「決死の覚かく悟ごで、黄河を渡わたったのにー」


　船着き場へ向かって歩きながら、晄はプーッと頰ほおを膨ふくらませる。


「なまじ、馬の気持ちがわかってしまうというのも考えものだな」


　楓牙は笑った。


　夕暮れが迫せまり、朝と違ちがって船着き場は閑かん散さんとしていた。亳邑の武官たちはすでに乗船し、晄たちを待っている。


　楓牙に続いて船に乗ろうとしていた累焰が、ふと足を止めた。


「どうしたのだ」


　累焰は黄河の上流にじっと目を凝こらす。


「汪李殿どの、偵てい察さつに行った小化蛇は、いつ頃ごろ戻もどって来ますか？」


『黄河水源まで遡さかのぼったのであれば、二十日ほど後になるだろう』


　晄の腕うでで、小蛇は囁いた。


「何かが──起こりまする」


　累焰は西の地平を見み据すえ、硬かたい声で呟いた。





　黄河上流の街、屈くつ邑ゆうと陶とう邑ゆうに次いで陝せん邑ゆうまでもが、民たみも家か畜ちくも死に絶えてたという知らせが王都にもたらされたのは、それから間もなくのことだった。




二　黄河を下るもの







「陝邑も全ぜん滅めつ!?　どういうことだ！」


　晏あん仲ちゆうの報告に、陽よう甲こう王は腰こしを浮うかせた。


　陽甲の右側で優ゆう雅がに端たん座ざする利り條じようも柳りゆう眉びを寄せる。


「状じよう況きようは、屈邑陶邑と全く同じでござる。一夜にして、人も家畜も、とにかく命あるものすべてが死んでおったとのこと。目もく撃げきした者はなく、最初に発見した者の話では、兵士が弓や剣けんなどの武器を握にぎって絶命していたが、大規模な戦せん闘とうが行われた形けい跡せきはなかったとのことでござる」


「同じく、私わたくしたち貞てい人じんの占術にも何も現れませんでしたが……」


　何が起ころうと優雅さを失わない利條だったが、さすがに声こわ音ねが硬い。


「陝邑……陝邑とな……」


　陽甲は笏しやくを持つ手を震ふるわせて、滅びた邑むらの名を呟く。


　陝邑が滅びたことで、ことさら彼が動どう揺ようするのには大きな理由があった。


　黄河の上流は、黄こう土ど高原を北から南へ流れている。華か山ざんの麓ふもとで渭い水すいと合流し、進路を東に変えて中原を流れ、やがて海へ注ぐ。


　最初に滅んだ屈邑は、殷の支配下において最も黄河の上流に位置する邑である。黄土高原の直ただ中なかを南流する黄河の東岸にあり、対岸はすでに鬼き方ほうの勢力圏けんという辺境にあった。


　次に災さい厄やくに見み舞まわれた陶邑は、屈邑のすぐ下流にある街である。


　これら二つの邑は、鬼方の夜や襲しゆうに遭あったのだと推測されていた。どちらの邑も占術には何も現れなかったが、鬼方にも優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しは大勢いる。殷の者では占みえないように、呪術が施ほどこされたのだと考えていた。


　屈邑陶邑全滅の報を受けて、晏仲は即そく座ざに一旅千乗の軍隊を編制し、黄河を遡らせている。


　しかし、陝邑が滅びたことにより、鬼方軍の夜襲という予想が覆くつがえった。


　陶邑の南は、南流する黄河の東岸に汾ふん水すいが流れ込む肥ひ沃よくな盆ぼん地ちがある。その辺りは、河こう東とうと呼ばれ、古いにしえの聖天子尭ぎようの末まつ裔えい、虞ぐ氏しの所領だった。城下は蒲ほ邑ゆうと呼ばれ、殷の支配下にある。


　蒲邑を見ながら、黄河は渭水と合流して東流を始める。


　その先の黄河南岸に陝邑はあった。


　全滅した三つの邑は小さな街である。とはいえ、一夜で殲せん滅めつするには相応の規模の軍隊が必要だ。その軍が陝邑に至るには、必ず蒲邑を通り、黄河を渡らなければならない。しかし、そのような行軍の報告が、蒲邑からも各地に配した望ぼう乗じようからも、全くないのである。


「いったい誰だれが……何が、邑を滅ぼしながら黄河を下って来ておるのだ……」


　陽甲は青ざめ、唇くちびるを震わせる。


「人目につかぬほどの小部隊──。しかし、鬼方に隣りん接せつする屈邑は眉び軍を配しておったはず」


　晏仲は訝いぶかしげに呟つぶやいた。


　眉とは、戦いくさに際して眉び蠱この術を用い、敵に打だ撃げきを与あたえる呪術師のことである。攻こう撃げき専門の呪術師集団も敵かなわぬ相手とは、いったいどのような者たちなのか。


「強大な妖あやかし、もしくは神でございましょうか……」


　利條の表情も険しい。


「つ、次はどこが襲おそわれるのだ。亳邑か[image: ]ごう邑ゆうか──。このまま手をこまねいておっては、この王都にまで厄やく災さいが及およぶやもしれぬ」


　陝邑を過ぎれば、黄河はひたすら中原を東流する。南岸には洛邑、西亳邑などの小さな邑が点在し、初代殷王成せい湯とう天てん乙いつすなわち湯とう王おうが築き、今は楓牙が治めている亳邑、第十代の仲ちゆう丁てい王おうが築いた[image: ]邑が続く。その後、黄河は泰たい山ざんを避さける形で北東に進路を変え、海へ注ぐのだが、王都奄はその泰山の南なん麓ろくに位置するのだ。


「晏仲。王都から送った軍は今どの辺りにおる」


「すでに蒲邑を過ぎ、黄河東岸を北上しているはずでござる」


　頼たのみの一旅千乗の軍は、どこかで厄災をもたらしたものとすれ違ってしまっているのである。


「どうすればよいのだ……。厄災が黄河を下ってくる……。鬼方の部隊か神か知らぬが、もしや厄災は余の命を奪うばおうとしているのではないか？　いや、きっとそうに違いない」


　陽甲はたまらず立ち上がり、大室をうろうろと歩き回る。


　その様子を見ていた利條は、ふと眉をひそめた。王の背中に薄うすい瘴しよう気きがまとわりついていたからだ。


（雑鬼にでも取り憑つかれたのか？）


　しかし、天てん帝ていの血を引いている上、祖そ霊れいを祀まつる儀ぎ式しきを欠かすことなく行っている王に、妖が取り憑くなどあり得ない。しかも、この王城には、亜あという呪術を担当する官かん吏りが護まもりを施している。並の妖がこの城に入り込むことはないはずだ。


（だが、南なん庚こう様の例もある。章玄ならば……）


　十五年前、章玄は先代の殷王南庚を呪じゆ殺さつしている。南庚が、当時王太子だった陽甲を廃はいし、産まれたばかりの我が子を立太子しようとしたからだ。


　当時の貞人たちが王城に護りを布しかなかったはずはないが、それでも南庚は死に、御み子こは行方ゆくえ知れず、十五年経たった今も生死は不明である。


（今いま更さら、陽甲様を呪殺したところで、章玄に利はない。それがわからぬ章玄とも思えぬが──）


　利條はおもむろに立ち上がり、王の肩に手をかける。


「主上、落ち着かれませ。あまり気を煩わずらいますれば、また病を呼びかねませぬ」


　陽甲の肩から背にかけて、利條は白い手の平を滑すべらせた。いたわるような何気ない仕草で瘴気の正体を探さぐる。だが、祓はらったつもりもないのに、瘴気は簡単に散ってしまった。瘴気の正体もわからない。


（逃にげたか……？）


　利條は辺りの様子を探ったが、妖らしき気配は感じられなかった。


「御ご案あんじ召さるな。厄災が主上のお命を狙ねらっているとは限りますまい」


　晏仲が声をかけると、


「そうだな。目的も正体もわからぬのに、憂うれいていても始まらぬ」


　陽甲は顔を上げた。瘴気が去って、いくらか落ち着きを取り戻もどしたようだ。


「まずは、中原の各邑に厄災のことを知らせるが急務でござる。しかし、相手はたった一夜で邑を殲滅した謎なぞの厄災。眉軍を持たぬ小さな邑では警けい戒かいしようにも手立てがござらん。王都から援えん軍ぐんを送ったのでは間に合わぬゆえ、亳邑と[image: ]邑から派兵させるがよろしいと存ずる。それと同時に、三つの邑を滅ほろぼしたものの正体を探る必要がござろう」


　討とう伐ばつ軍を送るにしても、敵国の来らい襲しゆうか殷の氏族の謀む反ほんなのかでも対応は異なってくるし、人でないとしたら祭さい祀しを行わなければならない。しかし、神なのか妖なのかわからなければ祀りようもない。


「望乗だけでは心こころ許もとのうござる。なれど王都から調査隊を送るのでは時間がかかりすぎ申す」


　晏仲はいかめしい顔で白はく髭ぜんを撫なでた。


「眉軍を擁ようしている邑で、最も陝邑に近いのは亳邑か」


　陽甲は大室の壁かべを透すかして、西の地平を眺ながめる。


「楓牙に使いを出せ」
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　楓牙と累焰は、黄河沿いの馬車道を西に向かって馬を駆かる。その背後を、車輪の音もけたたましく、数十名の兵士が四頭立ての戦車に分乗して追つい随ずいしていた。


　すでに日は傾かたむき、馬車道には彼らの長い影かげが落ちる。


　──屈邑、陶邑、陝邑が一夜にして何ものかに滅ぼされた。


　王都から急使がやって来たのは、昨日の深夜だった。楓牙は、夜を徹てつして亳邑の各砦とりでに警護の兵を配し、近きん隣りんの小さい邑に援軍を送る手はずを整えた。そして眉軍の精せい鋭えいたちによる小部隊を編制し、今朝、まだ日が昇のぼる前に亳邑を出立したのだった。


「王子のお手を煩わずらわせるわけには──」


　晏仲直属の望乗は畏おそれ入った様子だったが、


「事は急を要する。私が直接現地に赴おもむいて指示を出した方が、手っ取り早いであろう」


　と、楓牙自ら調査隊の指揮を執とることにしたのである。


「此こ度たびの災厄、貞人たちの占術には現れなかったとのことだが、そなたらにも何も占みえなかったのか？」


　楓牙は尋たずねた。望乗の中には貞人にも劣おとらぬ占術師が何人もいるはずだ。


「まこと面めん目ぼくないことでございますが、我らにも何も──」


「遠い王都ならともかく、惨ざん殺さつの現場で占うらなっても占みえぬとは、よほどの呪術師が関かかわっているのか──」


　楓牙の脳のう裏りを章玄の姿がかすめる。望乗たちも章玄を疑い、探たん索さくを続けているが全く手がかりがないということだった。


　急使のために設けられた廏うまやで馬を乗り継つぎ、楓牙たちが陝邑に到とう着ちやくしたのは、夕ゆう闇やみが迫せまる頃ころだった。


　城下は不気味な静せい寂じやくに包まれ、鼠ねずみの駆け回る音や烏からすの羽音が妙みように大きく響ひびいた。亡なくなった民人の遺い骸がいは、すでに城外の里人の手によって葬ほうむられたようだが、家と家の間の道には、ところどころ血けつ痕こんらしき赤黒い染しみが広がっている。


「焼き討うちや打ち壊こわしの跡あとはないな」


　楓牙はゆっくりと馬を歩かせながら、左右に立ち並ぶ家を眺めた。貴族の館やかたらしき白しら壁かべの家は、戸口が少し壊れているものもあったが、大した破損はなく、大軍が押し寄せたような気配はない。


「略りやく奪だつの形けい跡せきもございませんでした」


　望乗は言った。最初の一報を聞いて駆けつけた時、家の中は家財道具が多少散らかっていたものの、大した荒あれておらず、玉や貝ばい貨か、食しよく糧りようなども手つかずで残っていたという。


「病という可能性は？」


　普ふ通つうの疫えき病びようなら一晩で邑むらの住人全部が死ぬことはないが、呪じゆ詛そによる病ならばあり得る。


「私が見た時には、民人の遺骸には獣けものがたかって食くい荒らしておりましたゆえ、死因が病によるものか外傷によるものか何とも申せませぬ。ただ、屈邑陶邑の時と同じく、この陝邑でも災厄があった晩に、城外の集落で戦せん鼓この音を聞いた者がおりました」


「戦鼓？」


　戦鼓とは、戦場で指示を出す時に打ち鳴らす太たい鼓このことである。


「それで、晏仲様は当初、屈邑陶邑の全ぜん滅めつを鬼方の仕し業わざだとお考えになったのですが──」


「誰だれもそのような大部隊を見た者がいないと──。蒲邑が無傷というのも気になる」


　蒲邑の領主、虞氏が謀反を起こそうとしているのかと楓牙は考えたのだが、


「実は、陝邑が滅ぶ少し前、蒲邑でも小さな集落が一つ滅びております。虞氏が体面を重んじて陽甲王に報告しなかったまでのこと」


　望乗は言った。蒲邑では屈邑陶邑で同じ事件が起こっていたとは知らず、単なる夜よ盗とうの仕業だと思ったらしい。


「ますますわからんな……」


　楓牙の背中に冷たいものが奔はしる。


　一夜にして、数千もの民たみを死に至らしめるなど、並の者の仕業ではない。いったいその正体は何なのか、そして何のために皆みな殺ごろしにするのか──。


　楓牙たちは領主の城の前で馬を下り、内城へと足を踏ふみ入れる。城には秘蔵の簡や財宝などが保管されている。それらを調べることで手がかりを得ようと楓牙は考えていた。


　おびただしい血痕が残る堂どう涂とを渡わたり、一つ一つの堂を丁てい寧ねいに探る。


　宝物庫の戸は固く閉められ、中が荒らされた様子はなかった。


「財宝が目的ではないか」


　次に楓牙たちは、竹簡や、陝邑の占術師が残した亀きつ甲こうを調べるために正堂へ向かった。


　中原の西せい端たんに位置する陝邑は、隣りん国ごくの周や召にも近い。西方の勢力が鬼方と手を結んだ可能性もあるからだ。


　手分けして、それらの竹簡や亀甲に刻まれた文を調べたところ、鬼方や周や召に関する重要な簡がいくつも残されたままになっていることがわかった。陝邑を襲おそったのがそれらの外とつ国であれば、絶対に隠いん滅めつしておくはずの簡である。


「鬼方や周、召とは無関係らしい」


　三国相手の大戦には発展せずに済みそうだと、安あん堵どの息を漏もらす兵もいたが、これでますます敵の目的がわからなくなった。


　楓牙はふと、堂のひさし柱に小さな傷を見つける。


「鏃やじりの跡だな。まだ新しい」


　楓牙は兵に松明たいまつを持って来させ、群ぐん青じよう色の薄うす闇やみが落ちる堂の周囲をくまなく調べる。


　兵たちの遺骸とともに武器も片付けられてしまったのだろうが、よく見ればあちこちに矢の刺ささった跡が残っていた。城の衛え士じが果か敢かんに敵と戦ったのだろう。


「敵は、少なくとも人の目に映るもの──。呪詛による病ではないということだな」


　楓牙は、鉞まさかりが落ちた跡のような床ゆかの傷を指でなぞる。


「楓牙様、どなたかの御ご遺い体たいを検分させていただけませんでしょうか？」


　累焰が言った。彼は地面に膝ひざをつき、血痕に手をかざしている。


「何か感じたのか？」


「いいえ。血ち溜だまりには、遺骸を食べに来た獣の気が満ちておりまするゆえ──」


　累焰は、じっと血痕の気配を探さぐる。


「みな土に葬られたと聞きますが、領主殿どのの御遺体ならば廟びように置かれているはずでございます」


　望乗は言った。亜職の者もみな亡なくなってしまったので、祭祀も行えず、困った里人が取りあえず廟に運び込んだのだという。


　真新しい墓口の戸を開け、松明を掲かかげて一同は寒々とした廟の奥へと進む。墓道は埋うめられもせず、殉葬者もいなかった。いずれ正しく祀まつってやらねばならないと、楓牙は陝邑の領主を哀あわれに思う。


　角材を井い桁げたに組んで作られた四角い墓室に、領主の棺ひつぎは無造作に置かれていた。


　楓牙は兵士たちに棺のふたを開けさせる。里人の心こころ遣づかいか、遺体には錦にしきの裼せき衣いがかぶせられていたが、それを剝はぐと、無む惨ざんにも大穴の開いた腹がむき出しになった。


　楓牙は遺体を注意深く観察したが、他ほかには外傷がない。


「獣に喰くわれたのか──？」


　楓牙は眉まゆをひそめた。腹にはこれだけの傷を負っているのに、顔や手足が無傷であることが、ひどく不自然な気がした。


　その間に、累焰は背に負った布包みから亀甲を取り出し、占術の準備をする。彼は、領主の腹の穴に布を入れ、血の塊かたまりをかき取ると亀甲に塗ぬりつけた。


「陽甲王の十五祀し、十一月、戊ぼ申しんの日に累焰が卜ぼくす。貞とう、陝邑の領主を殺あやめしものは誰ぞ──」


　累焰の詠えい唱しようを聞いて望乗は瞠どう目もくした。亀甲による占術は、吉きちか凶きよう、もしくは肯こうか否いなを占うもので、「誰か」というような曖あい昧まいな問いの答えは得られないはずなのだ。


　累焰は亀甲に穿うがった坑に、松明の火で焼いた青銅の細い棒を押しあてる。


　一同の目が注がれる中、亀甲が乾かわいた音を立ててひび割れた。


　累焰はしばらく亀甲のひびを注視していたが、やがて顔を上げる。


「楓牙様。災さい厄やくの正体は、妖にございます。それも、たった一いつ匹ぴきの──」
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『たった一匹で、一晩に数千人を殺す妖あやかし──？　さて、少なくとも我が眷けん族ぞくには、そのような無ぶ粋すいな真似まねをするものはおらぬぞ』


　人ひと形がたの汪おう李りは、鋤すきを振ふるう手を休めて首を傾かしげる。


「事は急を要する。私たちと一いつ緒しよに探ってもらえぬか」


　楓牙は言った。[image: ]り々りしい目の輝かがやきは失われていないが、二日続けての徹てつ夜やは、楓牙の頰ほおに薄うすい影を落としている。


　累焰の占術で、三つの邑を滅ほろぼしたのが一匹の妖だということはわかったが、何者かの呪じゆ術じゆつが関わっているのか、それ以上のことがどうしてもわからない。わかったとしても、人の手には余るだろう。そこで水すい妖よう化か蛇だ族の王──汪李の手を借りようと、昨夜、陝邑を発たったその足で、晄こうの畑を訪おとずれたのだった。


　まだ朝霜しもが溶とけぬ時刻、晄は汪李と二人で、せっせと積み肥まきに励はげんでいた。


　楓牙は「累焰に乗馬を教えてもらうがいい」と、晄を遠ざけ、汪李に助力を請こう。晄に聞かせるにはあまりに凄せい惨さんだったし、自分も一緒に討とう伐ばつに行くと言い出しかねないからだ。


『さて、どうしたものか。どこぞの邑で人死にが出ようと、殷が滅びようと、我にはどうでもよいことだが……』


　汪李は冗じよう談だんともつかない表情で、楽しそうに馬を駆かっている晄に目をやった。


『しかし、その妖がこの亳邑に来るのはちと面めん倒どうだ。せっかく我が苦労して畑を耕したというのに、豊かに実るところを晄に見せられないのは残念な気もするし。炎えん招しよう戈かに誓ちかった以上、晄がその妖に殺されるのを黙だまって見ていることはできぬ』


　非常に婉えん曲きよくな言い回しだが、晄と晄の畑がとっても大事、晄を絶対に守り抜ぬく──というのが汪李の本音なのだろう。


「以前、耿邑へ馬を買いに行った時、小化蛇を上流にやっただろう？　その小化蛇は戻もどって来たのか？」


『いや、まだだ。屈邑辺りで折り返したのであれば、もう戻っているはずだが、おそらくその先まで遡さかのぼったのであろう』


「お前、陝邑まで行くのに、どれくらいかかる？」


『空を行くのなら、二刻。黄河を泳いで行くとしたら四刻ほどかかるであろうか』


　何気なく答える汪李に楓牙は絶句した。夜を徹てつして馬を駆けさせた自分はいったい何だったのか。


「私と累焰と一緒に、陝邑まで行ってくれ」


『構わぬが、我が主あるじをどうやってごまかせばよいのだ？』


「そうだな、一いつ旦たん家に戻って舜しゆんにわけを話し、足止めしてもらうか……」


　楓牙と汪李がそんな会話をしていることなど、全く知らずに馬を駆けさせていた晄だったが、


「え？　なに──」


　妙みような胸むな騒さわぎと同時に、腰こしに佩はいた炎招戈が熱を帯びるのを感じて馬を止めた。


　晄は炎えん招しよう戈かを鞘さやから抜き、目の前に掲げる。玉のような乳白色の戈が、淡あわく明めい滅めつしていた。


「何これ。どうしちゃったんだろ。今までこんなことなかったのに」


　炎招戈の柄つかから、何か不安な感じが手に流れ込んでくる。晄は鞍くらから飛び降り、楓牙と汪李のもとへ駆け寄った。


「ねえ、楓牙。何かあった？　妖……人を喰う妖が出たの？」


　晄は明滅を続ける炎招戈から目を離はなさずに尋たずねた。


「なぜ、そう思うのだ？」


　楓牙は瞠目する。汪李は片眉を上げ、累焰も眉をひそめる。


「わからない。ただそう思うだけ。俺、行かなきゃならない。その妖に会わなきゃ──」


　目が吸い付いたように炎招戈から離はなれない。いわれのない不安が背筋から突つき上がり、逆に腹の底は熱くなってくる。


「炎招戈をお作りになった黄こう帝てい、もしくは河か伯はくが、何かを伝えようとしているのでございましょうか？」


　累焰は目を細めて炎招戈を見つめる。晄が炎招戈の使い手となったのは、晄を守護する河伯が炎招戈に力を注いだからだ。河伯の意思が炎招戈に反映されることは十分考えられる。


「人を喰う妖が出たんでしょ？　それで何千人もの人が死んじゃったんでしょ？」


　なぜこんなことを思うのかわからないが、自然と言葉が口をついて出る。晄は無む理り矢や理り炎招戈から視線を引きはがし、すがるように楓牙を見つめた。


　楓牙はしばらく唇くちびるを引き結んでいたが、


『話してやれ。隠かくしておいても意味がない』


　汪李に促うながされて、仕方なく楓牙は三つの邑が滅んだことを語った。


「しばらく汪李を借りたい。だがお前はここに残っているんだ」


「ううん。俺、一緒に行く。俺が行かないとだめな気がするんだ」


「しかし……」


『晄を連れて行く。妖が晄を喚よんでいるのか、もしくは炎招戈が妖を喚んでいるのかもしれん。ならば、我が晄のそばから離れるのはかえって危険だ』


　汪李がそう言った途と端たん、炎招戈の光が消えた。しかし晄の不安は収まらず、心臓の鼓こ動どうは激しく打ち続ける。


　晄は足を踏ふみしめ、炎招戈を握にぎり直した。妖に会わなければならないと、炎招戈が急せかしているような気がしてならなかった。








　化蛇に姿を変えて三人を背に乗せた汪李は、人目につかぬよう陝邑近くの終しゆう南なん山ざんの麓ふもとの森に降りた。


　地面に降り立つと、晄は炎招戈の柄に手をやる。炎招戈はひっそりと静まり熱さは感じられない。大だい蛇じやの背に乗って眼下の景色を見晴るかしているうちに、不安もだいぶ和やわらいでいた。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　晄は、青い顔で乱れた髪かみをかき上げている楓牙たちに声をかけた。


「正直、二日続けての徹夜にこの寒さはこたえるな」


　楓牙と累焰にとって、初めての空の旅は相当な苦行だったようだ。


「妖が晄を喚んでいる、もしくは炎招戈が妖を喚んでいると言っていたな。お前はどちらだったのだ？」


　人形に戻った汪李とともに、陝邑に向かって歩きながら楓牙は尋ねた。


『我が晄を喚んだのだろう。我は、呪じゆ詛そをかけられて苦しんでいた時、無意識に誰だれかに助けを求めた。それに応こたえたのは晄だ。晄は、なぜか妖の声を聴きく。人ではあるが、妖に近い何かを持っているのかもしれん』


「妖に近い何か？」


『それが何かとは、答えられぬが……』


　楓牙たちの後ろを歩いていた累焰は、彼らの会話を聞いて、晄の背中に視線を移した。


　累焰はわずかに目を細めて、晄の後ろ姿を眺ながめる。晄には常人には視みえない光がまとわりついていた。清と濁だくが入り混じった不思議な色合いの光だ。


（晄殿どのが、普ふ通つうの者にはない力を持っているのはこの光ゆえと存じまするが、この光、何に由来するものでございましょうか──？）


　王族や優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しの中には、晄のように淡い光をまとっている者がいる。それぞれを守護する天てん帝ていや自然神の力が光という形で累焰の目に映るのだが、晄のように清と濁とが入り混じっている光というのは視たことがない。


（もしや此こ度たびの妖は、この光を感じて晄殿を喚んでいるのでは……）


　累焰は妙な予感に不安を募つのらせていた。


　晄たちは、陝邑の外城の門をくぐる。人の住まない街は不気味な静けさに覆おおわれていた。


「ここの人たちがみんな死んじゃったんだね……」


　炎招戈が光った時に感じた不安が蘇よみがえり、動どう悸きがしてくる。


「晄殿、妖の声が聴こえますか？」


　累焰に尋ねられ、晄は耳を澄すます。しかし、鼠ねずみらしき足音と鳥の声しか聞こえてこない。


「ううん。今は何も聴こえないよ」


「汪李殿は？」


『我にも何も。ただ、匂においが残っている。懐なつかしい──、これは黄河上流、まだ黄土高原を下る以前の、清流の匂いだ』


　汪李は辺りの気配を窺うかがうように、ゆっくりと首こうべを巡めぐらした。


「黄土高原よりさらに上流？　妖はいったいどこからやって来たのだ？」


　楓牙は訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。


『我の眷けん族ぞくは、それを探さぐりにいったのだろう。戻って来るまでにはもうしばらくかかるかもしれん』


　晄は耳を澄まし、汪李は水の匂いを嗅かぎながら、陝邑の城下を歩き回ったが、妖の気配は感じられなかった。


「すでにこの辺りにはいないのかもしれないな。別の邑を襲おそいに行ったのでなければよいが」


　楓牙は苛いら立だたしげに唇を嚙かむ。


「これが光った時、陝邑へ行って妖に会わなきゃって思ったんだけど……」


　晄は炎招戈に触ふれる。炎招戈はひっそりと黙っていたが、晄の心臓はまた大きく打ち始めた。


　城下を出て、晄たちは終南山へ戻る。陝邑の城下には人がいないが、城外の里では畑仕事に出ている者もいるので、汪李が飛ぶ姿を見られてしまうかもしれないからだ。


「そう言えば、俺、何となく人食いの妖だって思ったけど、喰くう以上に殺してるよね」


　森の中を進みながら、晄はふと思う。


「何のために、あんなにたくさんの人を殺したんだろう」


『妖あやかしの中には、希まれではあるが、殺すことそのものに喜びを覚える者もいる。そこは人も同じだろう？』


　汪李の声には微かすかな嘲あざけりが含ふくまれていた。


「じゃ、今までどこで何してたんだろ。急に人を殺すことが面おも白しろくなったとか……」


　考えただけで、晄の全身に鳥とり肌はだが立ってくる。


「汪李が喚べば来るかな。で、妖の言い分を聞いたり、説得したりしてみるとか」


『やってみるのは構わんが──。あまり期待はできぬぞ。棲すむ場所や種族が違ちがえば、我には従わぬ。そこも人と同じだ。場合によっては戦うことになるやもしれん』


「それは避さけたい……」


　雷らい雨うと洪こう水ずいを招く化蛇族の王と、一夜で千人を殺す妖が戦ったら、殷いんが滅ほろびてしまう。


「炎えん招しよう戈かは、俺に何をさせたかったんだろう……」


　晄が腰の炎招戈に手をやった、その時──。


『伏ふせろ！』


　汪李が晄に覆い被かぶさり、地面に倒たおれるようにして伏せる。


　その刹せつ那な、ザッ──と、頭上を黒い影かげがもの凄すごい勢いで通過した。


　晄の全身を悪お寒かんが奔はしり抜ぬけた。


（何、今の……？）


　背中が粟あわ立だち、体が強こわばって震ふるえが止まらなかった。しばらくして、おそるおそる顔を上げると、楓牙や累焰も身を伏せ、辺りの気配を窺っている。


「何か、通ったな」


「速すぎて見えませなんだ」


　楓牙は半ば身を起こし、剣けんの柄つかに手をかけて周囲に目を配る。


「全く気配を感じなかった。汪李に言われて反射的に身を伏せたが──」


『我も直前までわからなかった。黄河上流の、黄土の混じる前の水の匂いがするまでは』


　汪李の表情はひどく険しかった。


『もうしない。行ったな──』


　首だけを上げて汪李は遠くを見つめる。


『晄、怪け我がはないか？』


　汪李は晄の上から退のいた。


「うん。大丈夫、ありがと……」


　晄は立ち上がろうとしたが、膝ひざがガクガクしてうまく立てない。汪李が手を伸のばし、晄はそれにすがるようにしてようやく立った。


「顔が青いぞ」


　楓牙は晄の衣ころもについた落ち葉を払はらう。


「……怖こわかったんだ」


　黒い影が頭の上を通り過ぎた時、それの声というよりは、思いが伝わってきた。凄すさまじいほど強い思いだった。


「あいつ、もの凄く腹を減らしてた……。喰う……そのことしか考えられないくらい」








　晄の畑に戻もどったのは、夕日が西の地平にかかる時刻だった。


「落ち着いたか？」


　楓牙は、大蛇の背から下りる晄へ両手を差し伸べて支える。


「うん。もう大丈夫」


　晄は軽い笑えみを浮うかべた。汪李の背に乗って飛んでいるうちに少しずつ恐きよう怖ふが薄うすれ、畑へ帰り着いた今では、恐おそろしさよりも空腹感の方が勝っている。


「家まで送って行こう」


「自分で帰れるよ。汪李もいるし。楓牙、忙いそがしいでしょ。二日も寝ねてないんだったら、急いで仕事を片付けて、早く寝なきゃ」


　晄は、心配そうな楓牙に早く城へ戻るように勧すすめる。陝邑について行ったはいいものの、何の役にも立たずに、ただ心配をかけただけなのだ。これ以上の手数はかけられない。


　馬に乗って城へ戻る楓牙と累焰を見送ると、晄も馬車に乗って家路につく。日が沈しずみかけているとはいえ、汪李の銀ぎん髪ぱつは目立つため、小蛇姿になって晄の腕うでに巻きついた。


「陝邑の人たちを殺した妖と、あの腹を減らした妖は違うやつなのかな。あんなに大勢の人を殺したのに、まだ腹を減らしてるなんて変だ」


『いや、陝邑に残っていた匂いと、同じ匂いをあいつは放っていた』


「そっか……。どっちも累焰の占術に現れなかったもんね」


　あの森の中で、累焰は襲って来た妖の正体を占うらなったのだが、何も占みえなかったのだ。彼ほどの占術師に占えない妖が、そう何頭もいるはずがない。


「腹が減ってた。だから殺した。でもまだ腹を減らしてる……何でだろ？」


『喰う──という思いを晄が感じたということは、あやつは人を喰うつもりで襲ったのだろうな。だが、何もせずにあやつは逃にげた』


「汪李がいたからかな。敵かなわないと知って、諦あきらめたとか？」


『それならよいのだが──』


　蒼あおい夕ゆう闇やみが落ちる丘おかの上の道を、晄は馬車を走らせる。


　家の灯あかりが見えてきた時、


『誰だれかあそこで寝ているぞ』


　汪李が晄の腕からほどけて、丘の下をのぞき込んだ。丘の下は黄河の岸だ。汪李の視線を追って河岸に目をやると、うつぶせに横たわっている男の影が見えた。胸から上は岸に乗り上げていたが、下半身は河に浸つかっている。


「大変だ！　寝てるんじゃなくて、あれは倒れてるんだよ！」


　晄は馬を止め、車しや架かから飛び降りた。丘を駆かけ下り、男のもとへ走る。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　声をかけたが、男は微び動どうだにしなかった。


「もしかして、死んでる？」


　茫ぼう々ぼうと広がった髪かみも、衣もぐっしょりと濡ぬれて、黄土がこびりついている。外傷がないところを見ると、溺おぼれて流れ着いたのかもしれない。


　晄は男の傍かたわらに膝をつき、肩かたをつついてみた。岸に投げ出された男の手がピクリと動く。


「生きてる！」


　晄は慌あわてて男の脇わきに手を差し入れ、水から上げようと引っ張った。このまま真冬の黄河に浸かっていたら、数刻もしないうちに凍こごえ死しんでしまう。


『手伝おう』


　汪李が人ひと形がたに変化した。男の襟えり首くびを持ち、水から引き上げるとゴロリと仰あお向むけに寝かせる。


　黒い戦士──。


　晄は男にそんな印象を抱いだいた。


　長い蓬ほう髪はつは、闇やみのように深い黒だった。肌はだの色も浅黒く、普ふ通つうに日に焼けた以上に濃こい色をしていた。額は高く頰ほお骨ぼねが低く、高い鼻び梁りようと狭せまい小鼻は、中原の民たみとは異なるような気もするが、身につけている衣は、殷の庶しよ人じんが着る麻あさの布ほ衣いだ。


　戦士だと思ったのは、衣の上からでもわかるほど、鍛きたえられた筋肉に包まれた体たい軀くだったからである。


　歳は兄の舜や累焰よりも上に見えた。二十代半ばぐらいだろうか。ひどく瘦やせていて、頰ほおがこけ、目が落ちくぼんでいるためにそう見えるが、実際にはもう少し若いのかもしれない。


「大丈夫ですか？　目を覚まして」


　晄は男の頰をピタピタと叩たたいた。凍えている人間は、眠ねむらせてはいけないと兄から聞いたような気がしたからだ。


『起こせばよいのか？』


　汪李は男を横向きにすると、ドンと背中を蹴け飛とばした。


「ちょ、そんな乱暴な……」


　晄は慌てたが、同時に男の口から黄おう褐かつ色しよくの黄河の水が大量に吐はき出された。激しく咳せき込み、喉のどが笛のように鳴る。


　咳せきが治まると、荒あらい息をつきながら男は薄く目を開けた。


　漆しつ黒こくの、闇をそのまま溶とかし込んだような瞳ひとみだった。その目が晄をとらえる。


　──帰りたい。


　晄には、彼がそう呟つぶやいたような気がした。
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三　無の中の声







「俺は晄」


「晄……」


　男は繰くり返した。


「君の名前は何て言うんだろうね」


　囲い炉ろ裏り端ばたに端たん座ざする男の前に座り、晄は男の瞳をのぞき込む。しかし、その瞳の奥は星のない夜のように真っ暗で、何も映さない。


「困ったねー」


　晄は吐と息いきをついた。


　昨夜、晄は男を家に連れ帰り、湯で温めたり肌をこすったりして正気づかせた後、色々尋たずねてみた。しかし、彼は今と同じようにぼんやりしていて、何も答えなかった。それどころか、身の回りのことすら、満足に自分ではできなかったのだ。


『溺れて息が止まったせいで、うつけになったか』


　小こ蛇へび姿の汪李は、男の周囲をパタパタ飛び回ったが、彼は翼つばさのある蛇を見てもさして驚おどろきもせず、不思議そうに汪李を目で追う。


「莉姉もいるし、うちには置いておけないんだけど……」


　何しろ、莉由の第一声は、「何で、男なんか拾って来るのよ!!」だったのだ。


　そうは言っても、死にかけてる彼を追い出したりはせず、莉由は湯を沸わかしたり、粥かゆを炊たいたりして、晄と舜が男を介かい抱ほうするのを後方支し援えんした。


「普通に食事ができるようになるまでは、他所よそへやれないもんね」


　晄は、鼎かなえから簞たんという竹の椀わんに薄うす粥がゆをよそい、男に持たせる。


「それは簞。こっちは匕さじ。すくって食べるんだよ」


　晄は食べる真似まねをして見せた。彼は食事の仕方も忘れたらしく、昨夜は晄が食べさせたのだ。男は不器用な手つきで粥をすくって口に含ふくむ。


『本当に魔ま法ほうの鼎だったとはな』


　黄河の水を大量に飲んだせいか、男はまだまともに食事が摂とれない。昨夜、男は出された食事に一いつ切さい手をつけず、無理に食べさせたら吐いてしまった。しかし、この鼎で調理した粥だけは、何とか腹に収まったのである。


「やだなあ、汪李、疑ってたの」


　この鼎は、亡なき父が作った呪具で、これで作った物を食べれば病が癒いえ、常にこれで調理した物を食べていれば病気にもかからない。


　五年前、晄は、蜚ひという虫の妖がもたらす疫えき病びようにかかったが、この鼎で煮にた薬湯で命を取り留めたのだ。父母は薬湯の材料が揃そろう前に、亡くなってしまったが──。


「さてと、朝ご飯が済んだら、水みず汲くみに行くんだけど……」


　晄が立ち上がろうとすると、浅黒く骨張った手が、晄の腕をつかんだ。黒い瞳がすがるように晄を見つめる。


「わかってるよ。大丈夫、君も連れて行くから」


　晄は苦く笑しようした。


　昨夜から、男はずっとこんな調子で、晄から片時も離はなれようとしないのだ。


『黄こう泉せんの路みちを引き返して、最初に見たのが晄の顔だったからか？　鳥の雛ひなでもあるまいに』


　汪李は憮ぶ然ぜんとして言ったが、意外にそれが真実かもしれない。この男なりに、晄に命を助けられたことを理解したのだろう。


「外へ出るんじゃ、寝ね間ま着きのままってわけにはいかないね。着き替がえようか」


　晄は男を手招き、舜の部屋へ行って櫃ひつから兄の衣類を出す。


「これは布衣、これは帯。こうやって着る。次は顔を洗いに行くよ」


　彼には、言葉と一いつ緒しよに身の回りのことを教えなくてはならないが、晄はそれがそんなに嫌いやではなかった。末っ子で面めん倒どうを見られてばかりだったせいか、誰かの世話をするのは結構楽しい。


『すっかり兄貴気取りだな。いや、子育てをする父親の気分か？　でかすぎて可愛かわいげのない子どもだが』


　小蛇姿の汪李はぼやきながら、晄の後ろをパタパタ飛んでついて行く。


「井い戸どへ水を汲みに行くのが、俺の朝の仕事なんだ」


　晄たちが表へ出ると、莉由が洗せん濯たく物ものを干していた。


「あら、晄ちゃんお早う。行き倒だおれさんも元気そうね」


「莉姉、行き倒れさんはあんまりじゃない」


「でも、取りあえず呼び名がないと不便だわ。そうねぇ、肌が黒いから黒こく、それとも身体からだばかり大きくても中身が空ろだから殻かくとか」


　莉由は人差し指を顎あごに当てて首を傾かしげる。その表情は結構真しん剣けんだ。


「空ろ……そうだね、也や空くうがいいかも」


　彼の気持ちを推し量ろうとして、晄は昨夜から何度も彼の瞳をのぞき込んだが、何も記き憶おくしていない心は、空うつろな闇が広がるばかりだったことを思い起こす。


「君が名前を思い出すまで、君のことを也空と呼ぶことにしよう」


「也空？」


　男は自分を指差す。


「そうだよ、也空。この小蛇は汪李」


『小蛇ではない。化蛇だと教えろ』


　汪李はパタパタと羽ばたいて、くるりと晄の腕うでに巻きつき、『フン』とそっぽを向く。もともと愛あい想そはよくないが、也空に対して特に素っ気ないのはなぜだろう。


「さ、也空。水汲みに行こう」


　晄は陶とう罐かんを持って、也空と丘おかを下る。眼下の黄河は豊かな水を蕩とう蕩とうと流し、見上げれば空は抜ぬけるように青い。


「いい天気。何だか、昨日のことが噓うそみたいだ。あの恐おそろしい妖が、この亳邑にもやって来るかもしれないなんて、うっかりすると忘れちゃいそう」


　穏おだやかな河と空を見ていると、危機感が薄うすらいでしまう。


「昨日、君はあの辺で倒たおれてたんだよ。憶おぼえてる？」


　晄は少し下流の河岸を指差した。しかし、也空は怪け訝げんな顔で首を傾げている。


「無理もないか。半分死んでたもんね」


　丘を下りた也空は、水際まで歩くと膝ひざをついた。鼻を近づけて水の匂においを嗅かぎ、もの凄すごく嫌な顔かおをする。


『この水をしこたま飲んだことは憶おぼえておるのだな』


「もしかして、喉が渇かわいてる？　黄河の水は黄土が混じってて飲めないよ。だからわざわざ井戸まで水を汲みに行くんだ。おいで」


　井戸は、丘下の集落の外れにある。普ふ段だんは、洗せん濯たくをするおばさんたちが、井い戸ど端ばた会かい議ぎに花はなを咲さかせ、その周りを幼い子がチョロチョロしているのだが、出歩かないようにというふれが回ったためだろうか、今朝は誰だれもいない。


「俺たちも水を汲んだら、さっさと戻もどらなきゃ」


　晄は罐を地面に置くと、紐ひものついた桶おけを井戸に投げ入れ、水を汲む。


　ふと、晄の首筋がザワリとそそけ立った。驚いてふり返ると、也空がじっとこちらを見ている。妙みように怖こわい顔だった。左ひだり腕うでに巻きついていた汪李が、ゆるりとほどけて身構える。


「也空……？」


　彼はしばらく鋭するどい目つきで晄を見つめていたが、やがて苦しげに顔を歪ゆがめた。そして、晄から桶をむしり取ると、その中に顔を突つっ込んだ。


「びっくりした。そんなに水が飲みたかったの」


『水ぐらいで殺気を放つな。馬ば鹿か者もの』


　夢中で水を貪むさぼる也空を、晄と汪李は呆ぼう然ぜんと見守る。


　しかし、也空の腹は井戸の水を受けつけなかった。桶を取り落とし、激しく嘔おう吐とする。


「大だい丈じよう夫ぶ？　まだお腹なかが疲つかれてるのかな」


　也空の体は、本当はまだ飲んだり食べたりできる状態ではないのだろう。


「この水を魔法の鼎で沸かしてあげる。そうすればきっと飲めるよ」


　晄は「よしよし」と也空をなだめ、桶を拾うと水汲みを再開した。


　罐が一いつ杯ぱいになると、也空はそれを軽々と肩かたに担かつぎ上げた。


「力持ちだねー。助かるよ」


　水を入れた陶罐を運ぶのは一苦労なのだ。


　晄の体重とさほど変わらない陶罐を担いで、也空はすたすたと丘を登っていく。


『この男、記憶を失う前は何をしていた？』


　その後ろ姿を追いながら、汪李は硬かたい声で呟つぶやいた。








「いいこと。あたしの許可なしに、五尺より近くに来ないでよ。そしたら、御ご飯はんぐらいは作ってあげるわ。でも、働かざる者食うべからず。家事の手伝いぐらいはしてもらうわよ」


　それが、也空を家に置いておくにあたり、莉由が出した条件だった。


　三日が経たち、也空の言葉はだいぶ増え、着替えや洗面など、身の回りのことも何とか自分でできるようになっていた。


　貧びん乏ぼうな一家としては、成人男性を養う余よ裕ゆうはなく、里さと長おさのところにでも預けたかったのだが、也空はどういうわけか未いまだに魔法の鼎かなえで調理したもの以外は喉のどを通らず、水もその鼎で一度沸かしたものでなければ飲めなかったのだ。


「まだ、体調が万ばん全ぜんじゃないってことでしょうかねぇ。でも、大切なお父さんの形見の鼎ですから、鼎ごと里子に出すわけにもいかないし──」


　舜はほんわりと笑ったが、内心は困っているらしい。


「莉由、御飯。也空、お腹なか空いた」


　しかし彼は、自分の置かれた状じよう況きようを全く理解していないらしく、ニコニコしている。


「はいはい、わかったわよ。御飯の支し度たくするから、あんたは洗濯して水汲みに行って」


「晄、行こう」


　也空は晄の手を引いて、いそいそと外へ出る。


『赤子から、幼児ぐらいには成長したが、それはそれでうっとうしいことだ』


　也空は片時も晄のそばを離れない。それが汪李の癇かんに障さわるのだが、はっきりと口に出せるほど汪李は素す直なおではなかった。


　盥たらいに灰汁あくを入れて洗濯物を放り込み、晄と也空で踏ふみ洗いしていると、馬の蹄ひづめの音が近づいてきた。楓牙と累焰である。


「こんな朝早くに、どうしたの？」


　晄は盥から出て履くつを引っかけ、二人を出で迎むかえる。


「領内の船着き場や街かい道どうで、何か妖あやかしに関する噂うわさはないか聞いて回っている途と中ちゆうなのだ」


　楓牙は馬から下り、手た綱づなを杭くいに結ぶ。


「心配していた。何も変わったことはなかったか？」


「汪李もいるし、うちは大丈夫。一応、寝ねるときは戸と締じまりを厳重にしてるけどね」


「彼は？」


　楓牙は也空に目をやった。也空は、洗濯物を踏み続けながら不思議そうにこちらを見ている。


「楓牙たちと陝邑へ行った日、あの後、河岸で倒れてたのを見つけて連れて来たんだ」


　晄は、男を見つけた時の様子や、彼が記憶を失っていることなどを語った。


「莉由が、よく承知したな……」


　楓牙は複雑な表情だ。


「いくら男嫌ぎらいでも、莉姉は瀕ひん死しの行き倒れを追い出したりしないよ」


　晄は笑った。


「まさか、あの男が洗っているのは、莉由の肌はだ着ぎではないだろうな」


「違ちがう違う。莉姉は赤の他人の男に自分の着る物を触さわらせたりしないよ。その程度には男嫌い」


「ならいい……」


　楓牙はホッと吐と息いきをついたが、晄の腕に巻きついている小こ蛇へびが、


『だが、莉由の肌着が風で飛ばされて屋根に引っかかると、我が取りに行かされる』


　と、打ち明けると「何!?」と目を剝むいた。


　そこへ、莉由が野菜を抱かかえて外に出てきた。


「あら、蹄の音がしたとは思いましたが、王子でしたの」


　莉由は「お早うございます」と、型通りの挨あい拶さつをすると、さっさと踵きびすを返し、也空の横で野菜を洗い始めた。


「也空ってば、もうちょっと丁てい寧ねいにすすいでちょうだい。ああ、そんなに力一いつ杯ぱい絞しぼったら、破けるでしょうに。あんたは半はん端ぱじゃない馬ば鹿か力ぢからなんだから」


　真冬の朝、一いつ生しよう懸けん命めい洗せん濯たくしている男に対して、何とも情なさけ容よう赦しやのない態度だが、


（かけられる言葉の数が、私よりも遥はるかに多い……）


　何となく妬ねたましく思う楓牙だった。


「莉由、葉っぱ。頭に葉っぱ。蓑みの虫むしついてる」


　也空は莉由の頭を指差し、


「キャー、取って取って」


　両手に洗った野菜を抱えている莉由は、也空の方に頭を差し出す。


「五尺より近い。……御飯は？」


「あたしの許可がある時はいいの！　早く取って！」


　莉由の頭頂には枯かれた葉が髪かみに絡からまっていた。也空は片手で、莉由の結ゆい髪がみが乱れないようにそっと押さえ、もう片方の指で葉をつまむ。


「まだ取れないの!?」


「髪が蓑虫に巻きついて……」


　莉由の目は吊つり上がり、也空は尻しり込ごみしているのだが、


（何だか楽しそうだ……）


　楓牙には男女の睦むつみ合う姿に映る。


「取った、蓑虫。御飯は？」


「あたしにいちいち見せなくていいから。御飯はちゃんと作ったげるわよ。さ、お洗濯物干したら、水みず汲くみに行って来て」


　その会話を聞いて、「莉由の作る朝あさ餉げか……」と、楓牙はうらやましげに呟いた。


「楓牙、御飯まだなの？　うちで食べてく？」


「う、うむ。だが、莉由が何と言うか……」


「ここは、わたくしにお任せください」


　それまで影かげのようにひっそりと控ひかえていた累焰がずいと前へ出た。彼は、馬につけていた四角い布包みを外すと、おもむろに莉由に歩み寄る。


「莉由殿どの。大変なお手数をかけて申し訳ございませぬが、これを料理して楓牙様に食べさせていただけませぬか」


「いきなり、なん……」


　目を瞬またたかせる莉由の言葉を遮さえぎり、


「これは、遥か南方で作られている米という大変希少で高価で美味な穀物でございまする。今朝早く、わたくしが占術をいたしましたところ、この米を亳邑城の東に住む年の頃ころは十八、名前に〈り〉のつく娘むすめに炊たかせて、楓牙様が食すれば、亳邑は末永く栄さかえるであろうという卦けが出たのでございます。わたくしが知っているそのような娘は、莉由殿以外にはいらっしゃいませぬ。なにとぞ、亳邑のためにお聞き届けくださいませ。いえなに、楓牙様だけに召めし上がっていただくつもりはございません。もちろん莉由殿や舜殿、晄殿にも味を確かめていただきとう存じまする。お礼と言っては何でございまするが、酢す漬づけの野菜や肉、煮に鮑あわび、蜜みつなどを持参して参りました。どうか御ご笑しよう納のうくださりませ」


　一気にまくしたてると、恭うやうやしく捧ささげる。


「まあ、そうなの。だったらお料理させていただくわ」


　莉由は笑え顔がおで布包みを受け取った。居い候そうろうの出現で、一家の台所は火の車である。亳邑の繁はん栄えいのためというより、高価で美味な穀物や肉、鮑という辺りに心を動かされたのかもしれない。


　莉由が布包みを持っていそいそと家に入ると、


「何をいい加減なことを──。米も肉もみな、さっき立ち寄った船着き場や商家で、たまたまもらったものではないか」


　楓牙は小声で言った。


「たまには、莉由殿に歓かん迎げいされるのもよろしゅうございましょう？」


　累焰はニッコリと笑った。





　確かに莉由は、立派な青銅の簋きに料理を盛りつけ、いつになくいい笑顔を見せた。


「美味おいしい。お米って甘いのねえ。これで亳邑の繁栄が約束されるなら、あたし毎日でも王子のためにお料理するわ」


「そ、そうか？」


　多少のうしろめたさを感じているのか、楓牙は困ったような笑顔で応じた。


「鮑も肉も美味しい。こんな御ご馳ち走そう、初めて食べたかも」


　晄も舌した鼓つづみを打ち、累焰の方便に感謝する。


「僕も仕し事ごと柄がら、いろんな呪まじないに触ふれる機会がありますが、お米を食べて亳邑が栄えるなんてのは初耳ですよ。うちに、〈り〉のつく十八の娘がいて、ほんと幸運でした。累焰様ありがとうございます」


　舜は、ほんわりと笑う。何もかも知っていてわざと言っているのだ。


　話を逸そらそうと意図したのかどうかわからないが、楓牙の目が也空に向く。


「しかし、珍めずらしい肌はだの色だな。漁師でもここまで黒くはなるまい」


「どこか遠い国から来た兵士かなって思ってるんだけど。瘦やせてるけど、もの凄すごく鍛きたえた感じの体つきだし」


「手を見せてみろ」


　楓牙は席を立ち、也空の傍かたわらに膝ひざをつくと、彼の左右の手の平に触れた。


「いや、兵士ではないな。剣けんや戈ほこ、弓などの武器を使った痕あとがない」


「今まで、どこで何してたんだろう。もしも家族とかいるなら、家に帰してあげたいし──」


　晄は、也空の異国風の相そう貌ぼうや精せい悍かんな体つきをしみじみと眺ながめる。しかし、也空は幼い子のようなあどけない表情で晄を見つめ返し、首を振ふった。


「也空は帰らない。晄が好き。莉由も好き。鼎かなえの御ご飯はん、美味しい」


「おや、僕は？」


「舜……わからない」


　家族のために働いているのに、昼間いないので子どもに懐なついてもらえない父の典型である。


　可笑おかしそうに笑う晄と莉由を見て、楓牙はむっとする。


「累焰、占うらなってやれ。也空を一日でも早く故郷に帰してやろう」


「あいにくと占術の道具を持って参りませんでしたので、城へ戻もどったらでよろしければ」


　生き真面目まじめな占術師は表情も変えずにうなずいた。


「占術？」


　也空が傍らの晄に尋たずねる。


「亀かめの甲こう羅らを焼いて、ひび割れの様子を見て、これからのことを知る術だよ。累焰は、貞てい人じんになれるぐらいすごい占術師なんだ」


「亀、なに？」


「鎧よろいみたいな硬かたい甲羅を背中に背負っている生き物だよ」


　身み振ぶり手て振ぶりで、晄は亀の説明をする。


「汪李の背中、甲羅？」


　也空は、晄の左ひだり腕うでに絡まっている小蛇の背中をコツコツと指で叩たたいた。


『これは鱗うろこだ。馬ば鹿か者もの』


　汪李は鎌かま首くびをもたげて、小さな牙きばをカッと剝むいた。その目がふと外へ向く。不ふ穏おんな気配でも感じたのか、汪李は険しい目で戸の隙すき間まから庭を見つめた。


「どうしたの？」


『庭に誰だれかいた。もう行ったが──』


　汪李は、耿邑の馬市でもよく似た気配を感じたことを思い出していた。





「完かん璧ぺきに気配を消したつもりだったが、さすがは化蛇。侮あなどれぬわ」


　男は丘おかの上の馬車道を急ぎ足で歩く。生き成なりの布ほ衣いに熊くまの裘かわごろもという庶人の身なりだが、胸むな板いたは厚く、鍛たん錬れんを積んだ兵士のような体たい軀くをしている。彼は右の眼球がなく、落ちくぼんだ眼がん窩かに弛たるんだ皮ひ膚ふが覆おおい被かぶさっていた。


「しかし、あの黒い男──。城から使わされた衛え士じかと思って見張っておったが、ただのうつけではないか」


　男は唇くちびるの端はしをつり上げ、剣けん呑のんな笑みを浮うかべた。


「化か蛇だが本ほん性しようさえ現さねば恐おそれることはない。あの方の指示を待つまでもなく、この手で──」
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「也空、すごい！　君ってもしかして、もとは漁師だったんじゃない!?」


　次々と素す手でで鯉こいや鮒ふなを捕つかまえる也空に、晄は歓かん声せいを上げた。


　也空が晄の家に来てから十日目のことである。妖あやかしの襲しゆう来らいを防ぐために造られていた濠ほりが完成したという知らせが届き、晄は、汪李と也空を伴ともなって久しぶりに畑に赴おもむいた。畑の西の外れは雑木林に接し、境には小さな川が流れているのだが、その川に魚がいることに気づいた也空が、畑仕事を放ほう棄きして魚を捕とり始めたのである。


　也空は非常に楽しそうだった。冷たい小川に膝まで浸つかり、川底の岩を退どけてはあたふたと逃にげる魚をはっしとつかむ。その素早さは驚きよう嘆たんものだ。


「晄と汪李もやる？」


　也空は誘さそったが、


「俺、水の中入るのはちょっと……」


　水が怖こわい晄は、ぶんぶんと頭かぶりを振り、汪李は『水すい妖ようの我がそんな卑いやしい真似まねができるか』と怒おこった。


「もういいよ。食べる以上に捕るのはよくない」


　弁当を入れてきた竹の籠かごが魚で一いつ杯ぱいになったところで、晄は也空に声をかける。


「もっとやりたかった」


　渋しぶ々しぶ、川から上がった也空は、ふと顔を上げ、「誰か来る──」と耳をそばだてた。


『四人、いや五人か』


　汪李は、晄と也空を背にして雑木林の方を見つめる。


「え？　誰か来るなら、汪李、腕うで輪わに──」


　晄が言い終わらないうちに、ザッと梢こずえが鳴った。気がつくと、晄は五人の男たちに囲まれていた。


　晄の全身の鳥とり肌はだが立った。


　男たちは青銅の冑かぶとをかぶり、上半身だけを覆う皮ひ甲こうを着けていた。それぞれ剣や矛ほこ、鉞まさかりを構え、白銀の髪かみと黄金こがね色の瞳ひとみの汪李に対しても動じず、晄にもわかるほど鋭するどい殺気を放っている。


『我を化蛇だと知っているようだな。どういうつもりだ』


　汪李は言った。


「化蛇に用はない。用事があるのはその小こ童わつぱの方だ」


　鉞を持った男が言った。背は低いが胸板は厚く、右目のない男だった。


『人ひと形がたの化蛇など恐れるに足たりぬと思ったか。舐なめられたものだ』


　汪李は忌いま々いましげに呟つぶやく。


（何で……？）


　こんなことは初めてだった。なぜ自分が襲おそわれるのだろう。炎招戈の使い手だからか。化蛇族の王、汪李の見張り役だからか──。


　晄は震ふるえる手で炎えん招しよう戈かを抜ぬき、楓牙に教わった通りに構えた。ガクガクと力が抜けそうになる足を踏ふん張る。


「行け！」


　隻せき眼がんの男が鉞を振り上げて声を発すると同時に、五人は一いつ斉せいに地を蹴けった。


　晄には、誰がどんな動きをしているのか全く見み極きわめられなかった。気づいた時には、振り下ろされる鉞が視界に入っていた。


「ひ……」


　目を閉じることもできず、晄は小さな悲鳴を上げる。


　その鉞が、突とつ如じよ中空で停止した。


「え──？」


　いつの間にか、也空が晄と隻眼の男との間に入り、鉞の柄つかをつかんでいた。


　バキッと、乾かわいた音を立てて柄が砕くだけた。木製とは言え、簡単に折れるような代しろ物ものではない。それを也空は片手で握にぎり締しめ、破は壊かいしたのである。


　五人の刺し客かくたちの動きが止まった。恐れるは化蛇一いつ匹ぴきだと思っていた彼らは、それまで標的の傍かたわらに突つっ立っていた青年を眼中に入れていなかった。しかし今、彼が凄すさまじい膂りよ力りよくの持ち主だと知り、愕がく然ぜんと目を瞠みはる。


「也空……？」


　晄も汪李も刺客たち以上に驚おどろいていた。


　也空は手の平の破は片へんを振り捨て、深い闇やみのような目で、鉞を持っていた隻眼の男を睨ねめる。


　男は半分になった鉞の柄を放ほうり出し、後あと退ずさった。


　いきなり也空は跳ちよう躍やくした。信じられない脚きやく力りよくだった。彼はまるで、空を翔かけるがごとく跳はね上がり、隻眼の男の頭を蹴り飛ばす。メキッと身の毛もよだつような音を立てて、男の顔が背中を向いた。


　その先、也空が刺客たちに何をしたのか、晄にはよくわからない。彼の動きがあまりにも速すぎたのだ。黒い影かげが次々と刺客たちの間を奔はしり抜け、その度たびに男たちの短い悲鳴が上がる。


　気づいた時には、五人の刺客がすべて、血ち溜だまりの上に伏ふしていた。ある者は首がちぎれかかり、またある者は脇わき腹ばらが裂さけていた。みな一様に、苦く悶もんの表情を貼はり付けたまま微び動どうだにしない。


『馬鹿者めが──』


　汪李が小さく舌打ちをする。


　晄は呆ぼう然ぜんとこの惨さん状じようを見つめる。也空の黒い肌はだは、返り血を浴びて真っ赤に濡ぬれていた。彼らが死んでいると──也空が殺したのだと、晄が理解するまでにはしばらく時間がかかった。


　ふと、也空は手の甲についた返り血に目を落とす。漆しつ黒こくの瞳に妖あやしい光が点ともる。彼は舌先でそれを舐め取った。


　闇色の獣けものが、殺した餌えさの血を舐めている──そんな光景を連想し、晄は総毛だった。


「まず……」


　也空は顔をしかめ、「鼎かなえの御ご飯はんの方が美味おいしい」と手についた血を振ふり払はらった。


　晄はしばらく口もきけなかった。


　地面に横たわる五つの屍しかばねが、何かの冗じよう談だんのように思えた。


　也空が、並外れた膂力を持っていることは知っていた。もとは兵士だったのではないかと思ったこともある。しかし、この桁けた外はずれの戦せん闘とう能力はどういうことなのか。


　それ以上に晄は、也空が何の躊ちゆう躇ちよもなく人を殺したことに衝しよう撃げきを受けていた。


「……何で、殺したの……？」


　かろうじて、声を絞しぼり出す。


「襲ってきたから」


　全く邪じや気きもなく也空は答えた。


「人を殺したらだめだ！」


　晄は思わず叫さけんだ。
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「なぜ怒る？」


　也空は怪け訝げんな様子で首を傾かたむける。


「この人たちは危ない道具を持ってた。也空は痛いのは嫌いやだ。死ぬのも嫌だ。だからやっつける」


「そんなことで……」


　獣は襲ってきた相手に対して咄とつ嗟さに攻こう撃げきを繰くり出す。也空の行動はまさにそれだったのだ。


『也空。殺さずに身を守る方法はいくらでもある。刺客を殺さねば晄の命が危あやういような状じよう況きようであれば、我も容よう赦しやはせぬ。だが、今はそうではなかった。不必要に人を殺してはならぬ』


　汪李が淡たん々たんと言い聞かせる。


「魚を捕るのはいいのに、なぜ人を殺してはいけない？」


『人と魚とでは命の重さが違う。人の命は重い。むやみに殺すことは許されぬ。それに、魚を捕ったのは食べるためであろう。殺すこととは意味が異なる』


「命の重さが違う？　人の方が大きいから？」


　也空は、ますますわからないというように首をひねった。


「君には、人の命の重さがわからないんだね……」


　晄の両眼に涙なみだが溜まる。也空は、命を奪うばうということの意味をわかっていない。本能のままに敵を殺す獣か、魚捕りを楽しむ幼児程度の心しか持っていないのだ。そのことがひどく悲しかった。


「也空、わからない。命の重さはどうやって量る？　人の命が重いのは、人がそう決めたから？」


　彼の問いに、晄は答えられなかった。


　雑木林に五つの穴を掘ほり、晄たちは刺客を葬ほうむった。


　その時も、也空は、「なぜ埋うめる？　鳥や獣が死し骸がいを食べられない」と、不思議そうだった。








「そんなことがあったんですか……」


　汪李から話を聞いた舜は眉まゆをひそめ、囲い炉ろ裏り端ばたでぼんやり膝ひざを抱かかえている晄を見やる。


「莉由ちゃんには、内ない緒しよにしておいてくださいね」


　舜は言い置くと、晄の傍かたわらに腰こしを下ろした。


「怖い目に遭あってしまいましたねぇ。でも、晄ちゃんが無事でよかった」


　舜は、わさわさと晄の頭を撫なでる。


「也空が……人を殺した。虫をひねりつぶすみたいに、簡単に……」


　晄はか細い声で呟く。


「今、それも聞きましたよ。彼、体術の達人だったんですね」


　その也空は今、外で血で汚よごれた自分の衣ころもを洗っている。


「命の重さは、どうやって量るのか、人間が命の重さを決めているのかって聞かれて、俺……答えられなかった」


「難しい問題ですねぇ。確かに僕たちは、蚊かに刺さされれば叩たたいてつぶすし、獣に襲われれば、矢で射殺しますもんね。しかも殺した獣を食べちゃいますし」


　人は、自分たちを害する他ほかの生き物に遭そう遇ぐうすれば躊躇なく殺す。同じ理由で、也空は人間を殺したにすぎない。


「也空にどうやって教えたらいいか考えてたら、なぜ人だけは特別なのか、俺にもわからなくなった。虫や鳥や獣だって同じ生き物なのに、人の命が一番重いって思うのは傲ごう慢まんだよね……」


「人間の勝手な都合で、命に順番をつけてはいけないと、僕も思いますよ」


　舜はほんわりと笑った。


「でも、やっぱりむやみに人を殺したらいけない。当たり前のことだもの。ねえ、どうやって也空に教えたらいい？　当たり前のことすぎて、どういう説明をしたらいいのか、わからない」


　晄は舜を仰あおぎ見た。


「そうですねぇ。僕たちが、命を大切にしなくてはならないと思うのは言葉で学んだんじゃなくて、大きくなっていく過程で、心で学んだことですからねぇ。でも、也空さんの心は幼い子どもと同じ。理解させるのは大変かもしれません」


　舜は、戸口の隙すき間まに視線を移す。


　隙間からは也空が衣を干している姿が見えた。也空の表情はいつもと変わらず、とても五人の人間を惨ざん殺さつした直後とは思えなかった。也空のそんな様子を見て、晄はひどく切なくなる。


「まずは、心を育てなくちゃ……」


「大切にされて育った人は、他の人を大切にすることができます。晄ちゃんがこんなに優やさしい子に育ったのは、亡なくなったお父さんとお母さんが、晄ちゃんを大事に大事に育てたからなんですよ」


「うん……。舜兄も、莉姉もね……。感謝してる」


　晄は、こみ上げてくる涙を隠かくそうと、膝に顔を埋めた。
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「勝手な行動は慎つつしめと、あれほど言っておいたというに！」


　暗い洞どう窟くつに、男の怒ど声せいが反はん響きようした。一つだけ点された灯あかりが、長身の男の影を揺ゆらめかせる。


「申し訳ありません。疫えき病びようを返されて片かた眼めを失った怨うらみを晴らさねば気が収まらぬと、常々言っておりましたゆえ、気を配ってはいたのですが、ほんの一時、目を離した隙に──」


　男の前には、皮甲こうを身につけ、青銅の冑かぶとをかぶった六人の男が平へい伏ふくしていた。


「しかし、あの肌の黒い男は何者でありましょうか。殺された者たちは、呪じゆ術じゆつの才はなくとも、腕うでには自信のある者ばかり。それを一いつ瞬しゆんのうちに、しかも素す手でで絶命させるなど、ただ者ではありませぬ」


　雑木林の奥で仲間が殺される場面を見ていた男は、不安げに長身の男を見上げた。


「炅けい、何か知っているか？」


　長身の男は、傍らで冷れい笑しようを浮うかべている少年に目をやる。


「いいえ。全然」


　笑えみを消さぬまま、炅と呼ばれた少年は首を振る。


「化蛇さえ牽けん制せいしておけばよいと思っていましたが、やっかいなことになりましたね。一応、あの方に今日のことをお知らせしておきましょう」


　炅は、小さく切った竹の薄はく片へんに何か書きつけると、それを小さく丸めた。


「寓ぐうよ」


　炅は洞窟の奥に向かって喚よぶと、洞窟の奥から、蝙蝠こうもりによく似た妖が音もなく羽ばたいて来た。本物の蝙蝠ではないことは、翼つばさとは別に前足があることでわかる。妖は少年の手の上にひらりと舞まい降りた。


「これをあの方に届けておくれ」


　妖あやかしは竹の薄片をつかみ、洞窟の入り口に向かって飛んでいく。


「あの方が、よき日を選んでくださるはず。短たん慮りよな真似まねさえしなければ、必ずや師父の仇かたきをとることができましょう」


　炅は瞳ひとみに禍まが々まがしい光を宿し、唇くちびるの端はしを吊つり上げた。
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「也や空くうと晄こう殿どのが名付けたあの男。占術には現れませぬ」


　累るい焰えんは、ひび割れた亀きつ甲こうを灯りにかざし、じっと見つめて呟つぶやいた。


　その日、謎なぞの妖に対する防ぼう御ぎよ策を調え、楓ふう牙がと累焰は予定より早く城に戻もどった。久しぶりに自由な時間がとれたので、累焰はかねてからの約束であった也空の身元を占うらなったのだ。しかし、亀甲は意味をなさない亀き裂れつが生じただけで、累焰の脳のう裏りに映ったのは深い淵ふちのような暗くら闇やみばかりだったのである。


「あの家に住んでいるためかもしれませぬが──」


　晄の家は、舜しゆんと尭ぎようが作った青銅製の呪具で覆おおわれている。魔ま法ほうの鼎かなえを守るためだと、舜は言っているが、先代の南なん庚こう王の御み子こ──晄を隠すためだと楓牙は思っている。


「まさか也空は、晄を殺すために差し向けられた刺し客かくではあるまいな……」


　未いまだに御子の行方ゆくえを追っている者はいるはずだ。没ぼつ落らくした南庚派の氏族は、御子を担かつぎ上げるために。逆に、それを阻そ止ししたいと考えている氏族は、御子を殺すために──。


　晄が南庚の御子か否いなか、真実を知っているのは舜だけのはずだが、断言はできない。


　現に、尭とその妻は五年前に殺されている。魔法の鼎を奪いに来た者の仕し業わざだと、舜は言い張っているが、狙ねらわれたのはおそらく晄だろう。しかし、也空が刺客ならば、未だにうつけのふりをしている必要はない。起居をともにした時点で凶きよう行こうに及およぶはずだ。


「あの家にどのような護まもりを布しいているのか、舜に確かめておかねばなるまい」


　楓牙は立ち上がった。





「猩しよう猩じよう、窮きゆう奇き、饕とう餮てつ、騶すう吾ご……」


　舜は勤め先の青銅器工こう房ぼうの一室で、古い祭具や呪じゆ具ぐを見ていた。妖を調べているのである。


　祭具や呪具には妖や神しん獣じゆうの文様が施ほどこされることが多い。亳はく邑ゆうは殷の初代王、成せい湯とう天てん乙いつすなわち湯とう王おうが都を置いた古い邑であるため、この亳邑城御ご用よう達たしの工房には、古いにしえの名工が作った青銅器がいくつか保管されていた。


「一いち撃げきで人を殺す膂りよ力りよく。一蹴けりで八尺以上も飛ぶ脚あし。虎とらの妖か、牛の妖か……」


　舜は鼓つづみ、鐃どうなどの楽器や、觚こ、爵しやくなど祭さい祀しに用いられた食器の文様を一つ一つ確かめていたが、来客を告げる声を聞き、顔を上げた。


「おや、王子様」


　工人に案内されて来たのは、楓牙と累焰である。


「仕事中に済まぬが──」


「人面斝かや人面觥こうの御ご注ちゆう文もんなら喜んで承うけたまわりますが、晄ちゃんをお小こ姓しように召めし上げたいというお話ならお帰りください」


　舜はほんわりと笑い、


「あんな不気味な人面を斝や觥につけるつもりか。やめてくれ、入れた酒がまずくなりそうだ」


　と、楓牙は渋じゆう面めんを作る。


「今日は青銅器の注文でも、晄の話でもない。お前の家を護っている呪具について聞きに来た」


「うちの呪具？」


「也空の身元を累焰に占わせたのだが、也空は占術には現れなかったのだ」


　舜の片眉まゆがピクリと跳はね、瞳に鋭するどい光が奔はしる。


「也空が占術で占みえないのは、家に置かれた呪具のせいならばいいのだが、少しばかり気になってな」


「御心配くださって、どうも。きっと家に置いてある呪具の影えい響きようでしょう」


　そう答えた時の舜は、いつものほんわりとした表情を取り戻していた。


「也空の様子はどうだ？」


「元気ですよ。昔のことはまだ思い出せませんが、だいぶ物わかりがよくなってきました」


　晄が刺客に襲おそわれ、也空がその刺客たちを素手で殺したことを、舜はあえて告げなかった。言えば、なぜ晄が狙われるのかと、余計な詮せん索さくをするに決まっているからだ。


「では、也空が晄を害するような素そ振ぶりはないのだな」


「いーえ、全然。汪おう李りさんが焼き餅もちを焼くほど、二人は仲良しですよ」


　楓牙はしばらく探さぐるように舜を見つめていたが、舜は平然と彼の視線を受け止める。


「ならばよい。私の杞き憂ゆうだったようだ」


　楓牙は「邪じや魔まをした」と踵きびすを返し、部屋を出た。


（也空さんが占術では占みえない──？）


　舜は笑みを消し、眉を寄せた。舜は様々な呪具を用いて、自分も莉り由ゆうも晄も、汪李さえも占術では占みえないようにしてある。炎えん招しよう戈かの柄つかにも小さな呪具をはめ込んだ。しかし、也空にはそれをしていない。呪具を張り巡めぐらせた家の中にいる間は、也空の姿も占みえないが、一いつ旦たん家の外に出れば、それほど鮮せん明めいでないにしろ、何かは占みえるはずだ。


（誰だれかに呪をかけられているということでしょうが……）


　しかし、誰が何のために也空に呪じゆ詛そを施したのか。也空が晄を殺すために送り込まれたのなら、彼が五人の刺客たちを皆みな殺ごろしにした理由がわからない。


　舜は青銅の祭具や呪具に刻まれた妖たちに目を落とす。


「何者なんでしょうね……」


　青銅器の文様からは、何も答えがなかった。





「舜のやつ──。何か隠している」


　工人たちに見送られ、馬を駆かけさせた途と端たん、楓牙は言った。


「わたくしも、そう思いました」


　累焰もうなずく。


「だが、問とい詰つめたところで、素す直なおに吐はくような男ではない。累焰、也空の身辺をもう一度占ってくれ」


　三つの邑が滅ほろぶという大事件に翻ほん弄ろうされているうちに、何かを見落としてしまったような気がして、楓牙は不安だった。




四　五年前の悪夢







「あら、也空さん、晄ちゃん。お早う」


「今日もご苦労様」


　井い戸ど端ばたで、洗せん濯たくをしながらうわさ話に花を咲さかしていた近所のおばさんたちが、にこやかにふり返った。その近くでは、幼い子どもたちがわいわい追いかけっこしたり、地面に木ぎれで絵を描かいていたりしている。妖を防ぐための濠ほりができたというふれが出て、井戸端もいつもの賑にぎわいを取り戻し始めていた。


「お早うございまーす」


　晄も也空も笑顔で挨あい拶さつを返し、洗濯をするおばさんたちにちょっと退どいてもらって、井い戸どから水を汲くむ。


　謎の武装集団に襲われてから数日が経たっていた。屈くつ邑ゆうや陶とう邑ゆう、陝せん邑ゆうを襲った妖も、全く噂うわさを聞かず、楓牙は邑周辺の警護は続けているものの、民人は勝手に出歩くようになり、街や村は活気を取り戻しつつある。


「也空さん。これ持ってっとくれ。うちの鶏にわとりが今朝産んだばっかの新しん鮮せん卵だよ」


　おばさんの一人が、卵がいくつか入った籠かごを也空に持たせた。


「ありがとう。也空は卵粥がゆが好きだ」


　也空は白い歯を見せてニッコリ笑う。


「あら、姐ねえさん。抜ぬけ駆がけは禁止って約束じゃなかったかい」


　色黒で精せい悍かんな見た目に反し、幼い子どものような也空は、記き憶おくを失っているという不ふ憫びんさもあいまってか、近所のおばさん連の間ではちょっとした人気者である。


　そこへ、生まれたばかりの赤ん坊ぼうを抱だいた若い母親が井戸端に現れた。


「おや、こんな寒いのに外へ出して大だい丈じよう夫ぶかい？」


「あんまりぐずるもんだからさ」


　小さな泣き声を上げる赤ん坊を、母親はよしよしとあやし、おばさんたちがそれを取り巻いて、子育て談義が始まる。


　晄もその輪の中に入り、赤ん坊をのぞき込んだ。


「也空、赤ちゃんだよ。見て、この手、小さいねー。ほっぺがつるつるだー」


「赤ちゃん……？」


　也空は不思議そうに赤ん坊をひとしきり眺ながめると、一言「美味おいしそう」と呟つぶやき、おばさんたちをどっと沸わかせた。


　水の入った罐かんを担いで、丘おかを登りながら、


「晄は、誰から生まれた？　莉由と舜？」


　也空は尋たずねた。


「違ちがうよ。舜兄と莉姉は俺の兄姉。俺たち三人は、同じ父さんと母さんから生まれたんだ」


「父さん、母さん？」


　也空は首を傾かしげる。赤ん坊が一番初めに憶おぼえる言葉を、也空は知らないのだ。


「人間のつがいのこと。子どもにとって、男が父さんで、女が母さん」


「晄の父さんと母さんは？」


「五年前に流行はやり病やまいで死んだ。蜚ひっていう虫の妖が疫えき病びようを流行らせたんだ」


　晄の表情が少し翳かげったことに、気がついたのだろうか、


「父さんと母さんがいないと悲しい？」


　也空は怪け訝げんな顔で尋ねた。


「そりゃあね。今でも父さんと母さんが死んだ時のこと思い出すと、泣きたくなるよ。でも俺が泣くと、莉姉がもっと泣くから、泣かないけど」


「わからない。……也空には父さんと母さんがいない。でも悲しくない……」


　也空は嚙かみしめるように言った。少しずつ人の感情を理解するようになり、彼なりに考えているのだろう。


「いないんじゃなくて、憶おぼえてないんだよ。憶えてないから、いなくても悲しくないだけ」


「いいや。也空には父さんも母さんもいない」


　不思議にも、はっきり言い切った。何か思い出したのだろうか。


「也空の父さんと母さんも亡なくなったのかな」


「ちがう。死んでない。いない」


　言っている意味がよくわからない。


「死んでないならどこかにいるでしょ。きっと君がいなくなって、すごく心配してるよ」


　也空は答えず、立ち止まった。ふり返って黄河の上流を見つめる。冬の大気は澄すみ渡わたり、遥はるか彼方かなたの景色まで見晴るかすことができた。


　このどこかに、也空の故郷があるのだろうか。


　彼は西の地平から目を離はなさず、ひっそりと呟いた。


「也空には、父さんと母さんがいない。独りだった」





　晄たちが家に戻もどると、舜がありったけの青銅器を持ち出し、居間に並べていた。


「お兄ちゃん、工こう房ぼうに行かなくていいの？　またクビになったら嫌いやよ」


　莉由が鼎かなえの粥をかき回しながら、舜の背中に声をかける。


「んー、ちゃんと行きますよ。もう少ししたらね」


　ずらっと一列に並んだ人面の鉞まさかりや矛ほこ、盾たてなどを愛めでながら舜はのほほんと答える。


「こないだっからあんなことばっかりやってて、どうしちゃったのかしら」


　舜はこの数日、暇ひまさえあれば家に飾かざってある青銅器を並べ直したり、入れ替かえたりしていた。時々、それらの呪具をじっと見つめたまま、一刻近く動かないこともある。


「もしかして、俺がこないだ襲おそわれたから、災わざわい除よけをしようとしてるの？」


　晄は舜の傍かたわらに腰こしを下ろした。


　この家に置かれた呪じゆ具ぐが家を護まもっていることは、晄も何となく知っている。しかし、どんな目的で、どの程度の護りをこの家に施ほどこしているのかまでは詳くわしく知らない。


「それもありますけど、他ほかにもまあ色々と──」


　舜は曖あい昧まいに笑う。


「あ、その二つの人面鉞えつ、鳴ってるね」


　そっくり同じ、びっくりまなこに歯をむき出してニッと笑う恐おそろしい顔の鉞を晄は指差した。


「わかります？　さすがは晄ちゃん。これ、普ふ通つうの人には聞こえない音なんですよ」


「でも、今まで呪具が鳴ったなんてことあったっけ」


「離して置いておくと聞こえないんです。こうやって並べたから、共鳴して音を発するんです」


　舜は片方の鉞の向きを変えた。すると音が鳴り止やむ。


「へー、面おも白しろい。他のも鳴るかな」


　晄は、無数に並んでいる呪具の位置をあれこれ替えてみる。


「晄、馬に餌えさやる？」


　外で也空が呼んだ。晄は「そうだった」と、晄は廏うまやへ行ってしまったので、舜が険しい顔で二つの人面鉞を見下ろし、


「やっかいなことになってますねぇ」


　と、呟いたことに気がつかなかった。


　外へ出た晄は、ふと頭上を小さな影かげが通り過ぎることに気づいて空を見上げた。鳥にしては飛び方が違う。ひらひらと舞まうように翼つばさを羽ばたかせ、黒い影は西の空に消えていく。


「あれ、蝙蝠こうもり？　こんな冬の朝に珍めずらしい」


　蝙蝠は夏の夜に飛ぶものだとばかり思っていた晄は、首を傾げた。








　同じ日の夕刻──。


　望ぼう乗じようとの接見を終えた楓牙は、私室に向かう途と中ちゆうで足を止めた。東の空を飛ぶ蝙蝠のような黒い影を見たからである。


「このような時季に蝙蝠ではあるまい。寓ぐうか……？」


　寓という妖あやかしがいることは知っていた。険難を防ぐと言われ、人にもよく懐なつくので護りにしている呪じゆ術じゆつ者もいると聞く。


「周辺の邑でも、今のところ異常はないということだが──」


　すべての妖が邪じや悪あくなものだとは思わない。しかし、三つの邑を滅ほろぼした妖の正体も行方ゆくえもわからない今、茜あかね色いろの空を飛ぶ寓の姿は楓牙を不安にさせた。


　楓牙は、寓が東の空へ消えるのを見届けると足早に堂どう涂とを渡る。


「累焰、どうだ？」


　楓牙は堂の一室の戸を開けた。部屋の中には焦こげたような臭においがこもっている。


　累焰は部屋の中央に端たん座ざし、一心に亀きつ甲こうを見つめていた。彼の周りには、いくつものひび割れた亀甲が並んでいる。


　楓牙は今朝から、使いに持たせる簡を書いたり、望乗との接見をしたりという城での仕事が詰つまっていたため、その間に、累焰に也空のことを占うらなわせていたのである。


「楓牙様。先日、晄殿どのは刺し客かくに襲われてございます」


　亀甲から目を離さずに、累焰は言った。


「まことか──！」


　楓牙は戸を閉め、累焰の傍らに膝ひざをつく。


「何度占っても、也空殿は占術には現れませぬゆえ、晄殿の領地を占ってみましたところ、五人の命が失われていると──」


　そこで、畑で死んだ者のことを占うと、報ほう酬しゆうと引き替えに殺人を請うけ負おう集団だということがわかった。刺客が狙ねらったのは晄らしいことまではわかったが、依い頼らい主はわからないという。


「舜は、このことを隠かくしていたのか」


　楓牙の腹に、沸ふつ々ふつと怒いかりがこみ上げてくる。


「依頼主は、なぜ晄の死を望んだのだ。晄が御み子こだからか？」


　舜が打ち明けていれば、絶対にしたはずの問いを楓牙は累焰に向けた。


「わかりませぬ。が──少なくとも死んだ五人は、炎えん招しよう戈かと化蛇──汪李殿どのの関かかわりは知っておりました」


「汪李を相手にしなければならないとわかっていて、襲ったのか」


　楓牙は眉まゆ根ねを寄せる。


「しかし、楓牙様。刺客を返り討うちにしたのは、汪李殿ではなく、也空殿のようでございます」


「也空？」


「断定はできませぬが、五名の刺客たちはいずれも死に際ぎわに長身の黒い男を見ておりまする」


「驚おどろいたな。ただのうつけではなかったのか」


　也空が味方だと知り、楓牙は安あん堵どの息をつく。


「刺客はその死んだ五人だけか？　晄を襲う者はもういないか？」


「それを今から占ってみるつもりでございました」


　累焰は、あらたに亀甲に坑を穿うがち始めた。


　楓牙は累焰の手元を見ながら、考えを巡めぐらす。


（なぜ、晄は狙われたのか──）


　晄が南庚王の御子だからという答えを楓牙は真っ先に思い浮うかべた。南庚の御子が生きていては都合の悪い氏族はいくつもある。だからこそ、舜は打ち明けなかったのだと。しかし、晄が炎招戈の使い手だからとも考えられる。一いつ介かいの少年に、殷をも滅ぼす力を持たせたくないと思っている者もいるだろう。


（では、誰だれが、晄の暗殺を依頼したのだ）


　晄が化蛇を従えたことを知っているのは、王と貞てい人じんと亳邑城の衛え士じが数十名だ。箝かん口こう令れいを布しいたため、他には漏もれていないはずである。たとえ漏れたとしても、人間では化蛇を倒たおせないことぐらい誰でもわかる。


（炎招戈以外に、水妖の王を退ける秘策でもあるのか──）


　パキッと亀甲の割れる音で、楓牙は我に返る。


「楓牙様。死んだ刺客たちには、あと八名の仲間がおりまする。彼らは、必ず晄殿を殺しに参りまする」


　亀甲を握にぎり締しめ、累焰は切せつ羽ぱ詰つまった様子で楓牙を振ふり仰あおいだ。


「何だと!?」


　楓牙は腰を浮かせた。








　音もなく翼を羽ばたかせ、寓ぐうは暗い洞どう窟くつを奥へと進む。やがて、一つだけ灯あかりが点ともされた開けた場所に出る。そこでは灯りを囲むようにして、数人の男たちがそれぞれの姿勢で酒しゆ杯はいを傾かたむけていた。


　寓は、主あるじである少年のもとへ舞い降りる。小さな手には、竹の薄はく片へんが握られていた。


「御ご苦く労ろうだったね」


　炅けいは寓から薄片を受け取り、一読する。


「あの方からの知らせか？」


　ひときわ背の高い男が、炅のもとへ歩み寄った。他の男たちも身を起こし、少年を注視する。


　炅は視線を上げ、不敵な笑えみを浮かべた。


「はい。今こ宵よい、月の出の時刻、決行せよと──」
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『起きろ、晄』


　揺ゆり動うごかされ、晄は目を開けた。窓の外は暗く、夜明けにはほど遠い。


「どしたの」


　目をこすりながら頭こうべを巡らすと、人ひと形がたの汪李が枕まくら元もとで片かた膝ひざをつき、壁かべを透すかして外を見ていた。也空も起きていて、耳をそばだてている。


『囲まれている。先日の刺客たちの仲間のようだ』


「仲間がいたの!?」


　晄は跳はね起きた。汪李と也空がいれば、絶対に大だい丈じよう夫ぶだと思っても、やはり武器を手にした刺客に囲まれていると思うと、背筋が寒くなる。


『我が一人で相手をしても構わぬが？』


「こんなとこで戦わないで。莉姉や舜兄が巻き添ぞえを食うかもしれない」


　晄は意を決した。急いで寝ね間ま着きの上に裘かわごろもを羽織り、炎招戈を佩はく。


「どこか人のいないところへ誘さそい出そう。汪李、舜兄に知らせて。莉姉と一いつ緒しよに家にいてって」


『承知した』


　汪李は音もなく部屋を出る。


「いい？　也空。今度は殺しちゃだめ。気絶させる程度にして」


　晄は部屋を出る前に、也空に念を押した。


「わかった」


　也空はうなずいた。大して緊きん張ちようした様子もない。


　晄は足音を忍しのばせ、そっと表口へ向かう。


　表口の前で汪李と合流すると、晄は炎招戈を腰こしから抜ぬいた。汪李が戸に指をかける。


　晄が目配せすると、汪李は一気に戸を引き開けた。


　途と端たんにヒュッと耳元を矢がかすめ、晄は一いつ瞬しゆん身をすくませる。


（怖こわくない。この二人がいれば、絶対に矢なんか当たらない）


　自分に言い聞かせ、晄は炎招戈を高く掲かかげると、ダッと走り出した。


　東の地平に、下か弦げんの月が顔を出していた。玉の色をした炎招戈が、月の光を孕はらんで淡あわく輝かがやく。その炎招戈を狙っているのだろう、左右から無数の矢が飛んできたが、両りよう脇わきを走る汪李と也空がすべて叩たたき落とした。


　晄は、丘おかの上の馬車道に出ると、人家の少ない東へ走る。集落の東の外れは、丘の下が広い河原かわらになっている。そこへ下りるつもりだった。背後から、無数の足音が追って来たが、晄はふり返らず、炎招戈を掲げたままひたすら走った。


　晄の左を也空が走り、右を汪李が走る。黄河に面している左側からは矢は来ないが、右からは、人家の間から矢が飛んで来た。汪李がその矢をすべて叩き落とす。彼の腕うでは、人の武器では斬きれない化蛇の鱗うろこに覆おおわれていた。


　突とつ如じよとして、行く手の闇やみの中に、矛ほこを持った男の影かげが立ちはだかった。


『也空、お前が行け』


　汪李が命じた途端、也空の姿がふっと消える。


　次の瞬しゆん間かんには、也空は矛を持った男の前に着地していた。也空は突つき出された矛をつかんで後ろに流し、つんのめった相手の腹の下に手を入れると、黄河に向かって投げ飛ばした。大の男が木偶でく人形のように空を舞まう。だいぶ遅おくれて水音が聞こえてきた。


　次に現れたのは、戈ほこを持った男だった。晄は炎招戈に柄つかをつけていないが、その男の戈には一丈じようもの長い木製の柄が装着されている。武器を持たない汪李や也空を相手にするには、間合いの長い武器が有効だと考えたのだろう。


　男は、裂れつ帛ぱくの気合いも凄すさまじく、也空が間合いに入った途端、戈を一文字に薙なぐ。也空は跳ちよう躍やくし戈を避よけると、男の背後に着地する。男が身をひるがえし、也空の頭上に戈を振り下ろそうとした時には、也空はすでに男の懐ふところに入っていた。両手で男を抱かかえ上げ、やはり黄河に投げ落とす。


　也空と刺し客かくとが戦っている間にも、晄は脚あしを止めず、降り注ぐ矢は汪李が防いだ。


　やがて、左手に広い河原が見えてきた。


「ここを下りるよ」


　晄は、丘の斜しや面めんを転がるように駆かけ下りた。頭上から矢が降り注ぎ、汪李は晄に覆い被かぶさるようにして丘を下る。


『この陰かげで身を伏ふせていろ』


　汪李は、丘の斜面にうち捨てられた小こ舟ぶねの後ろに入るように言った。晄は炎えん招しよう戈かを鞘さやに戻もどし、舟ふねの陰で身をかがめる。


　汪李と也空は、晄を背にして刺客たちと対たい峙じした。


　月明かりが河原の黄土を薄うすい黒に、黄河の水を濃こい黒に照らす。也空の漆しつ黒こくの髪かみと瞳ひとみは、黄河よりもさらに深い闇の色に沈しずみ、汪李の白銀の髪と黄金こがね色の瞳が月よりも明るく輝いた。


　晄を囲む刺客は五人。みな皮甲こうを着け、青銅の冑かぶとをかぶり、戈や矛、鈹ひなどの長ちよう兵へいを持っている。


『退ひくがよい。さすれば命までは取らぬ』


　汪李の声が、黄河の水面に響ひびき渡わたった。


　しかし、刺客たちは答えず、じりじりと間合いを詰つめて来る。


『わからぬか。お前たち人間に、我は倒せぬ』


　汪李は重ねて告げた。


「やってみなくてはわかりません。今宵は我らの勝利のために、選ばれた日」


　応じた声が少年のものだったので、晄は驚おどろいた。長なが柄えのついた戈を持つ彼は、体つきも他ほかの男より華奢きやしやだった。目を凝こらせば、歳も晄とさほど変わらないように見える。


　少年は、戈を地面に突き立て、空いた片手を高く上げた。


　突とつ然ぜん、どこからともなく蝙蝠こうもりの大群が押し寄せた。しかし、よく見れば、翼つばさは背中に生え、前足がある。蝙蝠に似た妖なのだろうか。


　妖は増え続け、やがて月の光も通さないほどに空を覆い尽つくす。


『あれは、寓だ。寓使いの呪じゆ術じゆつ師しか』


　汪李の呟つぶやきに、少年が笑ったような気配がした。


「行け」


　少年が声を発すると、寓が音もなく一いつ斉せいに舞い降りて来た。同時にザッと黄土を蹴ける音が晄の耳に届く。


「いたたたっ」


　晄は悲鳴を上げた。寓に手の甲を嚙かまれたのだ。追い払はらえば逃にげるが、またすぐに寄って来る。


　寓の群れが一ひと塊かたまりになって飛んで来た。寓は、いきなり散り、中から鈹を持った男が現れ、晄の目の前に迫せまる。すんでのところで也空が鈹をつかみ、柄を握にぎったままの男を丘の斜面に叩きつけた。寓は也空の周囲を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、その隙すきを縫ぬって矛が突き出される。也空は身を反らし、かろうじてそれを避けた。


　その間に、別の男が晄に迫った。長柄の戈が晄の頭に振ふり下ろされる。


「ひ──」


　晄は頭を両手で被おおった。その刹せつ那な、汪李が男と晄の間に入り、鱗に覆われた腕が火花を散らして戈をはね返す。


「やりにくい。寓の動き、わからない」


　也空は忌いま々いましげに言った。鳥と異なり、寓の翼は音を立てず、緩かん急きゆう自在に軌き道どうを変える。也空は攪かく乱らんされ、寄ってくる寓を追い払うだけで手て一いつ杯ぱいになっていた。


「大だい蛇じやに変化して、雷かみなりを喚よびますか？　その隙に、寓があなたの御ご主しゆ人じんを食い尽くしますが」


　嘲あざ笑わらうような少年の声が、闇の奥から晄の耳に届いた。


『その必要はない』


　汪李は、黄河に向かって、『我が眷けん族ぞくよ』と呼びかける。


　ザ──ッと黄河の水面が揺れ、水しぶきを立てて、何千という翼の生えた銀色の蛇へびが黄河から飛び出してきた。小化蛇である。


　晄の頭上で、小化蛇と寓との凄まじい乱らん闘とうが始まった。寓は小化蛇を嚙みにかかったが、炎招戈でしか斬れない小化蛇の鱗は、寓の歯では傷一つつけることができない。だが、小化蛇の牙きばは寓を嚙みちぎる力があった。寓は前後左右に方向を変えながら逃げたが、飛ひ翔しよう速度は小化蛇の方が勝った。


　ぼとぼとと、傷ついた寓が黄河や河原に落ち、「寓──！」と、少年は悲痛な声を上げた。


　見る見るうちに寓の数が減り、空は銀色の蛇で埋うめられていく。


　その間にも刺客たちは晄に攻こう撃げきを仕し掛かけて来たが、ことごとく汪李と也空に叩きのめされた。


「退け！」


　寓使いの少年はこれまでと悟さとったのか、晄に背を向けて走り出した。生き残った寓が彼に従って、一斉に向きを変える。


　小化蛇が寓を追おうとしたが、晄は止めた。


「もういいよ。あの呪術師、まだ子どもだし。寓は使われてるだけだし」


　晄は立ち上がり、衣ころもについた黄土を払う。


　河原には、無数の寓の死し骸がいと、昏こん倒とうしている四人の刺客が転がっていた。


　小化蛇は次々と黄河に帰り、辺りに静せい寂じやくが戻る。


「かわいそうなことしちゃった」


　晄は、形を崩くずし、黒っぽい塵ちりに変じていく寓に目を落とす。


「かわいそう？　妖あやかしでも？」


　也空は怪け訝げんな顔をしたが、晄の暗い顔を見て「かわいそう……」を繰くり返した。


『さて、とりあえずこやつらを──』


　汪李が、刺客の一人の襟えり首くびをつかんだ時、「晄！」と、丘の上から声が降ってきた。


　楓牙と累焰である。二人は馬に乗ったまま丘を駆け下りて来た。


「無事だったか──」


　楓牙は馬から飛び降りると、晄に駆け寄った。


「大だい丈じよう夫ぶ。楓牙こそどうしてここへ？」


「累焰が占うらなったのだ」


　也空の身元を占みようとして、あれこれ占っているうちに、刺客の存在に行き着き、今こ宵よいの襲しゆう撃げきを知ったのだと楓牙は語った。炎招戈のことも汪李のことも公おおやけにはできないので、伴ともの兵も連れずに二人で城を飛び出して来たという。


「占術では、今夜八人の刺客がお前を襲おそうと出たのだが、ここには四人しかいないな」


　楓牙は、汪李と也空が引きずってくる刺客たちを素す早ばやく目で数えた。


「え？　二人は也空が河へ投げ落として、一人は逃げた……じゃ、あと一人は!?」


「まさか──」


　晄と楓牙はダッと駆け出した。累焰や汪李たちもその後に続く。


（もしかして、これはうちから汪李や也空を引き離はなすための罠わなだったとか──？）


　丘の上の馬車道を走る晄の背筋に、冷たい汗あせが流れる。


（でも、こないだの刺客は俺が狙ねらいだと言ってたもの。舜兄や莉姉は関係ないはず）


　バン！　と、けたたましく家の戸を開け、晄は息を呑のんだ。


　囲い炉ろ裏りの居間には、青銅の冑に皮甲を着けた長身の男が血まみれで倒たおれていた。衣服は裂さけ、頰ほおや腕うでには鋭えい利りな刃は物ものがかすめたような切り傷が無数についていた。周囲には人面模様の鉞まさかりや棍こんなどの呪具が散らばっていた。


　舜は足あし下もとに転がっている男を見下ろし、莉由は部屋の隅すみで人面の盾たてに囲まれて震ふるえていた。


　晄が驚いたのは、刺客が家を襲ったことだけではなかった。


　いつも穏おだやかな舜の相そう貌ぼうからは一いつ切さいの表情が消え、眼まな差ざしだけがひどく冷たかった。そして、気き丈じようなはずの莉由は蒼そう白はくで、限界まで見開いた目から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちていたからだった。








「莉姉は？」


　奥の部屋から出てきた舜に晄は尋たずねた。


「落ち着きましたよ。今、眠ねむったところです」


　舜は晄の隣となりに腰こしを下ろす。


「ごめん。狙われてるのは俺だとばっかり思ってて……まさか、舜兄たちを襲うなんて……」


「刺客の本当の狙いは、魔ま法ほうの鼎かなえだったんじゃないですか。でも、大丈夫ですよ。この家は凶きよう漢かんに対する備えも万ばん全ぜんですからね」


　舜はほんわりと笑った。


（そうではあるまい）


　二人の会話を聞きながら、楓牙は心の中で呟く。


（優すぐれた呪じゆ具ぐだとしても、所しよ詮せんは鼎だ。それを奪うばうために化蛇と戦うような危険を冒おかすはずがない。狙いはやはり晄だろう……）


　累焰の占術でもそう出ていた。では、なぜ刺し客かくは舜たちをも襲ったのか──。


「刺客を尋じん問もんしてもいいか？」


　楓牙は尋ねた。


　舜はあまりいい顔をしなかったが、


「あなたには、あの刺客どもを引き取ってもらわなければなりませんものね」


　断ったところで、どうせ城に連れて行ってから尋問するのなら同じだと、渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした。


「晄ちゃんは先に寝ねてなさいね。もたもたしてると、夜が明けちゃいますよ」


　舜は晄を自室へ行かせ、楓牙と累焰を刺客たちのいる部屋に案内する。


　呪具の保管場所なのか、その部屋は様々な青銅器が山のように置かれていた。天てん井じよう近くの明かり取りから差し込む月明かりが、目を見開き、歯をむき出した恐おそろしげな人面の装そう飾しよくを浮うき上がらせている。


　七人の刺客は、後ろ手に縛しばられ、床ゆかに伏ふしていた。也空が黄河へ投げ落とした刺客も小化蛇が回収したのだ。


　汪李と也空が男たちを見張っていたが、舜は「晄ちゃんのとこへ行ってあげてください」と遠ざけた。


　楓牙は、一人の男の傍かたわらへ膝ひざをつき、襟首をつかむと上半身を起こした。舜に返り討うちにされた長身の男だ。傷はそれほど深くなかったが、出血と寒さのせいか全身を震わせてぐったりしている。


「なぜ、この家を襲った？」


「仇かたきを討うつためだ……」


　楓牙の問いに、長身の男はか細い声でそう答えた。


「仇討ち？　晄がお前たちの仇だとでもいうのか？」


「我らの仇は舜だ」


　楓牙は、背後で見守る舜の視線を痛いほどに感じながら、「どういうことだ？」と尋ねた。


「我らは親なし子の集まりだ。呪じゆ術じゆつ師しだった師父に育てられ、傭よう兵へいとして諸国を渡わたり歩く流る浪ろうの生活をしていた」


　男は途と切ぎれ途切れに語った。


「五年前、鬼方の眉び軍に傭やとわれていた時、師父はこの家の末息子むすこ──晄を殺せと極ごく秘ひに依い頼らいを受けた」


　楓牙は瞠どう目もくした。五年前にまで話が遡さかのぼるなら、炎招戈とは無関係だ。しかも鬼方とは──。


「なぜ、鬼方の眉軍が晄を殺せと命じたのだ」


「我らは一いつ介かいの傭兵だ。理由など知らされぬ。師父に命じたのが鬼方軍かどうかもわからん」


　依頼があれば、師父は外とつ国の諸しよ侯こうや貴族からも呪じゆ詛そを請うけ負おい、そうやって拾い子を養っていたと男は言った。


「師父は優れた呪術師だったが、尭は手て強ごわく、師父の呪じゆ術じゆつをことごとく防いでしまう。そこで師父は蜚ひを喚よび、村に疫えき病びようを流行はやらせて、一家を皆みな殺ごろしにすることにしたのだ」


　晄の両親、すなわち呪具作りの名工と謳うたわれた尭とその妻が、疫病で命を落としたということは、以前に舜から聞いていた。それが実は呪詛であったことも──。


「思おも惑わく通り、尭とその妻は死に、晄も疫病にかかった。だが、そこの舜が呪詛返しをしてきたのだ……」


　痛みと悪お寒かんに苛さいなまれながらも、男の目が憎ぞう悪おに燃え、舜に向けられる。


「我らも同じ疫病にかかり、師父と仲間の何人かが死んだ。生き残った我らは鬼方に帰ったが、呪詛返しに屈くつした我らを傭う者はいなくなった。舜を殺し、師父の仇討ちをせねば、信用は取り戻もどせない。そう考えた我らは再び殷に戻り、こやつを捜さがしていたのだ」


「どうやって、舜や晄の居所を見つけた？」


　舜は、晄の居場所を隠かくし続けてきたはずだ。貞てい人じんの占術でも占みえないほど、入念に──。


「五年間、殷中の邑むらを渡り歩いて、ようやく見つけたのだ」


「噓うそばっかり。僕はあなたたちに見つかるようなへまはしてませんよ」


　舜は言った。声こわ音ねは穏やかだが、目は恐ろしく冷たい。男は舜の注視に耐たえられず、目を逸そらす。


「晄が炎招戈の使い手となり、化蛇を従えたことをお前たちは知っていたな。誰だれから聞いたのだ？」


　その問いに、男は答えなかった。


「舜を仇だと言いながら、お前たちが先に襲ったのは晄だ。化蛇を相手にするとわかっていて、それでも晄を襲った。なぜだ？」


　男は、その問いにも答えない。楓牙は男の襟首を締しめ上げた。


「いい加減にしろ。今いま更さらしらばっくれたところで、何の益がある。この先、お前たちを待っているのは労ろう役えきだ。少しでも楽な場所で働きたいとは思わないのか」


　男は苦しげに顔を歪ゆがめ、「言うから……離せ」と喘あえいだ。


「五年前と同じ依頼が来たのだ。晄を殺せと……」


「同じ依頼──？」


　楓牙は眉まゆ根ねを寄せる。


「晄が炎招戈の使い手になったことは、依頼主から聞いた。晄を殺すのは容易ではないが、よき日を選べば不可能ではないと言われて依頼を引き受けた……。晄を見つけたのは耿邑の馬市だ。楓牙王子を見張っていれば、必ず晄が現れる……依頼主にそう言われて、王子の行く先を占った。畑にいる晄を襲ったのは、愚おろかな同どう胞ほうが先走ったのだ……」


　自分が見張られていたのかと、楓牙は唇くちびるを嚙かむ。


「依頼主は誰だ。五年前と同じ者に依頼されたのか？」


「あの方は……」


　男は言いかけ、突とつ然ぜん、苦しみだした。縛られた身をよじりながら、苦く悶もんの声を上げる。


「どうした!?」


　楓牙は、つかんでいた男の襟首を弛ゆるめた。しかし、男の苦痛が軽減された様子はなく、全身を痙けい攣れんさせる。


「しっかりしろ！」


　楓牙は正気づかせようと、男を軽く揺ゆさぶった。


　がっくりと男の体から力が抜ぬけ、ずるずるとくずおれる。


「呪詛をかけられていたようでございまする。これ以上のことは喋しやべれないように──」


　累焰が男の傍らに膝をつき、男の額や頰に手をかざす。


「何てことだ」


　楓牙は男から手を離はなし、立ち上がった。他ほかの六人の刺客は床に転がったまま、恐きよう怖ふに青ざめた顔をこちらへ向けている。


「こいつらに訊きいても同じ結果かもしれないな」


　見張りを累焰に任せ、楓牙は舜と部屋を出る。


　居間には誰もいなかった。楓牙は囲い炉ろ裏り端ばたに腰こし掛かけ、火ひ箸ばしで炭を熾おこす。舜が、びっくりまなこで歯をむき出した人面模様の卣ゆうを持ってきて、中の酒を、これまたびっくりまなこの觥さかずきに注いだ。一つを楓牙の前に置き、一つは自分が持つ。


「今日、刺客から聞き出したこと──、絶対に晄ちゃんには言わないでくださいね」


「当たり前だ。晄が聞いて楽しい話ではあるまい」


　觥を手に取り、楓牙は苦い顔で答える。


「しかし、私が見張られていたとはな。迂う闊かつだった」


「全くです。だからあなたにはうちに関かかわってほしくなかったんですよ」


　声音に微かすかな敵意を潜ひそませ、舜は言った。


「あなたに呪具を持たせて、占術から占みえないようにしようかとも思ったんですけどね、亳邑の領主で、しかも殷王の弟の存在を隠すわけにもいかないでしょう。ほんと、取り扱あつかいの面めん倒どうな人ですね」


　反論もできず、楓牙は「済まない」と肩かたを落とす。


「ああ、でもそのお酒には毒を入れていませんから、安心して飲んでください。累焰さんまで敵に回したら、やっかいごとが増えるだけですもんね」


　舜は空うそぶき、楓牙はギョッとして手にした觥に目を落とした。今度同じような失敗をしたら、本当に毒を盛られるかもしれない。


「依頼主に心当たりはあるか？　晄が炎招戈の使い手になった場面に居合わせた人物、もしくはそれらの者から情報を引き出せる立場の者ということになるのだろうが──」


　楓牙は念のため、匂においを嗅かいでから觥に口をつけた。


「晄ちゃんを殺したい人なんて、全然心当たりないですねぇ。僕を殺したい人は心当たりがありすぎて、どの人だかわかりません」


　舜は何食わぬ顔で觥をあおる。


「冗じよう談だんを言っている場合ではないぞ。あやつらの依頼主が、また誰かを傭やとうかもしれないではないか」


「その時はその時です。慣れてますから、御ご心しん配ぱいなく」


　舜は薄うすく笑って、二杯はい目の酒を注ぐ。


「慣れてるって──。これまでに何度もこういうことがあったのか？」


「晄ちゃんに直接手を出されたのは初めてですが、あの子たちが知らない事件は結構ありますよ。もちろん、鼎を狙ねらって、うちを襲おそったという事件ですけど」


　瞠目する楓牙に、舜はふっと目を細めた。


「僕が平気で人を殺せる人間だと知って、軽けい蔑べつしてます？」


「軽蔑などしない。驚おどろいてはいるが──。私だって戦場で何人殺したかわからない」


「こんな馬ば鹿からしい殺し合いを、戦いくさと同等に思ってくれるわけですか。光栄ですね」


　ほんわりとした笑えみの裏に、自じ嘲ちようが込められていることを楓牙は見み逃のがさなかった。


「殺し合いを止やめたいのなら、依頼主の心当たりを言え。根を断たたなければ、いつまで経たっても終わらないぞ」


　舜は答えず小さく笑う。


「何が可笑おかしい」


「あなた、晄ちゃんは南なん庚こう王の御み子こだと僕に言わせたいんでしょう？　晄ちゃんが狙われるのは、十五年前の王位争いの続きなんだと」


　言い当てられて、楓牙は言葉に詰つまる。


　楓牙は、御子が生まれる前から仕えることを定められていた。


　──御子は私がお守りいたします。


　無む垢くな笑顔を向けられ、小さな小さな手で自分の指を握にぎった赤子を見て、楓牙は王おう妃ひの前でそう宣言した。当時はまだ四歳だった楓牙だが、そのことだけは鮮せん明めいに憶おぼえている。


　禹う王にとっての益えき、湯とう王にとっての伊い尹いん、そして陽よう甲こう王にとっての晏あん仲ちゆうのように、王を守り助ける存在でありたかったと、楓牙は今でも切なく思うことがある。しかし、御子を担かつぎ上げて王位に就つけようなどという野心はない。ただ、あの赤子が無事に生き延びたことを確かめたいのだ。


「何度も申し上げているように、晄ちゃんは御子じゃありません。それが真実です」


　穏おだやかに、けれどきっぱりと舜は言った。


　しかし、何度言われようと、


（舜は、王位争いが再燃することを恐おそれている。それ以上に、晄に血のつながりがないと知られることを恐れている……）


　楓牙にはそうとしか思えない。


「では、五年前、なぜ晄は狙われた？」


「わかりません。もう、いい加減にしてくださいよ。だからあなたに首を突つっ込まれるのは嫌いやなんです。何かうちに事件があると、何でもかんでも晄ちゃんは御子だとかいう妄もう想そうに結びつけて、やたらに絡からんで来るんですもの」


「こんなことがあっても、一人で守るつもりなのか」


　楓牙の声こわ音ねには怒いかりが混じっていた。


「なぜ私に助けを請こわない。私なら王族や諸しよ侯こうを牽けん制せいできる。晄の畑に衛え士じを置いてやることだってできる」


「生まれながらの王子様なんですねぇ。すぐにそうやって上から目線でものを言う。あなたに助けてもらう必要なんかありません。うちには汪李もいますし」


　舜は目を細めて冷れい笑しようする。


「お前は、晄が抱かかえているものの大きさがわかっていないのか？　お前一人で、晄と晄にまつわるすべてのものを背負い込めるとでも思っているのか。確かに汪李は晄を守るだろう。ただし、実際に敵に攻こう撃げきされた場合に身の安全を確保するという意味でだ。晄が炎えん招しよう戈かの使い手となった今、どんなに隠かくしてもいずれは人の言の葉に上る。氏族たちの陰いん謀ぼうや画策に対して、お前一人では晄を守りきれまい」


　怒りに流されまいと、楓牙は声を押し殺す。


「挑ちよう発はつしてるんですか？」


　舜の目に冷たい光が点ともった。


「そんなことは百も承知、今更言われるまでもありません。でも、僕は晄ちゃんを守りきってみせますよ。どんな手段を使っても──。今までだってそうしてきたんです」


「お前の身に何かあったら、どうするのだ!?　刺し客かくたちが殺そうとしたのはお前なのだぞ」


　楓牙は肩で息いきをし、燃えるような目で舜を睨にらみつける。


「今回、晄ちゃんが刺客たちに見つかってしまったのは、誰だれのせいでしたっけ？　あなたが不必要に晄ちゃんに関わるからこんなことになったんでしょう？」


　舜は苛いら立だたしげに、楓牙を見つめ返した。


　先に目を逸そらしたのは楓牙だった。怒りを鎮しずめようと、大きく息をつく。


「お前はお前のやり方で、晄を守ればいい。私の不注意で晄の居所が明らかになったことは詫わびよう」


　十五年間の重み──。楓牙はそれを痛感していた。舜は、晄とともに暮らし、慈いつくしみ、命を張って晄を守り続けてきたのだ。彼にしてみれば、必死で築いてきた晄の幸せを何も知らない王子が壊こわしにきたと、そう映るのだろう。舜が憤いきどおっても無理はない。


「だが、今回の依い頼らい主はこちらで調べさせてもらう。殷の政まつりごとに関わるような大事に至る前に、手を打たなくてはならない」


「あなたのお仕事にまで口を出すつもりはありません。僕は兄弟三人で静かに暮らしたいだけですから」


　舜の目から冷たい光が消えた。目を伏ふせて、薄く笑う。


「最後に、もう一つだけ訊かせてくれ。あの刺客が、よき日を選べば、晄を倒たおせると言っていたことだ。今日なら晄を倒せるいう根こん拠きよは何なのだ？」


「占術で吉きちとでも出たんじゃないですか？　でも外したから、大した占術師じゃないですね」


　顔を上げた舜は、いつものほんわりした笑みを浮うかべる。
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「晄には、まだ何か秘密があるのではないか？　日によって活力が違ちがうとか、冬になると動作が緩かん慢まんになるとか」


「よしてくださいよ、満月に卵を産む亀かめじゃあるまいし」


　舜は肩をすくめて笑った。





　その日、東の空が白み始めると同時に、楓牙と累焰は、刺客たちを馬車に乗せて城へ戻もどった。


　晄たちはまだぐっすり眠ねむっていたが、舜は一人、家に置いてある青銅の呪じゆ具ぐを一つ一つ調べて回る。


　晄のために作った人面の鉞まさかりや盾たてを眺ながめながら、


（兄弟三人で静かに暮らしたい……なんてね。もうそんな夢を見ていられないのはわかっているんですけど）


　舜は心の内で、ひっそりと呟つぶやく。


　晄の命を狙う者たちに、晄が炎招戈の使い手になったことが知られてしまった今、一人で突っ張ぱるのは限界だろう。


　楓牙の手は借りない──。それが、馬鹿げた意地だということも、晄を手放したくないという自分のわがままだということもわかっている。


（でも、もう少しの間だけでいいから、舜兄でいたいんです）


　舜は軽く頭を振ふり、気持ちに折り合いをつける。


　まだ鳴り止やまない二つの人面鉞を一いち瞥べつし、舜は魚を象かたどった小さな青銅の珮はいを手に取った。穴に紐ひもを通し、胸むな元もとに下げる装そう飾しよく品である。それは、舜の作品ではなく、十五年前、父が晄のために作った護まもりの呪具だった。


「日を選ぶとは、そういう意味だったんですか」


　珮の模様を指でなぞり、舜は壁かべを透すかして黄河に目をやった。








「おはよー。あれ、莉姉は？」


　翌朝、だいぶ日が高くなってから晄はようやく目覚めた。居間に行ってみると莉由の姿がない。いつもなら掃そう除じ洗せん濯たく、食事の支し度たくと、忙いそがしく立ち働いているはずだ。


「まだ寝ねてます。昨日きのう、怖こわい思いをしたせいでしょうか、具合がよくないみたいです」


　囲い炉ろ裏り端ばたで、鼎に野菜を放り込みながら舜が答えた。今日は、工こう房ぼうをさぼるつもりらしい。


「よっぽど怖い思いをしたんだな……」


　晄は、昨夜、家に戻って来た時の莉由の顔を思い出す。


「莉姉、開けてもいい？」


　戸の外で声をかけると、「いいわよ、入ってらっしゃい」と細い声で返事があった。


「具合悪いんだって？　大だい丈じよう夫ぶ？」


　晄は部屋に入ると、寝ている莉由の枕まくら元もとに座る。莉由の顔色は青白く、目が真っ赤でまぶたが腫はれていた。何だか、泣いた後のような顔だ。


「……大したことないわ」


「何か、飲みたい物とか食べたい物とかある？」


　晄は言ったが、莉由は黙だまって頭を振った。


「白湯さゆか何か持って来るね」


　晄が部屋を出て居間に戻ると、舜が鼎かなえから雑ぞう炊すいをよそっていた。野菜にはろくに包丁を入れずに煮に込こんだらしく、杓しやく子しから菜っ葉がデロンと垂れ下がる。


「莉姉、大丈夫かな。全然元気ないんだけど」


「あとで、薬湯を作ります。これ、持ってってあげてください」


　舜は、雑炊の椀わんを晄に手て渡わたした。蕪かぶが丸ごとゴロリと入っている。ちゃんと煮えているのか心配だ。


　雑炊を持って莉由の部屋に行くと、彼女は眠ってしまっていた。


「莉姉……？」


　切れ長の端たん整せいなまなじりには、涙なみだが滲にじんでいた。


　莉由はなかなか回復しなかった。翌日も、翌々日も寝たり起きたりで、食事にもほとんど手をつけない。たまに起きて来てもほとんど喋しやべらず、すぐに部屋に閉じこもってしまう。こんな莉由は初めてだった。


「どうしちゃったんだろ……」


「也空は莉由の御ご飯はんが食べたい。舜のお粥かゆは味がなかったり、しょっぱかったりする」


　晄と也空は、莉由の部屋をそっとのぞいた。小こ蛇へび姿の汪李も首を伸のばして一いつ緒しよにのぞく。


　莉由は壁にもたれて、ぼんやり外を見ていた。


「刺客に襲おそわれて怖かったからって、それだけで、こんな風になるかな」


　表情の抜ぬけ落ちた莉由の横顔を見ながら、晄は呟いた。
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「莉由ちゃん、ちょっといいですか？」


　舜は莉由の背中に声をかけた。


　部屋の窓は開け放たれ、莉由の肩かた越ごしに、赤く染まり始めた夕日が見える。


　莉由は衣ころもの袖そででごしごしと顔を拭ふき、それからふり返った。


「お帰りなさい。早かったのね」


　その顔には笑えみが浮かべられていたが、目の縁ふちが赤かった。泣いていたのだろう。


「たたらの温度が上がらなくてね、早引けしてきたんですよ。晄ちゃんは？」


「まだ畑よ。そろそろ帰って来るんじゃない？」


　努めて明るい声を出そうとしているようだった。


　舜が隣となりに腰こしを下ろすと、莉由は微かに身を強こわばらせた。


「──僕が怖いですか？」


　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、舜は尋たずねた。


　──五年前の怨うらみ、今ここで晴らしてやる。


　あの刺し客かくは、莉由がいる前でそう言った。


　男がすべてを語る前に呪具を飛ばして口をきけないようにしたが、自分と刺客との断だん片ぺん的な会話から、莉由は悟さとってしまったのだろう。


　疫えき病びようで亡なくなったと思っていた両親が、実は呪じゆ詛そで殺されたことも、舜がその呪じゆ術じゆつ師しを殺したことも──。


　莉由はしばらくの間、唇くちびるを嚙かみ、喉のどを震ふるわせていた。


「ううん……」


　ようやく声を絞しぼり出し、莉由は顔を伏せると衣の袖で顔を覆おおった。泣き顔を見せまいとしているのだろう。


　やがて、彼女は顔を上げ、


「変な心配させちゃったわね。そんなんじゃないのよ」


　無理に笑顔を作る。


「あたしったら、ほら、男の人が嫌きらいでしょ。なのに、突とつ然ぜんあんなのが来ちゃったから、もうびっくりして──」


「無理しなくていいんですよ。僕は、莉由ちゃんに嫌われても怖がられても仕方のないことをしたんですから」


　舜がそう言うと、莉由は瞠どう目もくした。見る見るうちに目に涙が溜たまる。


「違ちがうの、そうじゃないの──」


　頭を振り、莉由は再び顔を覆った。袖の隙すき間まから嗚お咽えつが漏もれる。


「お父さんとお母さんが、呪詛で殺されたなんて……知らなかった……」


　泣き声混じりに、彼女は言った。


「お兄ちゃんが呪詛返しをしたのは、仕方のないことだわ。あのままだったら、晄ちゃんまで死んじゃうところだったもの。ただ、お兄ちゃんが……」


　莉由は声を詰つまらせる。


「お兄ちゃんが、たった一人で何もかも背負ってたんだって知って……。お父さんとお母さんが死んじゃって、お兄ちゃんだって悲しかったのに……、あたしたちに心配させないように、呪詛のこと黙って、あたしと晄ちゃんを守って……。何もかも一人で…………」


　そこから先は言葉にならなかった。莉由は肩かたを震わせ、顔を袖に押しつけてしゃくり上げる。


「そんな風に思ってくれたんですね。──ありがとう」


　胸の奥に、微かすかな痛みと安あん堵どを感じ、舜は莉由の肩を抱だいた。


「お兄ちゃんが、あたしたちに知られたくないって思ってたんなら、あたしも気がつかなかったふりしようって思った。でも──、あの男の言葉がずっと耳に残って、お父さんとお母さんの死に顔が頭から離はなれない──」


　莉由は、舜の胸に顔を埋うずめ、幼い子どものように泣きじゃくった。








「莉由が泣いてた」


　水の入った陶とう罐かんを抱かかえて、也空は心配そうに家の方をふり返る。


　畑から戻もどり、晄が馬車馬から軛くびきを外している間、也空は馬にやる水を取りに一いつ旦たん家に入ったのだが、そこで泣いている莉由に気がついたらしい。


「泣いてた？」


　手た綱づなを杭くいに縛しばりながら、晄は問い返した。


「父さんと母さんが死んだから。舜がそばにいる」


　也空は桶おけに水を注ぎ、馬の前に置く。


「父さんと母さんが死んだのは、五年も前だよ。何で今いま頃ごろになって泣くんだ」


「わからない。呪詛で殺された、知らなかったって泣いてた」


　飼い葉を餌えさ箱ばこに入れようとして、晄は手を止める。


「殺された──？」


「そう。こないだの刺客。五年前、師父が呪詛で殺した」


　晄は飼い葉を放ほうり出し、也空の衣をつかむ。


「どういうこと──？」


「父さんと母さん、師父が呪詛で殺した。舜が師父を殺した。呪詛返しってなに？　だから刺客は舜を殺しに来た」


『その話、どこで知った？』


　小蛇姿で晄の腕うでに巻きついていた汪李が、腕からほどけて人ひと形がたになる。


「刺客が来た夜。青銅器の部屋で、背の高い刺客が楓牙に言ってたのが聞こえた」


「父さんと母さんが何で、殺されなきゃならないんだ……？」


　晄は震える声で尋ねた。


「わからない。師父は誰だれかに頼たのまれた。父さんは強かったから、師父は蜚を喚よんだ。父さん母さん、疫病にかかって死んだ。言葉が難しくて、あとはよくわからなかった」


　晄はそれを聞くと、也空から手を離し、家に向かって駆かけ出した。


「待って、晄。飼い葉は？」


　也空は、晄の後について走り出す。


　残った汪李は、


『あの部屋の会話が聞こえていただと？』


　也空の背中を目で追いながら、眉まゆをひそめた。





「舜兄、莉姉！」


　履くつを蹴け飛とばすように脱ぬいで、晄は莉由の部屋へ駆け込んだ。


　肩で息いきをし、もの凄すごい形相の晄に、舜と莉由は目を見開く。


「晄ちゃん──？」


「父さんと母さんは、本当は呪詛で殺されたって、あの蜚は呪術師が喚んだって──」


「どうしたんです？　落ち着いて話してください」


　一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを見せ、舜は穏おだやかに尋ねた。


「也空が聞いていたんだ。楓牙が刺客に尋じん問もんしてたのを──。あの刺客たちは、五年前に父さんと母さんを殺したやつらだったんだね!?　何で今まで黙だまってたの!?　どうして父さんと母さんは殺されなきゃならなかったの!?」


「晄ちゃん、そこに座って。今、莉由ちゃんとその話をしていたところなんです」


　舜は静かに言った。晄は、昂ぶる気持ちをかろうじて抑おさえ、その場に腰を下ろす。


「魔ま法ほうの鼎かなえを欲しがっている人がいる──その話、ずっと前にしたことがあるでしょう？　多分、五年前も、魔法の鼎を奪うばうようにと、誰かが呪術師に依い頼らいしたんだと思います。でも、父さんはすごい呪具作りでしたからね。そんな呪術師に負けるはずありません。どうしても鼎を奪いたくて、呪術師は蜚を喚んだのだと思いますよ」


「鼎ぐらいで、父さんと母さんを……。あの時は、同じ村の人が何人も死んだ……」


　晄はうつむき、膝ひざの上に置いた拳こぶしを震わせる。


「ああいう人たちは、手段を選ばないんですよ。請うけ負った仕事は、どんな手を使ってでもやり遂とげる、そういうもんなんです」


「何で、俺に何も言ってくれなかったの……？」


「余計な心配をさせたくなかったんです。あの時は、晄ちゃんはまだ十歳だったし……」


　舜は、悲しげな微び笑しようを浮うかべた。


「舜兄、呪詛返ししたって……。だから刺客たちが仇かたき討うちに来たんだって？」


「あれは、仕方なかったのよ。お兄ちゃんが蜚の疫病を刺客たちに送り返さなかったら、晄ちゃんも村の人たちもみんな死んじゃうところだったんだから」


　莉由は慌あわてて言った。


「わかってる。あんな連中、死んで当然だ。わかってたら也空を止めないで、皆みな殺ごろしにしてやればよかった──！」


　晄はそこまで言って、ぶわっと涙なみだを溢あふれさせた。


「そんな風に思ってはいけません。お父さんとお母さんは、そんなこと喜びませんよ」


　舜が、晄の肩に手を置いた。


「泣かないで、晄ちゃん、泣かないで……」


　莉由はぽろぽろと涙をこぼしながら、晄の頭を抱く。


　胸の奥から、熱い固まりが喉のど元もとまで迫せまり、晄は何度も嚥えん下かする。


（泣いたらだめだ。俺が泣いたら、莉姉がもっと泣く……。舜兄が泣かないで一人でがんばってきたのに、俺がここで泣いたら……）


　晄は、腕で両目を押さえたが、涙は止まらなかった。








　翌日、楓ふう牙がは累るい焰えんを伴ともなって晄こうの家を訪おとずれた。


　晄は庭先で、也や空くうと一いつ緒しよに馬車の手入れをしている。


「晄──」


　手綱を引き、晄の背中に声をかけると、ピクリと晄の肩が上がった。


「こんなにいい天気なのに、今日は畑に行かなかったのか？」


　ふり返った晄が、笑え顔がお一つ見せず、目ばかりが妙みようにぎらぎらとしていたので、楓牙は驚おどろいた。


「積み肥入れがだいたい終わったからね。今日は何の用？」


「あ？　ああ。ちょっと舜しゆんに用があって。工こう房ぼうへ行ったら、今日は休んでいると──」


　楓牙は馬を下りて、手綱を杭に結ぶ。


「あの刺し客かくたちのこと？　依頼主、誰だかわかった？」


　晄は作業の手を止めて、楓牙のもとに走り寄る。


「いや。ただ、あやつらの名とかその程度のことだが、一応知らせようかと思って──」


「他ほかにも仲間がいる？」


「寓ぐう使いの少年が一人逃とう走そう中だ。年若いわりには手練てだれの呪じゆ術じゆつ師しらしく、累焰の占術をことごとくかわしている。また、襲おそってくるかもしれないから注意しろよ」


「そうだね。……注意するよ」


　晄は薄うすく笑った。まるで、襲ってくれたら嬉うれしいとでもいうように──。


「どうしたんだ？　何だかいつもと違ちがうぞ」


　楓牙は晄の肩かたに手をかけて軽く揺ゆさぶった。晄は、ハッと目覚めたように目を見開く。


「ううん。何でもない。俺はいつも通り元気。舜兄にいは中にいるよ」


　晄は笑ったが、目だけは冷たく醒さめていた。


　楓牙と累焰は居間に上がり、囲い炉ろ裏り端ばたに腰こしを下ろすと、傍かたわらに剣けんを置く。


　莉り由ゆうが觥さかずきを二つ運んで来て、楓牙と累焰の前に置いた。


「どうぞ。兄は今参ります」


　そう言って、すぐに奥へ引っ込んだ。無ぶ愛あい想そうなのはいつもだが、何となく生気がない。


「いったい、何があった？　晄も莉由も何だか変だったぞ」


　居間に現れた舜に楓牙は尋たずねた。


「お父さんとお母さんの死の真相を知ってしまったんです。でも、どうかお構いなく。これはうちの問題ですから」


　舜はほんわり笑ったが、さすがに疲つかれの色は隠かくせない。


「……気の毒に。さぞかし驚いたろうな」


　楓牙は、開け放った戸の向こうで、馬をくしけずっている晄を痛ましげに見る。


「それで、今日は何のご用です？」


「ああ。例の刺客たちについて、わかったことを知らせておこうかと思って」


　楓牙は觥を手に取った。


「五年前、刺客に晄の暗殺を依頼した者がわかった。庇ひ邑ゆうに住む貴族だ」


　楓牙は探さぐるように舜を見つめたが、舜の表情は変わらない。


「派は閥ばつとしては陽よう甲こう派に属するが、依頼した当主はすでに他界している。残された縁えん者じやは、亡なき当主がそんな依頼をしたことは知らないようだ。累焰の占術でわかったのはそこまでだが」


　舜は無言で端たん座ざしている。彼が、両親を死に至らしめた元げん凶きように対してどう思ったのか、彼の表情から読み取ることはできなかった。


「五年前の蜚ひの事件に関かかわった者で、残っているのは寓使いの少年だけだ。その少年が今回の依頼主との連れん絡らく係を務めていたらしい。捕とらえた刺客たちは、大したことは知らされておらず、依頼主について詳くわしいことは何もわからない。妙なことに、その少年と依頼主だけは占術に現れないのでな」


「妙ですか？」


　舜は首を傾かたむけた。


「依頼主も寓使いも、累焰の占術から身を隠すほどの呪術師でありながら、仲間の刺客にはその呪を施ほどこさなかったのだぞ。だから、私にも、あの夜に晄が襲われることがわかったのだ」


　それを聞いて、舜の笑みが微かすかに強こわばる。


「汪李に守られた晄を殺すことなどできないことぐらい誰でもわかる。依頼主の目的は、刺客に晄の暗殺を成じよう就じゆさせることだったのだろうか。私には別の目的があって刺客を寄こしたように思えてならないのだが──？」


「何です、その別の目的というのは？」


「それは私にもわからん。お前には心当たりがあるかと思ったのだが……」


「いいえ、僕にもまったく」


　舜はいつもの笑えみを浮かべ、


「貴重なお話をありがとうございました。僕、急ぎの仕事があるんです。お構いできなくて、すみませんでしたね」


　と、軽く辞じ宜ぎする。これ以上の詮せん索さくは無用と言いたいのだろう。


（相変わらず、喰くえない男だ）


　楓牙は、舜を一いち瞥べつすると立ち上がった。


　外へ出ると、晄は楓牙の馬にも飼い葉をやっていた。


「帰るの？」


「ああ。今度、時間が取れたら、乗馬を教えに来てやろう」


「うん。楽しみにしてるね」


　口ではそう言うが、少しも嬉しそうには見えなかった。


　累焰は、そんな晄をじっと見つめていた。


「楓牙様──。晄殿どのを取り巻く光の色が、ずいぶんと変わっております」


　帰りの馬上で、累焰は言った。


「光の色が？」


「晄殿を取り巻く光は、清と濁だくとが入り混じってはいるものの、これまではそれなりに安定しておりました。それが今では禍まが々まがしいほどに濁にごっておりまする」


「そうか……」


　五年前の事件の真相を知って、それほどまでに傷ついたのかと、楓牙は切なく思う。


「舜殿のことゆえ、すでに気づいているとは思いまするが、気をつけねば、妖あやかしに魅み入いられたり、病に罹かかったりしまうやもしれませぬ」


　楓牙はそれを聞いて、手た綱づなを引き絞しぼって馬を止め、晄の家をふり返る。


「戻もどられますか？」


　累焰の問いに、楓牙は逡しゆん巡じゆんしたが、


「いや、止やめておこう。舜は私が関われば関わるほど、意地を張る」


　と、視線を前に戻す。


　依い頼らい主の目的は、五年前の事件を晄の耳に入れるためだったのかもしれない。そして晄を弱らせ、あらたな呪じゆ詛そをかける──。


　汪李が守っているのだ、妖には魅入られまい。疫えき病びようの呪詛を見事に返した舜が、晄が呪詛にかかるのを防げぬわけがない。


「私が晄のそばについていても役には立たん。最優先しなければならないのは、三つの邑を滅ほろぼした妖の探たん索さくだ」


　それ以外に、亳はく邑ゆうの領主としての通常の仕事も滞とどこおらせることはできない。やらなければならないことは山ほどある。


　胸によぎる寂さびしさを振ふり払はらい、楓牙は馬の腹を蹴けった。








「晄ちゃん、もう少し食べないと──」


　舜は、なかなか中身が減らない晄の椀わんを見て、心配げに言った。


「お兄ちゃんの野菜丸ごと雑ぞう炊すいよりは、美味おいしくできてるはずなんだけど」


　莉由は努めて明るい声を出す。


　思いっ切り泣いて少しは気が晴れたのか、それともいつまでも寝ね込んでいると、晄が立ち直れないと思ったのか、今日は一日起きていて今まで通りの家事をこなした。


「あ、うん。美味しいよ」


　晄は、無理して粥かゆを口に運ぶ。


　莉由がせっかく作ってくれたのだから、がんばって食べなくてはと思うのだが、腹の辺りがじりじりと熱くて食しよく欲よくが出ない。


「莉由の御ご飯はん、美味しい。おかわり」


　逆に、也空の食欲はいつもの倍以上だった。


『それだけ食ってまだ足りぬのか。お前の腹はいったいどうなってる』


　晄の腕うでに絡からまっている小こ蛇へびが呆あきれて言った。


　汪おう李りはほとんど物を食べない。飲んだり食べたりできないわけではないが、食事の必要がないらしい。


「也空、いくら食べてもお腹なかいっぱいにならない。鼎かなえの御飯、美味しい。でも、何かまだ食べたい。何か足りない」


　粟あわ粥がゆを搔かき込みながら、也空は首を傾かしげる。


「食べることは、生きることと直接つながっています。食欲があるのは元気な証しよう拠こ、いいんじゃないですか」


　舜はほんわり笑ったが、


「ちょっと異常よ。この調子で也空に食べさせてたら、うちの粟あわびつは一ひと月つきも経たたないうちに空っぽよ。この冬をどうやって乗り切るの」


　莉由はしかめ面つらをする。


「ごちそうさま」


　晄は何とか一いつ杯ぱいの粥を食べきり、椀を置いた。


「何か疲れた。部屋へ行ってるね」


　と、腰を上げる。


　舜と莉由の心配そうな視線を感じたが、取り繕つくろう余よ裕ゆうもなかった。


　部屋へこもると、灯あかりも点つけずに壁かべに背中を預けて膝ひざを抱かかえる。今なら、つい昨日までの莉由の気持ちがよくわかる。何も楽しくない、何もしたくない──。


　頭の隅すみに、刺し客かくたちの顔が貼はりついていて離はなれなかった。


「あいつらが、父さんと母さんを殺したんだ……」


　いつも穏おだやかに笑ってた父、明るくて優やさしかった母──。


　二人が死んだ時のことはよく憶おぼえていない。しばらく信じられなくて、どこかにいるんじゃないかと思って、捜さがして歩いた。死んだと言い聞かされて、涙なみだが尽つき果てるまで泣いて、その後、同じ疫病に罹った。


　病なら仕方がない。そう思って諦あきらめたのに──。


「畜ちく生しよう……！」


　晄は唇くちびるを嚙かむ。胸の奥が熱く、ちりちりと痛みさえ伴ともなって燃える。


「晄」


　也空が、部屋へ入って来た。部屋は真っ暗だったが、彼は夜目が利きく。迷うことなく晄の所へ来て隣となりに座る。


「晄、元気ない。御飯食べない。悲しい？　悔くやしい？」


「うん……どっちも。怒おこってるのかも、いや、憎にくいと思ってる……」


「憎い？」


「あいつらが憎い。父さんと母さんを殺したあいつらが、許せない──」


　言葉に出してみると、押し込めていた感情が見る見るうちに膨ふくれあがって、溢あふれてくる。


「八つ裂ざきにしても飽あき足たらない！　父さんや母さんが味わった以上の苦みを味わわせてやりたい！」


『晄──。それでは、あの刺客と同じではないか。あやつらも師父を失い、仇かたきを討うちに来たのであろう。そんなやつらと同じものに成り下がるな』


　それまで黙だまっていた汪李が、静かに言った。


「わかってるよ！　だから、俺は復ふく讐しゆうしになんか行かない！　でも、憎いものは憎いんだ！　我が慢まんできないんだ!!」


　涙がこみ上げてきた。体の芯しんが熱くて、苦しかった。


　ふと、汪李が体を強こわばらせる。


『也空？』


　なぜか、汪李は也空の名を呼んだ。そう言えば、也空の気配がない。


　突とつ然ぜん、ガッと喉のどをつかまれ、晄は小さく悲鳴を上げた。


『よせ』


　汪李が素す早ばやく人ひと形がたになった。何かの術なのか、汪李の銀の髪かみが光を孕はらみ辺りを微かすかに照らす。


　晄の喉をつかんでいたのは、也空だった。その腕を汪李がつかんでいる。


「……ごめんなさい。何か、也空、変……」


　驚おどろいたような困ったような顔をして、也空は手を引っ込めた。


「何でだろ……、也空、何でこんなことしたのか、わからない」


　也空は自分の手首を握にぎり、首をひねっていた。








　細い月がようやく昇のぼった時刻、也空は、庭の隅にうずくまっていた。


　呻うめきながら、腹に入っていた物をすべて吐はき出す。


『どこへ行っていた』


　人形の汪李が音もなく現れ、黄金こがね色の瞳ひとみで静かに也空を見下ろした。


「お腹が空いて……」


　也空は目め尻じりの涙を指先で拭ふく。


「もの凄すごくお腹が空いて、我慢できない……でも、食べられない……」








　亳邑城の楓牙のもとに、洛らく邑ゆう近くの山の中で、兎うさぎや狐きつねばかりか虎とらや狼おおかみまでもが四し肢しを引きちぎられて死んでいるという報告が届いたのは、翌朝のことだった。


「洛邑だと!?」


　楓牙は愕がく然ぜんとした。幸い人の被ひ害がいはなかったものの、手口から見て屈くつ邑ゆう、陶とう邑ゆう、陝せん邑ゆうを襲おそった妖と同じものに違ちがいない。


　洛邑は亳邑の東に隣りん接せつする小さな邑である。城下まで馬を飛ばせば一日半という距きよ離りにあり、眉び軍を備えていないため、亳邑から千乗の軍団を派兵してあった。


　妖がこのまま黄河沿いに下って来るのなら、間もなく亳邑に到とう達たつするはずだ。


「しばらくなりを潜ひそめていると思っていたが──」


　楓牙は文官武官それぞれの長を呼んだ。


「民たみにふれを出せ。しばらくの間、家から一歩も出るなと。邑の周辺や街かい道どうの警けい戒かいを厳重にするのだ！」
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「晄ちゃん、できましたよ」


　工こう房ぼうから帰って来るなり、舜が差し出したのは、魚を象かたどった青銅の珮はいだった。小指ぐらいの大きさの魚が三つ紐ひもでつながっていて、首にかければちょうど胸の辺りで魚が揺ゆれるようになっている。


　魚は一枚一枚の鱗うろこまで丁てい寧ねいに鋳ちゆう造ぞうされていて、まるで玉を彫ほったような精せい緻ちさだった。


「あら、懐なつかしい」


　莉由は晄の胸むな元もとで揺れる魚を見て、そう言った。


「これ、晄ちゃんがちっちゃい時、首に下げてたわよね。でも、前はお魚が二つじゃなかったかしら」


「そうだっけ？　憶えてないなー」


　晄は、魚を一つつまんでしげしげと眺ながめる。


「前の二つは、お父さんが作ったんです。もう一つは僕が作ってつなげました。お護まもりの呪じゆ具ぐですから、しばらくの間これを首に下げておくんですよ」


「うん、ありがと。でも、急にお護りなんて、どうしたの」


「晄ちゃんが元気なかったからですよ。元気がないと、病気になったり妖あやかしに取り憑つかれやすくなったりするんです」


　舜は微笑ほほえんだ。


「そう言えば、何かこの辺りにもやもやしてたのがすっきりしたかも」


　晄は魚ごと、自分の胸を押さえる。


「晄、何かいい感じ。也空もすっきり」


　也空も自分の腹を押さえる。


「汪李が外敵から晄ちゃんを守って、魚の珮は心を護って、これで一安心なので、僕はしばらく留守をしますけど」


　舜はバタバタと荷造りを始めた。


「工房に泊とまり込むの？」


　急ぎの仕事がある時は、何日も工房に行ったきり帰ってこないので、別に驚きもしないが、例の妖が、洛邑に現れたというおふれが回ったばかりなので不安である。


「いいえ。工房ではありません。だから、何か困ったことがあったら、里さと長おさか……、もしも、ものすごーく、ほんとにほんとに困ったことがあって、里長じゃどうにもならないことがあったら、楓牙王子様に相談してください。ほんとに、どうしようもない時だけですよ」


　念の押し方がしつこい。


「どこか遠い所に住んでる貴族のとこへ打ち合わせ？」


　呪具の注文があると、舜は直接そこへ出向いて形や意い匠しようなどの相談をすることがあるのだ。


「まあ、そんなとこです」


　舜は曖あい昧まいに笑った。


「ちゃんとお客様のいうことをよく聞いて、しっかり注文取ってきてよ。くれぐれもびっくりまなこの人面なんかを無む理り強じいしちゃだめよ」


　莉由はそう言って、舜を送り出した。


　舜が出かけてから、一日目は何事もなく終わり、二日目には楓牙と累焰が訪おとずれた。


「どうしているかと思って、見回りの帰りに寄っただけだ。長居はできん」


　楓牙は履も脱ぬがずに、土間で立ち話をする。


「この間より、ずっといい顔をしてるな」


　楓牙は晄の頰ほおを手の平で撫なでる。


「うん。色々あったけど……、舜兄いないし、あの妖が来るかもしれないって時に、昔のことでめそめそしてもいられない」


「舜がいないのか？」


「どこかの貴族のとこへ、青銅器のことで打ち合わせに行った」


「あいつめ、私の出したふれを無視する気だな」


　楓牙はフンと鼻を鳴らす。


　その時、莉由が客用の敷しき物ものを持って奥から出て来た。


「あら、王子。上がらないんですの？」


　彼女は楓牙にさっと視線を走らせると、敷物を持ってさっさと踵きびすを返した。


「莉由も元気そうで何よりだ」


　冷たくあしらわれたのに、なぜか楓牙は嬉うれしそうだった。


「舜が帰ってくるまでは、できるだけ毎日寄るようにする」


「無理しなくていいよ。楓牙、忙いそがしいでしょ」


「なに、見回りのついでだ。気にするな」


　楓牙はそう言って帰った。


「晄殿どのの光の色が、よくなっておりました。晄殿の首に下げられておりました魚の珮はい──あれが、濁だくを抑おさえているようでございます。さすが、舜殿。大した呪具作りだと申せましょう」


　城へ戻もどる途と上じようで累焰が告げた。


「そうか。だからいい顔をしていたのだな」


「けれど、あの光、あまりに危のうございます。晄殿の心の揺れに応じて色を変えるような代しろ物ものであるならば、呪具だけでは抑えきれぬこともありましょう」


　未来さき読みの占術師は、妙みような不安を感じていた。








　舜が出かけて、四日目──。


「たいくつー。どこにも出かけられないなんて、あまりにも暇ひまー」


　傾かたむきかけた日を眺めながら、晄は大きな伸のびをした。


「お買い物にも出られないから、御ご飯はんが困っちゃうわ」


　莉由は、蓄たくわえてある野菜や豆などの在庫を調べながら、溜ため息をついた。


「お肉が食べたい、お魚でもいい」


　也空は、鼎かなえをのぞき込んで指を咥くわえる。


「おふれを無視して猟りように行こうかなー。なんて、莉姉一人にしておけないし」


　庭に罠わなを張って、鳥でも捕とろうかと晄が外へ出ると、


『晄、気をつけろ』


　左ひだり腕うでの小こ蛇へびが囁ささやいた。汪李は鎌かま首くびをもたげて空を仰あおいでいる。


　青い空に、ひらひらと黒いものがいくつか舞まっていた。蝙蝠こうもりに似てはいるが、翼つばさとは別に前足がついている。


「寓──!?」


　晄の頭が、カッと熱くなった。


「この間は、お世話様」


　頭上から振ふってきた声に、晄はギョッとして辺りを見回す。


『右──。橡とちの梢こずえだ』


　汪李の声に従って、庭の奥にそびえる橡の木を見上げれば、大おお振ぶりの枝に寓使いの少年が腰こし掛かけていた。皮甲こうを着け、青銅の冑かぶとをかぶり、顔は冑の影かげになってよく見えないが、口元に不敵な笑えみを浮うかべている。


「お前、何をしに──」


　晄の胸の奥が、また熱くちりちりと痛み始めた。風もないのに珮の魚が揺れてぶつかり、硬かたい音を立てる。


「もちろん仇かたき討うち──と言いたいところだけど、僕一人ではどうにもならない。化蛇と戦うのはもうこりごりだし。せめて、五年前に殺し損そこねた末まつ弟ていをからかおうとね」


「五年前──、お前もあの一味に加わっていたのか」


「そう。あの当時、僕はまだ十歳だったけど、拾い子の中で、一番呪じゆ術じゆつの才能があったからね。師父が蜚を喚よぶ手伝いをさせてもらったんだ」


　晄はぎりっと奥歯を嚙かむ。珮の魚が、まるで生きているかのように飛び跳はねた。


『挑ちよう発はつに乗るな』


　汪李はそう言うが、両親の死がつい昨日のことのように思え、あの時の悲しみが同じ大きさで晄の胸を押しつぶす。


「そうだよ、いいね。そうやって僕を憎にくむがいい。殺すな、かわいそうだ、だって？　師父や仲間を殺された時よりも、その言葉を聞いた時の方が悔くやしかったよ。そんなきれいごとを言えるのは、本当の意味で飢うえたこともなく、死の恐きよう怖ふを味わったこともないからさ」


　少年は、目を細めて晄をじっと見つめる。彼は、晄の周囲を取り巻く光の色を視みているのだが、晄にはわからない。


「そうやって汚けがれていけばいい。それがせめてもの僕の復ふく讐しゆう──。優やさしい父さんや母さんに甘やかされて、世の中の汚きたないことを知らずに育ったお前が、僕は大だい嫌きらいだ」


　少年の唇くちびるが憎にく々にくしげに歪ゆがむ。


「五年前、お前の父親が、お前を守ろうと必死で師父と戦っているのを見た時は、本当に腹が立ったよ。蜚を喚ぼうと言い出したのは僕さ。単発で繰くり出される呪じゆ詛そと違ちがって、疫えき病びようは防ぐのが難しい。でも、本当の理由は、お前とお前の両親がじわじわと苦しみながら死んでいく姿を見たかったからだ。狙ねらい通どおりだったね。お前を残して死ななければならない尭の悲痛な叫さけびを、聞かせてやりたかったな」


「畜ちく生しよう──！」


　体中が燃えるように熱く、怒いかりで目の前が真っ暗になった。思わず少年のいる橡の木に向かって駆かけ出す。腕うでに巻きついている汪李が、『落ち着け』と腕を引いていることにも気づかなかった。


「お前の心が濁にごっていくのを視るのはとても気持ちがいい」


　突とつ然ぜん、無数の寓が現れ、橡の木を覆おおう。寓は晄の周囲にも飛び交かい、目に喰くいつこうとする寓を、晄は腕で顔をかばった。少年の耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。


「待て！　逃にげるな！」


　しかし寓が去り、晄が橡の梢を見上げた時には、すでに少年の姿はなかった。


　荒あらい息をつき、燃える目で晄は梢を睨にらみつける。


「晄ちゃん、なに騒さわいでるの？」


　莉由が家から出て来て、「何かいるの？」と一いつ緒しよに橡の梢を見上げたが、晄は莉由が来たことにも気づかなかった。


（許さない──。絶対に許さない。どんな手を使ってでも見つけ出して、今度こそ殺してやる）


　晄は、生まれて初めて人の死を心から願った。


　胸むな元もとで跳ねていた青銅の魚たちは動きを止め、だらりと下がっていた。





「晄……」


　也空は戸口に立ち尽つくし、橡の根本にいる晄を呼んだ。


　小さな、ひどく弱々しい声だった。


「也空、お腹なか、空いた。とてもお腹が空いたんだ」


　也空の頭の中で、誰だれかが囁いていた。


　──殺せ。


「お腹が空いて、我が慢まんできない……」


　──殺せ、殺して存分に喰え。


　頭の中の声は、次し第だいに大きくなり、いつの間にか鐃どうの音のように鳴り響いていた。


　──あれは、お前の獲え物ものだ。


　也空は気配を消し、タッと跳ちよう躍やくした。





　何の前まえ触ぶれもなく、晄は背後から喉のどをつかまれた。声も出せずに倒たおれ込む。


　莉由が悲鳴を上げた。


　仰あお向むけになった晄の上に、也空が乗り、晄の喉を片手でわしづかんでいた。


　愕がく然ぜんと目を見開く晄に、也空は白い歯を見せてニッと笑った。




五　囚とらわれた心







「動き始めましたか……」


　舜しゆんは両手に提さげた青銅の鉞えつに目を落とす。円い大きな目に歯をむき出した二つの人面鉞えつが、細かく振しん動どうしながら、人には聞こえない音を舜の耳に届けていた。


「急がなくては……」


　重い足を引きずりながら、舜は寒風吹ふきすさぶ山道を歩く。


　対ついの鉞を鳴らしている源を探すために、家を出てから四日が過ぎていた。源を置いた呪じゆ術じゆつ師しは探されることを予想していたのだろう、偽にせ物ものをいくつも置いていた。


　それらの罠に翻ほん弄ろうされながら、舜はあちこちを歩き回り、夜は木のうろや洞どう窟くつで眠ねむった。


　幸いにも晴天が続き、まだ初雪も降っていないので道を見失うことはなかったが、天候に恵めぐまれなければ凍とう死しは免まぬかれなかっただろう。


「あそこですか」


　舜は足を止め、尖とがった岩が林立する山の急きゆう斜しや面めんを見上げた。二つの人面鉞が、そこに源があると示している。回り道をさせられたために四日もかかったが、最短の道のりをとれば、家から半日で来られる場所だ。


「手間をかけさせてくれますね……」


　寒さと疲ひ労ろうで、思うように動かなくなった手足を叱しつ咤たし、舜は岩を登り始めた。
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「や、也や空くう……何で……？」


　喉を絞しめられ、声にならない声で、晄こうは言った。


　也空の、星のない夜のような瞳ひとみは霞かすみがかかり、どこに焦しよう点てんを結んでいるのかわからなかった。


　汪おう李りが素す早ばやく人ひと形がたに変化して、晄の喉をつかんでいた也空の腕をバッと引きはがす。也空はその手を振ふり払はらい、二に丈じよう近くも跳とび退すさった。


　一気に流れ込んできた空気にむせて、晄は咳せき込んだ。


『何をやっている。馬ば鹿か者ものが』


　汪李は晄を背にして、也空と向かい合う。


「喰う──」


　也空は嬉うれしそうに目を細めた。


　晄の背筋に悪お寒かんが走った。冗じよう談だんで言っているのではない。本気で晄を食べるつもりだ。


『血迷ったか』


　シュッと汪李の右手の爪つめが指の長さと同じくらいに伸のびた。炎えん招しよう戈か以外には断たてぬ、化か蛇だの鱗うろこが鋭えい利りな刃やいばに変化したのだ。


「也空の獲物──」


　ダッと也空は跳躍した。あまりの速さに、晄は彼の姿を見失う。


　汪李は地面を蹴けり、下降する也空の脇わき腹ばらを薙ないだ。銀の髪かみに、鮮せん血けつが散った。


　也空は体勢を崩くずし、晄のすぐ目の前に落ちた。汪李はすかさず也空の襟えり首くびをつかみ、広い庭の真ん中に放ほうり出す。


『逃げろ！　莉り由ゆうを連れて家の中に入れ』


　晄は、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ莉由の手を引き、走り出した。


（何で、いったい也空になにが起こったんだ……？）


　あまりのことに、晄は頭が真っ白になっていた。


　也空は、脇腹を押さえて立ち上がった。指の間からぼたぼたと血がこぼれているが、彼はさして痛そうな様子も見せなかった。


「お腹、空いた」


　無む邪じや気きに、白い歯を見せて笑う。


『化け物めが』


　汪李は黄金こがね色の目で、也空を睨み付けた。


　凄すさまじい攻こう防ぼうが始まった。汪李が本ほん性しようを現せば、風雨と稲いな妻ずまをもって也空をねじ伏ふせることができただろう。しかし、この場でそれをしたら、この辺り一帯が壊かい滅めつする。汪李の破は壊かい力はそれほどまでに凄まじいのだ。もちろん、人形の汪李が膂りよ力りよくと移動の速さにおいて、普ふ通つうの人間に劣おとるわけはない。だが、也空は汪李に引けをとらぬ戦せん闘とう能力を持っていた。也空は素早い動きと凄まじい跳躍力で、ことごとく汪李の刃から逃のがれていた。


　ほぼ互ご角かくの戦いに、先に倦うんだのは、也空だった。


「汪李、強い」


　突とつ然ぜん、也空は晄と莉由に向かって跳躍した。気配のない彼の動きは、次の動作を予測させない。走っては間に合わないと悟さとったのか、汪李は背に翼つばさを生やし、也空を追った。


　晄より一歩遅おくれて走っていた莉由の襟えりに、也空の指がかかった。


「キャアッ！」


　也空は莉由を抱かかえたまま横に跳び、汪李の爪から逃れる。


「莉姉りーねえ！」


　晄は手を伸ばして莉由を捕つかまえようとしたが、也空の素早さに敵かなうはずはなかった。


　家の壁かべを背にし、也空は後から莉由の首を腕うでで締しめ上げた。白い歯を見せてニッと笑う。


　莉由は苦しげに顔を歪ゆがめ、也空の腕をふりほどこうともがいた。


「也空、何で──何でこんな真似まねするんだ!!」


　ガタガタと身を震ふるわせて、晄は叫さけんだ。


「也空は狩かりをしている」


　彼は舌先で莉由の頰ほおを舐なめた。莉由は小さな悲鳴を上げて顔を背そむける。


「でも莉由は食べない。食べたいけど、食べられない。也空の獲物は、晄だから」


「ふざけるな!!」


　それまで晄の心を占しめていた恐きよう怖ふが消えた。代わりに、凄まじい怒いかりがこみ上げてくる。


　なぜ、突然也空がこのような所業に及およんだのか、なぜ也空が自分を食べたがるのかそんなことはどうでもよかった。


「狩りだと!?　人間を何だと思ってるんだ!!」


「なぜ？　晄も狩りをする。獣けものを殺して食べている」


　──命の重さはどうやって量る？　人の命が重いのは、人がそう決めたから？


　也空が刺し客かくを殺した時、そう尋たずねられたことを晄はふと思い出した。


　今でもその答えは見つからない。


（そんなことはどうでもいい。答えなんかないんだ！）


「この野や郎ろう!!」


　晄は腰こしの炎招戈を抜ぬいた。狩りだとほざく也空に、水妖の鱗をも斬きる戈ほこで、目に物見せてやろうと思った。


「俺を喰くいたいなら、かかって来い」


　怒りで体中がちりちりと熱く、鼓こ動どうに合わせて視界が明めい滅めつした。


（刺客は報ほう酬しゆうのために、父さんと母さんを殺した。舜兄にいは俺を守るために刺客を殺した）


　父と母を殺した刺客など、死ねばいい。父の死を喜んだ寓ぐう使いの少年も殺してやる。


　だが、莉由には死んでほしくない。


「命の重さなんて、みんな一人一人自分勝手に決めているんだ──」


　そう言った途と端たん、炎招戈が手から落ちた。乳白色の玉の色をしていた炎招戈が、普通の青銅に変じている。


「え？」


　晄は慌あわてて膝ひざをつき、炎招戈を拾おうとした。しかし、炎招戈は地面に吸い付いたように離はなれなかった。


『黄帝に見放されたか』


　汪李は眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。








　楓ふう牙がと累るい焰えんは、丘おかの上の馬車道を東に向かって馬を駆かっていた。いつものように、妖あやかしの侵しん入にゆうを防ぐために設けた濠ほりや砦とりでを巡めぐり、晄の家に寄って城へ戻もどるつもりだった。


　ふと、累焰は左手奥の山を凝ぎよう視しする。


「どうしたのだ」


「気が動いておりまする。あの辺りで何か大がかりな呪じゆ術じゆつが行われているようでございます」


　彼が見ているのは、山の中腹にある岩場で、葉を落とした褐かつ色しよくの木々の中に、そこだけ白くごつごつとした岩いわ肌はだがさらされている。


「呪術？　調べた方がいいか？」


「気にはなりまするが……楓牙様、急ぎ晄殿どののお宅へ参りましょう」


　累焰は前方の集落に視線を戻す。


　目を凝こらせば、山の中腹で行われている術は、晄の家の方角に及んでいる。術の軌き跡せきが目に視みえるなど、滅めつ多たにないことだった。


　このところずっと感じていた胸むな騒さわぎが、一段と強くなっていた。
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　墨すみを刷はいたような闇やみだった。


　天も地も、果てしなく遠く深く、ただ闇ばかりが続いていた。


　闇の中に、男が一人座していた。


　明かりがあれば、その男が、貴人であることを示す冕べんをかぶり、ゆったりとした玄げん端たんを身にまとっていることがわかったろう。


　男の前には、青銅の鑑かんが置かれている。中に水を入れ、姿を映す鏡である。


　しかし、鑑は男の姿を映してはいない。暗い穴のように闇が続いている。


　それでも男は、孤こ高こうの虎とらを思わせる鋭するどい目を鑑に落とす。


　常人には視えない光景が、そこには繰くり広げられていた。


「そうだ、喰え。お前の獲え物ものだ」


　男は鑑の彼方かなたにいるものに語りかけた。
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「也空、食べるために殺す。人間は食べなくても殺す。也空、悪くない」


　莉由の首を腕で抱えたまま、じりじりと也空は晄に歩み寄った。


　晄は魅み入いられたように、身動き一つとれなかった。見開いた目が也空を凝視する。


　汪李は、爪の刃を出したまま晄を背にして攻せめあぐねていた。下手へたに手を出せば、莉由の頸くびは也空に折られてしまう。


「也空……莉姉を放して」


　晄はようやく声を絞しぼり出した。


「だめ。放すと汪李が斬りに来る。晄を食べてから、莉由を放す」


　嬉うれしそうに也空は近づいて来る。


　その時──。


「晄!!」


　蹄ひづめの音とともに、楓牙の呼ぶ声が、晄の耳に飛び込んできた。


　一いつ瞬しゆん、也空の意識がそちらに向いた。


　その途端、バッと晄は襟えり首くびをつかまれ、宙を舞まった。汪李が晄を抱えて飛んだのである。


　汪李は晄を橡とちの木の梢こずえに乗せた。先刻、寓使いの少年がいた場所である。


『蚤のみや飛蝗ばつたなみに跳はねるやつだが、ここまでは届くまい』


「お願い、汪李。莉姉を助けて」


『わかっている』


　汪李はそう言うと、也空の頭上で旋せん回かいする。


「これはどういうことだ!?」


　楓牙は馬を下り、莉由を締め上げている也空と、橡の木につかまっている晄とを見比べた。


『見てわからぬか。こやつが血迷ったのだ』


　汪李は忌いま々いましそうに言った。


「也空は晄を狩る。楓牙は邪じや魔ましちゃだめ」


　也空は、悪戯いたずらっ子のように笑った。


「狩るだと──？」


　楓牙は目を瞠みはった。


　橡の木を見上げる也空の背に、突然矢が刺ささった。軽くのけぞり、也空はふり返る。也空の視線の先には弓を構えた累焰の姿があった。その隙すきをついて、楓牙は地を走り、剣けんを抜きざま莉由を縛いましめている腕に斬りかかる。バッと鮮せん血けつが飛び、莉由が悲鳴を上げて目を閉じた。


　しかし、也空は背に刺さった矢も、腕の傷きずも気にしていないようだった。先刻、汪李に裂さかれた脇わき腹ばらは、赤黒い口を開けてはいたが、すでに出血は止まっている。


「楓牙も強いね」


　也空は、心から感かん嘆たんしている様子だった。


「化け物か──？」


　楓牙が啞あ然ぜんとする間もなく、地を走る也空が楓牙の間合いに入った。


　殷軍最強といわれる奄三師の将を努めた楓牙である。剣の技わざで楓牙に敵かなう者は少ないと晄は聞いていた。しかし、也空は楓牙の刃はを紙かみ一ひと重えでかわしていた。累焰が矢を射って、ようやくできた隙に楓牙が刃を浴びせ、汪李が爪つめで裂くが、也空は平然としている。


　也空の足の甲こうが楓牙の側頭部を蹴けった。楓牙の体が宙を舞まい、地面に叩たたきつけられる。


「楓牙様！」


　弓を油断なく構えたまま、累焰が駆け寄った。楓牙は片手を地面につき、頭を振ふって起き上がる。受け身を取っていなければ即そく死ししていたかもしれない。


　楓牙は剣を拾うと再び立ち上がった。


　也空は、頭上を舞う汪李をつかもうと、右手を振り回していた。楓牙は血ち糊のりで切れ味の悪くなった剣を、也空に突つき立てようと突とつ進しんする。


　橡の梢に足をかけ、幹にしがみついていた晄は、自分がひどく震ふるえていることに気がついた。


　先刻までの目が眩くらむほどの怒りは、とうに消えていた。


　怖こわかった。


　也空が力加減を間ま違ちがえれば、莉由は死んでしまうかもしれない。


　也空は右手一本で戦っているので、楓牙たちの手足がもぎ取られるようなことにはならないだろうが、あの脚きやく力りよくで蹴られて受けそこなえば、命にかかわる。


　怖いのは也空ではない。彼らの死が恐こわかった。


「お願い……誰だれも死なないで」


　心臓が握にぎりつぶされるほどの恐きよう怖ふを味わいながら、晄は祈いのった。


　也空は高く跳ちよう躍やくし、楓牙の頭を蹴りに行った。楓牙は頭を低くして也空の足を避よけ、汪李がすかさず羽ばたいて、着地寸前の也空を背後から捕つかまえた。汪李は也空の額に左ひだり腕うでを回し、もう片方の腕うでで也空の右みぎ腕うでを押さえる。汪李の腹が、也空の背に刺さった矢をバキバキと折った。


『楓牙、行け！』


　裂れつ帛ぱくの気合いが楓牙の口から迸ほとばしった。楓牙は跳躍し、也空の左腕の付け根に上から剣を突き立てた。楓牙は片手で柄つかを握り、もう片方の手で也空の左手首をつかむと、ギリギリと手前に引く。也空の凄すさまじい膝ひざ蹴けりが楓牙の脇腹に入った。しかし、楓牙は手を放さない。也空の右手が楓牙の頭をつかむ。その手首を汪李が引きはがそうとつかんだ。


「楓牙！」


　晄は思わず叫さけんだ。


　楓牙の冠かんむりが外れ、長い黒くろ髪かみが散った。也空の指は楓牙の頭皮をじりじりと滑すべる。楓牙の額に幾いく筋もの血が伝った。也空の膝蹴りが再び楓牙の脇腹を襲おそう。それでも楓牙は手を放さなかった。


「ぬううっ！」


　楓牙は歯を食いしばり、剣の柄と也空の左手首を握り締しめ、手前に引いていく。也空の肩かたから血がこぼれ、莉由の衣ころもを濡ぬらした。莉由は蒼そう白はくで、目の前の楓牙を凝ぎよう視ししていた。


　也空の額に回した汪李の左腕の筋肉が細かく震える。骨を割らんばかりの力が、也空の頭にはかかっていた。


「ぐ──」


　也空の腕が少しずつ弛ゆるんでいった。


『今だ！』


　汪李は、背後から両手で也空の左腕をつかんだ。同時に楓牙は剣の柄から手を放し、莉由の腰こしに手を回して、下方へ引き寄せる。


　莉由は楓牙の腕の中に倒たおれ込み、汪李は也空を抱かかえたままザッと翼つばさを羽ばたかせて斜ななめ後ろに飛んだ。


　その隙に、楓牙は脚あしの立たない莉由を支えて、転がるように家の壁かべ際ぎわまで走る。


「楓牙様！　莉由殿！」


　累焰が駆かけ寄り、二人を背にして矢をつがえる。


（莉姉……助かった……）


　橡の枝の上に晄はへたりこんだ。あまりの安あん堵どで涙なみだがこぼれて来る。


（ああ、そうだったんだ……）
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　晄はようやく答えを見つけた。


（心があるから……人の命は重いんだ）


　死にたくないという思いは、すべての生き物にあるだろう。


　けれど、大切な人を失いたくないと思うのも、大切な人のために死ねないと思うのも、心がある生き物だけだ。


　中空では、也空が肩に剣を突き立てたまま、憤怒ふんぬの形相で自分を羽交はがい締じめにしている汪李の腕を引きはがしにかかっていた。


　妖の汪李が誓ちかったのは、炎えん招しよう戈かの使い手だ。彼には莉由を助ける義理などなかった。


　けれど、莉由がいなくなったら晄が悲しむ──きっと彼はそう考えた。


　誰かの死は、違ちがう誰かを悲しませることを汪李は知っているのだ。


（自分の都合で、命の重さを決めちゃいけない……）


　すべての人も、生き物も妖も、大切にされなくてはならない──。


　今まで当たり前に思っていたことを、忘れていた。


　──大切にされて育った人は、他ほかの人を大切にすることができます。


　舜の言葉が耳の奥に蘇よみがえる。


（あの、寓使いの少年は、自分が大切にされていると思ったことがないんだ）


　だから、晄を大切にしている父と、大切にされた晄を憎にくんだ。


（本当は、自分も大切にされたかったんだろう）


　晄の胸が痛んだ。彼を許す気持ちにはなれないが、身を焦こがすほどの怒いかりと憎しみは失うせていた。


　その時、胸むな元もとの青銅の魚が突とつ然ぜん、生き返ったように跳ねた。晄は三つの魚を握り締める。


（父さん、舜兄……）


　ふと、晄は誰かに呼ばれているような気がして、そちらに目を向けた。家の戸口近くの地面の上で、いつの間にか乳白色の玉の色を取り戻もどした炎招戈が明めい滅めつしていた。


（炎招戈が、俺を呼んでいる……）


　ゆっくりと明滅する淡あわい光は、何か言いたげだった。全ぜん滅めつした陝邑へ調査に行く前、これと同じようなことがあった。それで晄は陝邑に行こうと思ったのだ。


　晄は急いで橡の木を下り始めた。


　それに気づいた也空は嬉うれしげに目を細めた。汪李の腕を剝はがすと、後ろに手を回し、汪李の頸くびをつかんで投げた。そして橡の木に向かって跳躍する。


『晄！』


　汪李が大きく一つ翼を羽ばたかせ、晄をさらって上じよう昇しようした。


『なぜ下りて来た！』


「炎招戈が呼んでるんだ。俺をあそこまで運んで」


　晄は明滅を繰くり返している炎招戈を指し示す。


　汪李はほんの刹せつ那なためらいを見せたが、『わかった』と呟つぶやくと、一気に下降し、晄を炎招戈の前へ下ろした。


　晄は膝ひざをつき、炎招戈の柄に手をかける。


「お願い、也空の正気を取り戻させて」


　炎招戈は一いつ瞬しゆん、太陽のような眩まぶしい光を放ち、柄が晄の手に吸い付いた。晄は立ち上がり、背後に迫せまる也空を振り向むいて炎招戈を構える。光の明滅は止まっていたが、輝かがやきは失せていなかった。


　晄の顔をつかもうと也空は手を伸のばした。その手を晄は炎招戈で払はらいのける。刃は也空の親指の付け根をかすり、血ち煙けむりが上がった。


　晄は自分の目を疑った。これまで、也空の動きは素す早ばやすぎて、晄には見えなかったのだ。しかし今、晄は也空の動きが見えただけでなく、彼よりも素早く動くことができたのだ。


「ぬうっ」


　顔を歪ゆがめて也空は呻うめいた。剣けんで斬きられようと、矢が突き刺ささろうと、汪李の爪で裂さかれてさえも、平然としていた也空が、初めて痛みを感じたようだった。


　也空は、血で染まった手を晄の喉のどに向けて伸ばす。汪李が間に割って入ろうとしたが、間に合わなかった。晄は素早く半歩身をずらし、也空の手首に炎招戈を振り下ろす。骨まで断たぬように晄は素早く炎招戈を引いたが、也空の手首は深く裂け、返り血が晄の頰ほおに飛んだ。也空は大きく後方に跳とび退のく。


「信じられん」


　楓牙は瞠どう目もくしていた。晄は、まともに武術を習ったことがないにもかかわらず、也空の動きを見切っているのだ。


　累焰には、晄の体に重なって二人の武人が戦っている姿が視みえていた。大昔の戦装束に身を包み、眩しく輝く炎招戈に手を添そえている。


「禹う王様と、湯とう王様──」


　かつての炎招戈の持ち主であり、晄と汪李が炎招戈に誓う場面に立ち会った二人が、晄に力を貸していた。


「晄ちゃん……」


　壁かべに背をもたせかけ、莉由も驚きよう愕がくに目を見開いて晄を見つめる。


　也空は荒あらい息をついて晄を睨にらむ。だらりと下がった右手からはぼたぼたと血が落ち、彼の足もとに血ち溜だまりが広がっていく。


「也空、正気を取り戻して！」


　晄は鋭するどい目で也空を見返した。


　しかし、也空は答えない。彼の黒い目には霞かすみがかかり、晄の声など耳に入らない様子だ。


　じっと也空の顔を見ているうちに、彼の心の声が聴きこえてくる。


　最初に晄が感じたのは、耐たえ難がたい空腹感だった。そして、次に晄の耳に届いたのは、


　──喰くえ。晄を狩かって餌えさにしろ。


　也空ではない、誰だれか別の者の意思。


（操あやつられている！）


　晄は愕がく然ぜんとした。考えてみれば、いくら正気を失ったとはいえ、晄を食べることだけに執しゆう着ちやくするはずがない。


（どうすればいいんだ……）


　晄のこめかみに汗あせが伝う。


　その時、まだ日が沈しずむ時刻でもないのに、急に空が暗くなった。


　じっと晄を睨み付けていた也空に、異変が生じていた。







[image: ]







　深い闇やみの中──。


　鑑かんをのぞき込んでいた男は、小さく舌打ちをした。


「小こ童わつぱめ、立ち直りおったか」


　獲え物ものを狙ねらう虎とらのような男の目が、剣けん呑のんに細められる。


「だが、まだ打つ手はある。化蛇を倒し、あの小こ娘むすめと楓牙を殺す──。要は、濁だくの光を再び強めればよいのだ」


　男は骨張った指を、鑑の中の水に入れた。


　禍まが々まがしい呪が唇くちびるの隙すき間まから漏もれる。


「目覚めよ。その本ほん性しようを現し、存分に暴れ回るがよい。そして──喰え」
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「今度は洛邑に妖が現れたそうだな」


　陽よう甲こう王は、笏しやくをパシパシと手の平に打ち付けながら、重屋の大室をうろうろ歩き回る。


「利り條じよう、せめて妖あやかしがこの王都にいつ現れるか、それだけでも占みえぬか。未来さき読みに長じたお前なら──。利條、いかがした？」


　王は、静かに端たん座ざしている利條が、自分の話を聞かず、あらぬ方に顔を向けていることに気がついた。


「何か感じたのか？」


　王は利條の前で背をかがめ、彼の端たん整せいな顔をのぞき込む。


「気が……。彼が大きな術を……」


　利條は、虚こ空くうを見つめ耳をそばだてている。


「彼？」


「主上。しばらくこの重屋の木の間をお借りしとう存じます」


　利條は王に視線を戻した。


　口元に浮うかぶ雅みやびな笑えみは消えていなかったが、目にはいつになく鋭い光が点ともっていた。







[image: ]







　黒い靄もやのようなものが空を覆おおい、太陽を隠かくした。辺り一帯が薄うすい闇に沈む。


　也や空くうの全身から、空を覆うものと同じ黒い靄が立ちのぼる。目は吊つり上がり、めくれた唇から異様に尖とがった歯がのぞいた。


　炎えん招しよう戈かに斬られた傷が、シュウシュウと湯気を立てて見る間にふさがっていく。背に刺さっていた矢がぽろぽろと地面に落ちた。肩かたに突つき立てられていた剣も抜ぬけ落ちる。


　晄こうたちは、呆ぼう然ぜんとその様子を見守る。


「オオオオオオ──」


　也空の口から、不気味な唸うなり声が発せられた。戦せん鼓こが轟とどろくような声だった。


　めりめりと音を立てて、也空の額の中央から、尖った角が生じた。手足の指が縮み、湾わん曲きよくした太い爪つめが生え、踵かかとの辺りに長い蹴け爪づめが伸びる。


　也空は、獣けもののように四つ這ばいの姿勢を取る。体は大きく膨ふくれあがり、顔が異様に長く伸びた。全身が真っ黒い剛ごう毛もうに覆われる。


「あれは……駮はく……？」


　累焰が、伝説の妖の名を呟いた。


　顔と体は馬に似ていた。だが、額には一本の角が生え、耳まで裂けた口からは虎のような牙きばがのぞいている。手足はまさに虎そのもので、指の先には鋭いかぎ爪がついていた。


　その異様な姿に、晄と莉り由ゆう、楓ふう牙がは言葉もなく、ひたすらおののいていた。


　駮は後ろ足で立ち、天に向かって咆ほう哮こうした。戦鼓のような音が地面を揺ゆるがす。


「噓うそだろ……」


　晄は悪夢を見ているような気がしていた。あの妖は本当に也空なのか。なぜ急に也空は妖になってしまったのか──。


　駮が地を蹴けった。人であった時とは比べものにならないほどの跳ちよう躍やく力だった。鋭いかぎ爪のついた前足が晄たちに向かって伸ばされる。


　咄とつ嗟さに晄は莉由を抱だきかかえ、楓牙と累るい焰えんが晄たちを背にかばった。凄すさまじい速度で飛ひ翔しようして来た汪おう李りが、ガッとその前足をつかむ。ずずっと汪李の踵が数尺も地面を擦こすった。


『逃にげろ！』


　汪李が叫さけんだ。


　取りあえず莉由を家の戸口に押し込み、晄は再び外へ飛び出す。


　楓牙は累焰の剣を構え、累焰は矢をつがえて、駮との間合いを取っていた。


　駮は脚あしを一ひと振ふりし、汪李を地面に叩たたきつける。汪李が体勢を整える前に、虎のような牙が汪李の喉に食いついた。化蛇の鱗うろこが食い破られることはなかったが、喉を圧あつ迫ぱくされ、汪李は苦しげに顔を歪ゆがめる。


「汪李！」


　晄は炎招戈を構え、駮に突とつ進しんした。


「也空！　汪李を放して！」


　駮はそれを見ると汪李を咥くわえて首を振ふり回し、地面へ放った。鋭い前足の爪が、炎招戈を持つ晄の腕うでを狙う。晄は素す早ばやく身をひねり、駮の爪をやり過ごすと、黒い前足に炎招戈を振り下ろした。しかし、駮はその一いつ瞬しゆん前に脚を引き、大きく後ろへ跳ぶ。


　累焰が駮の首を狙って矢を放った。しかし、矢ははね返されて地面に落ちる。


「人の武器は通用しないか──」


　楓牙は唇を嚙かむ。


　駮の吊り上がった目が楓牙と累焰に向いた。タッと跳躍すると、耳まで裂さけた口を大きく開いた。駮が着地する寸前、飛んできた汪李が楓牙と累焰をさらう。ガキッと牙が空を嚙んだ。


　汪李は二人を抱かかえて中空で停止し、ふり返った駮は、恨うらめしそうに汪李を睨んだ。


　──そうだ、暴れろ。殺せ。喰い尽つくせ！


　晄は、駮を操る声を聴いて戦せん慄りつした。異界から蘇よみがえったばかりの汪李も呪じゆ詛そをかけられ、怒いかり狂くるって暴れたが、彼は無意識のうちに人を傷つけることを避さけた。だが、駮は違ちがう。


　汪李と同じくらい、いや、もしかすると汪李以上の戦せん闘とう力を持ち、さらに人を殺すことを強しいられているのだ。


『──変化する。人ひと形がたのままでは、あやつを倒たおすことはできぬ』


　駮から目を離はなさぬまま、硬かたい声で汪李は言った。


『これだけの瘴しよう気きが覆っていれば、我の姿も隠してくれよう。万一人目に触ふれたとしても、皆みな殺ごろしにされるよりはよい』


「わかった」


　晄は急いで家に入り、居間に並べられている呪具の中から、円い青銅の盾たてを持ち出した。大きな目玉にニッと歯をむき出した舜しゆんならではの意い匠しようが施ほどこされている。汪李が異界から蘇ったばかりの頃ころ、雷かみなり除よけとして舜が晄のために作った盾だ。


　また、晄は別の戈ほこから長なが柄えだけを外し、炎招戈に結びつける。普ふ段だん、晄は炎招戈に長柄をつけていないが、戦車戦では身の丈たけ以上の長い棒をくくりつけ、敵の首を落とす武器として用いられる。


「晄ちゃん、何を──」


　家の中で外の様子を見守っていた莉由が、晄に気づいて目を剝むいた。


「俺が何とかする」


　晄は盾の革かわ帯おびに腕を通すと、炎招戈の長柄を持ち直した。


「何とかって、あんな化け物相手に何ができるの!?　危ないから止めなさい！」


「汪李と今の也空が本気でやりあったら、大変なことになる。炎招戈を使うしかない」


　晄は「だめよ、危ないわ！」と叫ぶ莉由の声を振り切って、外へ飛び出した。


　倒せるとは思っていないし、倒すつもりもない。あの妖は也空なのだから──。


（何とかして呪詛を解く方法を見つけなきゃ……）


　汪李の時は、鱗の間に刺ささった針が呪詛を受ける呪じゆ具ぐだった。きっと也空の体のどこかにも呪具が埋うめられているに違いない。


　外では、大だい蛇じやに変化した汪李の長い胴どうが、幾いく重えにも駮に巻きつき、ギリギリと締しめ上げていた。駮は虎とらのような牙で銀の鱗を齧かじっている。汪李の胴どう体たいの中で、駮は凄まじい力で抗あらがっているのだろう、汪李の体は震ふるえ、空の彼方かなたで長い尾おがのたうっている。


　少しずつ汪李の胴が弛ゆるむ。駮がその膂りよ力りよくで押し広げているのだ。


　ダッと駮が汪李から飛び出した。地面に降り立ち、荒あらい息をつく。


「也空！」


　晄は妖に向かって呼びかけた。楓牙と累焰が振り向むき、武装した晄の姿に目を瞠みはる。


「俺はここにいる。そんなに俺を喰くいたいなら来るがいい！」


　駮の目が晄に向いた。


　──嫌いやだ……殺せない。人を殺したらいけない……。


　晄は瞠どう目もくした。今のは也空の心の声だ。


「也空！　俺の声が聞こえるか!?」


　晄は呼びかけた。


　──殺せ。殺して喰らい尽くせ！


　しかし、也空の声は細くなり、代わりに別の意思が也空の心を塗ぬりつぶしていく。


「也空！　そんなやつの声に耳を貸すな！」


　晄は炎招戈を持って、駮に向かって駆かけ出した。背後で楓牙が何か叫んだが、晄は構わず走り続ける。


　駮の後ろ足が地を蹴った。額の一本角を晄に向けて一直線に駆けてくる。


　晄の口から雄お叫たけびが迸ほとばしった。自分だけの声ではない。炎招戈に宿る何かが、晄の口を借りて一いつ緒しよに叫んでいるような気がした。それが禹王と湯王のものだと、晄はおぼろに感じていた。


　突き出される一本角を盾で受け止め、身をひねって駮の力を後ろへ流すと、すかさず炎招戈で駮の脚を薙ないだ。しかし、その寸前に駮は跳躍し、刃やいばから逃のがれる。


　汪李の頭が晄の前に降りて来た。


『いきなり、何をするつもりだ』


「動きを止めたい。黄河へ誘さそい出して」


　駮から目を離さず、晄は言った。


『──乗れ』


　汪李は首を地面につけ、晄は大蛇の頭の後ろに跳とび乗った。


『我が眷けん族ぞくよ。参れ』


　雷かみなりのような声で、汪李は命じた。その途と端たんに、ザーッと豪ごう雨うのような音を立てて、黄河の方から銀色のものが矢のように飛んで来た。小こ化か蛇だである。


　小化蛇は駮の周りを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交かい、駮を攪かく乱らんする。


　苛いら立だたしげに駮はいなないた。小化蛇を爪で搔かき、角で突き刺そうとする。小化蛇は巧たくみに間合いを計り、少しずつ黄河に向かって後退していく。中には駮の移動速度に追いつけず、爪つめをかけられてしまうものもいたが、小化蛇の鱗は汪李と同じく、駮の爪では傷つかない。


　駮と小化蛇たちを囲むようにして、汪李の長い胴が黄河へじわじわと移動していく。


　丘おかの上の馬車道も、黄河上空も、黒い靄もやと黒雲に覆おおわれて、夕暮れ時のような薄うす闇やみが落ちていた。かねてから外出禁止のふれが出ていたことも手伝って、人ひと影かげは全くない。みな、家の中で息を潜ひそめ、この不ふ吉きつな雲の正体を訝いぶかっているのだろう。


　汪李はゆっくりと黄河上空で身を伸のばした。


　駮は、いつの間にか自分が黄河河岸にいることを、さして気にもしていない様子だった。うるさくまとわりつく小化蛇を角で追い払はらいながら、鋭するどい眼まな差ざしを晄に注いでいる。


『行くぞ』


　汪李は空に向かって咆哮した。バリバリと天が裂けるような轟ごう音おんとともに、黒雲に幾いく筋もの稲いな妻ずまが奔はしった。太い稲妻が続けざまに駮に突つき刺さる。小化蛇はさっと身をひるがえし、駮の体は不自然な姿勢で跳ね上がった。


　着地した駮の脚はふらついていたが、気を失うまでには至らなかった。漆しつ黒こくの体から黒こく煙えんを上げ、四し肢しを踏ふん張り、仰あお向むいて汪李を睨にらみ返す。


「稲妻も効かないのか……」


　晄は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。汪李が手心を加えているにしても、信じ難がたい生命力である。


　駮は身をたわめると、遥はるか頭上にある晄たち向かって跳んだ。鋭い牙が白銀の羽に食い込む。駮は翼つばさに牙きばを立てたまま、中空で頭を振りたくった。


　汪李の体が傾かたむき、晄は腿ももで汪李の胴を締め、銀のたてがみにしがみついた。


　汪李は大きく一つ翼を羽ばたかせた。凄すさまじい突とつ風ぷうが起こり、河原かわらの砂さ塵じんが舞まい上がった。丘の斜しや面めんに生えていた灌かん木ぼくの枝が折れて一方向に飛んでいく。


　牙が外れ、駮は風に流された。汪李の翼は傷こそついていないものの、生々しい歯形が残っている。


　駮は肉にく食しよく獣じゆうのようにしなやかな四肢で、丘の斜面を蹴け飛とばし、風に逆らって再び汪李に牙を剝く。汪李は稲妻を喚よび、中空を翔かける駮に雷らい電でんを浴びせた。


　バリッという大だい音おん響きようとともに、駮は吹ふっ飛ぶが、その余波で近くの木が燃え上がった。駮は宙で反転し、水際に着地する。


　駮が跳ちよう躍やくした。鋭い一本角の先は晄に向けられていた。晄は咄とつ嗟さに盾をかざし、角を受け止めるが、駮の力は凄まじく、晄は均きん衡こうを失って汪李の背からずり落ちそうになった。


　駮の牙が、炎招戈の長柄を咥えた。駮は頭を振って炎招戈を放ほうり出す。長柄から手を放すのが一瞬遅おくれ、晄は宙に放り出された。


「うわっ！」


『晄!!』


　汪李の絶ぜつ叫きようが妙みような方向から聞こえ、空が頭の下に見えた。
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　舜は岩にしがみついたまま後ろをふり返り、一カ所だけ不気味な黒い雲が低く黄河を覆っていることに気がついた。ちょうど、舜の住む集落の辺りだ。


「汪李さんが戦っている……？」


　一刻の猶ゆう予よもないことを悟さとった舜は、寒風が吹きつける岩場を再び登り始める。


　布に包み、背中に背負った二つの人面鉞えつが、激しく振しん動どうしていた。それを鳴らしているものは、とっくに見つけていた。しかし、一歩進めばそのぶんだけ遠ざかり、どうしてもそれに近づけなかったのである。施された呪じゆ術じゆつに幻げん惑わくされているのはわかっていた。


「どこかに、結界の要かなめがあるはず」


　と、舜はあちこち見回しながら、岩だらけの急きゆう斜しや面めんを登る。


　傾けい斜しやの鋭い岩場は両手両足を使わなくてはならないが、手足はかじかみ、ともすれば風に飛ばされそうになる。


「おっと──」


　足をかけた石が外れ、舜はずるりと斜面を滑すべった。急いで岩をつかみ、何とか滑かつ落らくを免まぬかれる。外れた石は、ガラガラと果てしなく坂を転がり落ちて行った。


「ここで僕が死ぬわけにはいきません」


　舜は歯を食いしばり、登とう攀はんを再開した。


　ふと、彼は左側方の木に、妙な気配を感じて首こうべを巡めぐらす。岩の間から生えた小木の枝に、干ひからびた寓の死体が引っかかっていた。


「あれですね」


　舜は背中に負った布包みの中から、共鳴する二つの人面鉞のうちの一つを出す。それを片手に持って、狭せまい岩いわ棚だなを横に移動した。小木に近づくと空いている手で岩をつかみ、鉞を小木の根元に振ふり下ろす。それを数度繰くり返すと、半ばまで叩たたき斬きられた木は、自らの重みでバキバキと折れた。枝に寓を引っかけたまま、木は岩の急斜面を転がり落ちていった。


　同時に結界が消失したのだろう、景色が一いつ瞬しゆん妙みように歪ゆがんだ。


　振動する人面鉞が示す方向を見上げれば、岩の隙すき間まに白くて丸いものが挟っていた。輪りん郭かくも色もはっきりと見える。


「今度は幻まぼろしじゃなさそうですね」


　舜は急いでそれに向かって岩を登った。
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　鑑かんの中の水が、いきなり波は紋もんを描えがいた。


「むう。誰だれぞが結界を破りおったか」


　深しん淵えんのような闇やみの中で、男は唸うなった。


「だが、破られたのは結界のみ。あやつを操あやつる呪じゆ詛そが解けたわけではない」


　男は自分に言い聞かせるように呟き、呪を唱えて水の波紋を抑おさえる。


「駮よ、行け。楓牙と莉由を嚙かみ殺し、晄を失意と憎ぞう悪おにまみれさせるのだ」


　鑑に向かって男は語りかける。


　しかしその時、再び鑑の水が乱れた。


「何──？」


　男は鑑の上に手をかざし、呪を唱えて水を抑えようとした。しかし、水面には次々と小さな波紋が生まれ、さざ波が立つ。


「私の術を邪じや魔まする者がいる……？」


　男は水を鎮しずめる呪を止やめ、鑑の水を乱す源を探さぐった。


「お前は誰だ！」


　かざした手の平に、怜れい悧りな気配がはね返って来た。男はその気配をよく知っていた。十五年間、自分の隣となりで占術を行っていた者の気配である。


「おのれ──利り條じよう!!」


　男──章しよう玄げんは、憎にくしみを込めてかつての朋ほう輩ばいの名を叫さけんだ。
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「もしかして、俺、また黄河に落ちた？」


　晄は辺りを見回した。


　温かい光が、晄を取り巻いていた。


　淡あわく、柔やわらかく、黄金こがね色と白とが入り混じったような色の光だった。それがまるで卵のように、晄を包んでいる。大きな腕うでに抱いだかれてゆっくりと揺ゆさぶられているように心地ここちよく、水の中にいるという恐きよう怖ふを全く感じなかった。


　光の壁かべの向こうは、濃こい闇に覆われていた。時折、頭上を走る閃せん光こうは汪李の稲妻だろう。その瞬しゆん間かんに黄おう褐かつ色しよくの水が照らされる。しかし雷かみなりの音も水音もせず、辺りは静せい寂じやくが満ちている。


「前にもこれと同じことがあったよな……」


　汪李が呪詛をかけられて暴れていた時、晄はやはり黄河に落ちた。しかし溺おぼれることはなく、今のように光に包まれ、そこで、不思議な声に呼びかけられたのである。


　姿は見えなかったが、その声は優やさしげな老人を連想させた。彼は、自分のことを河伯の使いだと言っていた。そして、炎招戈で化蛇を救ってやれと言って、晄を地上に戻もどしてくれたのである。


（もしかしたら、あの人が、也空を救う手立てを教えてくれるかもしれない）


　晄は、微かすかな希望を見みい出だし、


「河伯のお使いの方ー！」


　口に両手を当てて、大声で呼んだ。声は水に吸い込まれ、辺りは再び静寂に包まれる。晄は耳を澄すまして返事を待った。


　──お呼びでございまするか？


　しばらくすると、頭の隅すみで聞き覚えのある声がした。


「よかった、応こたえてくれた……」


　ホッと胸をなで下ろし、


「あなたにお願いがあるんです」


　晄は言った。


　──拙せつ者しやにできることならば、なんなりと。


「河岸で、馬に似た妖あやかしが暴れているの、知ってます？」


　──存じておりまする。


「誰かに操られているんです。呪具を取り除いてやれば、きっと正気に戻ると思うんですけど、その呪具のありかがわからない。もし、知っていたら教えてほしいんです」


　──知っておりまする。河伯も哀あわれに思われてございまするゆえ、救ってやりとう存じまするが……。


　声は、明らかに躊ちゆう躇ちよしていた。


「俺じゃ、呪詛を取り除けないの？」


　晄は不安になった。


　──あの駮には、幾いく重えにも呪詛がかけられておりまする。すべてを取り除くのは、難しゅうございましょう。おのれの意に反する行こう為いを強しいられ、駮は苦しんでおりまする。長く苦しませるよりは、炎えん招しよう戈かで滅ほろぼしてやりなさるがよい。河伯もそう仰おつしやっておりまする。


「滅ぼせって……」


　晄は愕がく然ぜんとした。


「嫌いやだ！　俺にはそんなことはできない！　呪詛が解けないから滅ぼすなんて、そんな酷ひどいことできないよ！」


　晄は光の壁に手をつき、いずこにいるとも知れない河伯の使いに向かって叫ぶ。


　──駮が、どのような妖であっても、構わぬと仰いまするか？


「構わない！　也空は悪くない。悪いのは操っている人間だもの」


　河伯の使いが、浅い吐と息いきをついたような気配がした。


　──駮は、身体からだと意思とをそれぞれ別の呪具を介かいして操られておりまする。身体は、四つの蹴け爪づめに埋うめ込まれた黒い玉。意思は、駮が以前に飲んだ水。水は深く身体の中に染しみ入り、取り除くことはできませぬ。呪詛を送っている源を断たてば、駮は自分の意思を取り戻しまするが、染み入った水はとうに駮の心を蝕むしばみ、駮に罪を犯おかさせました。


「罪……？」


　──取り返しのつかぬ、重大な罪にございまする。


「何なの、その罪って？」


　晄は尋たずねた。しかし、河伯の使いはその問いには答えなかった。


　──駮の犯した罪が許せぬと思うなら、滅ぼしてやりなされ。その方が駮には楽でございましょう。もしも、その罪をともに背負ってもよいというお覚かく悟ごがあるのなら、四つの蹴爪を断ちなさるがよい。


　彼の声は、次し第だいに小さくなっていった。


「待って、意味がわからないよ。俺にどうしろってこと!?」


　晄は、光の壁を叩いた。


　──御ご自じ分ぶんでお選びなされ。


　その声を最後に、河伯の使いの声は途と切ぎれた。


　いつの間にか、晄の周囲に無数の小化蛇が集まっていた。頭上で稲いな妻ずまが閃ひらめく度たびに、闇の中で銀ぎん鱗りんが輝かがやく。


　小化蛇は光の卵を取り囲み、晄を徐じよ々じよに上へと押し上げる。稲妻が照らす水面が近づき、やがて晄は水上に顔を出す。晄を包んでいた光は水面から離はなれると、小さな粒つぶになって舞まい散った。小化蛇は翼つばさを羽ばたかせて、晄を上空へと運ぶ。


『晄！』


　頭上で汪李が叫んだ。彼の頭が晄の前まで下降する。


『無事であったか』


　晄は汪李の背に乗り移った。数匹ひきの小化蛇が炎招戈を背に乗せて、晄に差し出す。


「汪李……。河伯の使いに会った。也空は罪を犯したって……。それが許せないのなら、滅ぼせ。罪を一いつ緒しよに背負う覚悟があるのなら、四つの蹴爪を断てって……」


『そうか……』


　汪李はただ一言、そう呟つぶやいた。


　晄は炎招戈を取り、河岸に目を移す。駮は全身から黒こく煙えんを上げ、それでも鋭するどい目を晄に向けていた。


　──戦いたくない。人を殺したくない……もう、終わりにしたい……。


　也空の心は切なげに訴うつたえる。しかし、同時に別の意思が、也空に殺せと命じ続けていた。


　晄の腹の底に怒いかりが沸ふつ々ふつとわき上がる。


「心を弄もてあそぶなんて──」


　こんなことは絶対に許せない。妖だからといって、心を踏ふみにじっていいわけがない。


「汪李、俺は也空を救いたい」


　晄は炎招戈の柄つかを握にぎり締しめた。


「蹴爪を断つ。汪李、行って！」


　晄の声と同時に、汪李は大きく一つ翼を羽ばたかせ、駮に向かって急降下した。翼が風を喚よび、黄河の水面が白い飛ひ沫まつを上げる。


　晄は両腿ももで大だい蛇じやの胴どうを締め、左手に盾たて、右手に炎招戈を構え、駮の四し肢しに狙ねらいを定さだめた。


　汪李の頭が駮の脇わきをかすめ、晄はすれ違ちがいざま炎招戈を一文字に薙なぐ。駮はよろめきながら跳とび退すさった。


　キン！　と、炎招戈の刃やいばが何か硬かたい物に当たる手て応ごたえがあった。


　駮は戦せん鼓こが轟とどろくような叫さけび声を上げ、竿さお立だちになった。右後足の蹴爪がちぎれ、漆しつ黒こくの玉が砕くだけて散った。


　汪李は上じよう昇しようし、大きく弧こを描えがいて駮に向き直る。


『もう一度行くぞ』


　汪李は大きく一つ羽ばたいた。一気に降下し、晄は両前足を狙って炎招戈を左から右へと薙ぐ。右の蹴爪は何とか断ったが、その瞬間に駮は後方に跳ちよう躍やくし、左の蹴爪に炎招戈は届かなかった。汪李が片かた翼よくだけ羽ばたき、間合いを詰つめる。晄は刃を返して、今度は右から左へ炎招戈を薙いだが、駮の速さの方が、ほんの少しだけ勝まさり、刃は虚こ空くうを斬きる。


　着地した駮は、間かん髪はつを容いれずに晄に向かって跳ぶ。二つの呪具を取り除いたせいか、也空の動きが鈍にぶくなっていた。しかし長なが柄えの戈ほこは、次の攻こう撃げきを繰くり出すまでに手間がかかる。腕を大きく開いた晄の胸むな元もとへ、駮の左前足が伸のばされた。


　汪李が翼で駮を叩たたき落とし、急きゆう上じよう昇しようした。駮は宙でもんどり打って、黄河の水際に降り立つ。汪李は旋せん回かいし、再び駮に向かって降下した。


　汪李は跳躍する駮の腹の下をすり抜ぬける。晄は炎招戈を振ふり上げて、頭上を通過する駮の左後ろの蹴爪に狙いを定めた。身を反らし、一気に振り下ろす。蹴爪が飛び、中から漆黒の玉が外れて黄河に落ちた。汪李は頭を持ち上げて急上昇に移る。


「あと一つ──」


　晄は肩かたで息いきをし、汗あせでぬるつく炎招戈の長柄を持ち直した。


　駮は黄河の浅い水際に着地し、頭上を舞う大蛇を仰あおいでいる。


　──苦しい……。早く終わりにしたい。


「待ってて、もうすぐだよ」


　汪李は旋回し、駮に迫せまる。


　突とつ然ぜん、駮は踵きびすを返した。不格好な姿勢で河原かわらを駆かける。駮の視線は晄の家の方に向いていた。


　──姉と楓牙を殺せ。晄の心を濁にごらせるのだ。


　也空を操あやつる声が、晄の耳に届く。


「あいつ、莉姉たちのとこへ行くつもりだ！」


　晄の声と同時に、小化蛇の群れが駮の行く手を遮さえぎる。しかし、駮は小化蛇など眼中にない様子で、丘おかを駆け上がり始めた。汪李は急旋回して回り込み、長い尾おで駮を丘からはたき落とす。


　駮は宙で体勢を整え、河原に降り立った。汪李は弧を描えがきながら駮に向かって降下する。跳躍した駮の角は、まっすぐ晄の顔に向けられていた。晄は盾をかざし、駮の左前足を狙う。


　ガキッ！


　金属がぶつかり合うような音をたてて、駮は鋭い牙きばで盾に嚙かみついた。同時に炎招戈が、最後の蹴爪を削そぐ。
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　駮は盾を咥くわえて、汪李の背を蹴けった。しかし、盾についている二本の革かわ帯おびが晄の前ぜん腕わんに食い込み、盾を手放せない。晄の腿が汪李の背から浮ういた。


「うわっ！」


　晄をぶら下げたまま、駮は盾を咥えて地上に降りる。


　飛沫を上げて水際に落ちた晄の胸を、駮の足が押さえた。


　耳まで裂さけた大きな口が開き、鋭い牙が晄の喉のど元もとに当てられた。







[image: ]







　それは、ちょうど形も大きさも、髑髏どくろに似た白い陶の水みず瓶がめだった。


　舜は水瓶の中をのぞき込む。中には水が満たされていたが、透とう明めいなはずの水は、光を映さず黒く見えた。深い井い戸どをのぞいているような感じだ。


　水の中にはなぜか二人分の呪じゆ術じゆつの気配があったが、のんびり考えている暇ひまはない。二つの人面鉞えつが激しく振しん動どうしていた。


　岩にしがみつき、足場を整えると舜は人面の鉞まさかりを振り上げた。渾こん身しんの力を込めて瓶を叩き割る。水が飛び散ると同時に黒い靄もやのような瘴しよう気きが噴ふき上がった。舜は目を閉じ、顔を背ける。


　瘴気は薄うすく広がり、術の気配とともに大気に溶とけてなくなった。人面鉞の振動も止やんだ。


「手間をとってしまいました」


　舜は、遠い我が家の方をふり返る。集落を覆おおう黒雲から瘴気は消えていたが、果たして間に合ったのかわからない。


「晄ちゃん、莉由ちゃん、どうか無事でいてください」
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　ほぼ、同時刻──。


　闇やみの中、章玄は水瓶をのぞかれる気配を感じた。駮を操るために、山の岩場に置いた呪具である。


　結界を破った者が、その呪具にたどり着いてしまったのだ。


　章玄は焦あせった。


「先にあやつを始末せねば……」


　彼は山に棲すむ雑ぞう妖ようを操り、水瓶のそばにいる者に差し向けようと呪を唱える。しかし、その呪は山の妖あやかしたちに届かなかった。章玄の呪術は、目の前の鑑かんを通じて、遠い山に置いた水瓶から放たれるのだが、鑑の水を利條が乱しているからだ。


「どこまでも邪じや魔まなやつ──！」


　寓使いに知らせるすべもなく、知らせたところで、寓の飛ひ翔しよう速度では間に合わない。寓使いは先刻まで晄の家のそばにいたのだ。


　章玄は歯がみし、鑑の水に両手をかざす。水さえ鎮しずめられれば、打つ手はまだあった。


　呪が紡つむがれ、揺ゆれていた水が少しずつ静かになっていった。しかし、完かん璧ぺきに波は紋もんを消すことはできない。


　章玄はさらに神経をとぎすまし、両の手の平に力を込める。こめかみから幾いく筋も汗が伝った。


　凄すさまじい呪術の圧力が、彼の手の平を押していた。鑑の水が震ふるえ、細かい飛沫が飛ぶ。


「ぬううっ」


　章玄は歯を食いしばり、手の平にかかる圧力に耐たえる。


　鑑の水が沸わき立つように泡あわを生じ始めた。ボコボコと音を立てて泡が弾はじけ、鑑そのものが小さく振動する。


「負けてなるものか……っ！」


　章玄は片かた膝ひざを立て、鑑に覆い被かぶさるようにして手の平を水面に押しつけた。


　パシッ──と、手の平に何かが弾ける感覚があった。


　水瓶が割れたのだ。


「くそっ！」


　これ以上水を鎮めようとしても意味はない。彼は最後に利條に向けてありったけの呪じゆ力りよくを放つと、かざしていた手を引いた。


　途と端たんに、鑑が跳はね上がり、水が凄まじい勢いで噴き出した。


　章玄は獲え物ものをしとめそこなった虎とらのような目で、鑑から噴き出る水を眺ながめる。


「利條め。このままで終わると思うなよ。いつか必ず──」


　章玄は立ち上がり、少しずつ水流を弱める鑑を一いち瞥べつすると、闇の奥深くへと姿を消した。
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「也空……」


　晄は半ば水に浸つかり、自分にのしかかっている妖の名をかすれた声で呼んだ。


　指一本動かすことができなかった。胸に乗っているのは駮の左前足だけである。蹴け爪づめの呪具をすべて取り除いたせいか、その足には大した力がかかっていない。しかし、足をつかんで払はらいのける力も湧いてこなかった。水への恐きよう怖ふが、晄を縛いましめているのだ。


　一方、汪李も小化蛇も息を呑のんでその場にとどまっていた。駮は晄の喉元に牙を当てている。下手へたに手を出せば、晄の喉のどが食い破られる危険があった。


　也空は餌えさを前にした獣けもののように、ぐるぐると唸うなった。


　──河伯の加護など恐おそれるな、喰くえ！


　呪じゆ詛その声は囁ささやき続け、疲つかれきった也空の心は萎なえかかっている。


（だめかもしれない……）


　晄がそう思った時、ピクリと駮の体が小さく痙けい攣れんした。焦しよう点てんが定さだかでなかった駮の目に、生気が戻もどる。


　駮は晄の喉から顎あごを外し、怪け訝げんな様子で天を仰いだ。瘴気が見る間に霧む散さんし、残るのは汪李が喚よんだ黒雲だけである。


（心を操る術が解けた──？）


　晄は、駮の心の中から、別の者の声が消えたことに気づいた。


　──ここは……。也空は今まで何を……？


　あまりにも幼い心はひどく動どう揺ようし、混乱している。


　駮は再び、晄に視線を戻した。


　殺せ──。


　駮の耳の奥には、まだその声が残っていた。その声が、まだ晄と出会う前、不可思議な闇の空間に閉じこめられた時に聞いた声だということを駮は思い出していた。


　その闇の中で、駮はひどい飢うえと渇かわきに苛さいなまれた。髑髏のような白い器うつわに入った水が、渇きを癒いやした。しかし、それもほんの一時のこと。晄を殺さなければ、殺して血をすすり肉を喰らわなければ、この飢えと渇きは収まらない。駮は漠ばく然ぜんとそう感じていた。


　それが、闇の中で飲んだ水による呪詛であることは駮にはわからない。舜が水瓶を壊こわし、脚あしに埋うめ込まれた呪具も外されたために、自分の意思と体の自由を取り戻すことはできたが、身体からだの隅すみ々ずみにまで行き渡わたった水の残ざん滓しが駮にそう思わせているということも、駮にはわからなかった。


　殺せ、殺せ、殺せ──。


　耳の奥で、声は囁き続ける。


『だめだ……』


　駮はぽつりと呟つぶやいた。シュウシュウと白はく煙えんを上げて、駮の体が人ひと形がたになる。


「也空──？」


　晄は瞠どう目もくした。


　也空の黒くろ髪かみは焼けこげて茫ぼう々ぼうと縮れ、両手足の内側の皮ひ膚ふが剝むけて血が滲にじんでいた。彼は左手を晄の胸に乗せたまま、深い闇を思わせる黒い瞳ひとみで晄を見つめる。


『也空、思い出した。也空は妖だった……』


　以前の也空とは異なる声こわ音ねだった。妖の声だと、今は晄にもわかる。


『也空はお腹なか空いてる。晄を食べないとお腹いっぱいにならない……。でも食べたくない……』


　黒い目が潤うるみ、也空は唇くちびるを歪ゆがめる。


『人も獣も、みんな也空の餌。お腹空いてれば、生きているもの、血の通うものはみんな狩かる。也空には命の重さの量り方がわからない。……でも、晄の命……重い』


　ぽろぽろと涙なみだがこぼれ、晄の頰ほおの上に落ちた。熱い涙だった。


『晄が死ぬのは嫌いやだ。生きている晄のそばにいたい……。なぜ、人を殺してはいけないのか、也空はようやくわかった……』


　也空は、晄の胸の上に顔を伏ふせ、右手で晄の衣ころもを握にぎって子どものように泣いた。


（答えを見つけたんだ……）


　晄の心に温かいものが広がっていく。晄は水に浸かっているせいでひどく強こわばっている腕うでを何とか持ち上げ、也空の頭を撫なでる。


　しかし、也空はその手をそっと押し返した。


『でも、也空はもう……晄のそばにいられない』


「え……？」


　也空は晄の肩かたを支えて立ち上がらせると、水際に落ちていた炎招戈を拾い、晄に持たせる。


『晄、也空を滅ほろぼして……』


「いきなり、何を──？」


　也空はひどく疲れたような、哀かなしい顔で晄を見つめていた。


「暴れたことを悔くいているの？　でも、それは呪詛のせいだし、みんな無事だったんだから、そんな気にすることないんだよ。何も死ぬほどのことじゃ──」


　也空は、静かに頭かぶりを振ふった。


『そうじゃない……。也空は取り返しのつかないことをした。滅ぼしてもらった方がいい』


　深い闇のような瞳が、切なげに晄を見た。


『也空は三つの邑の人たちを、全部──殺した』


「…………噓うそだろ」


　体中に悪お寒かんが奔はしり、晄はガタガタと震えた。濡ぬれた衣が氷のように冷たく感じられた。上空を漂ただよっていた汪李が人形に戻って、晄の傍かたわらに立ったが、晄はそのことにも気づかなかった。


『お腹が空いて喉が渇いて、我が慢まんできなくて、也空は狩りをした。でも、食べられなかった。どの人が晄なのかわからなかったから、全部試ためしてみた……』


　也空は目を伏せた。濃こい睫毛まつげの下からはらはらと涙が落ちる。


『悪いことをしたと……今はわかる。也空はこの世にいない方がいい。だから、滅ぼして……』


　晄は言葉もなく、炎招戈を握ったまま立ち尽つくす。


（そんな……也空が、三つの邑を滅ぼしたなんて……）


　視界が黒く狭せばまり、黄河の水音さえも聞こえなくなっていた。よろめく晄を、汪李が支える。


「俺は……どうしたら……」


　晄は炎招戈に目を落とす。震える指は、ともすると炎招戈の長なが柄えを落としそうになった。


　呪詛のせいだとはいえ、何千人もの命を奪うばった罪は償つぐないようもない。也空が言うまでもなく、自らの命で贖あがなわせるべきだろう。也空にとっても、罪の意識に苛まれながら生き存ながらえるよりは、滅ぼしてやった方が楽に違ちがいない。


　──駮の犯おかした罪が許せぬと思うなら、滅ぼしてやりなされ。その罪をともに背負ってもよいというお覚かく悟ごがあるのなら──。


　河伯の使いの言葉が、晄の脳のう裏りに蘇よみがえる。


『決めるのはお前だ。どちらを選んでも、我はお前に従おう』


　汪李は言った。


「也空を滅ぼすなんて、俺にはそんなことできない……」


　一いつ緒しよに背負うには、あまりにも重い罪だった。けれど、也空を失いたくない──。彼が、何千人もの人間を惨ざん殺さつした妖だと知っても、その気持ちは変わらなかった。


　──帰りたい。


　ふと、晄は、河岸に倒たおれていた也空を見つけた時、彼がそう願っていたことを思い出す。


　飢き餓がに苛まれ、也空は晄を捜さがして仕方なく黄河を下って来たのだろう。呪詛をかけられさえしなければ、遠い故郷で鳥や獣と同じような暮らしをひっそりと営んでいたに違いない。


　何も知らずに、人間に利用され、苦しんでいた也空──。


　也空に呪詛をかけた呪じゆ術じゆつ師しの目的は、晄を殺すことだったのだ。彼一人に、罪を負わせることはできない。


　晄は顔を上げた。


「也空、俺、お前の罪を一緒に背負う」


　也空は伏していた目を上げ、驚おどろいたように晄を見つめる。


「俺にはお前を滅ぼせない……。だから、生きて──一緒に罪を償おう」


『晄……』


　也空が何か言いかけた時、炎招戈が突とつ然ぜん明めい滅めつを始めた。晄は長柄を持ち直し、次し第だいに輝かがやきを増す炎招戈に目を瞠みはる。


「晄ちゃん！」


　その時、莉由が楓牙と累焰とともに丘おかの上から駆かけ下りて来た。


　炎招戈の光が也空を包む。


　晄たちが見守る中、光の中で也空は駮の姿に変わっていく。しかし、その身体を覆おおう毛は、以前のような漆しつ黒こくの剛ごう毛もうではなく、柔やわらかな光こう沢たくを孕はらんだ真しん珠じゆの色をしていた。


　尾おと瞳だけは黒いままだったが、額の一本角までもが磨みがかれた玉のごとく白い輝きを放った。


　輝く角を持った、美しく神こう々ごうしい真珠色の馬──。それが駮の本来の姿だったのだ。


「黄帝の御ご意い志しか、それとも河伯の望みなのか──」


　楓牙が呆ぼう然ぜんと呟いた。


　ふと、累焰は不思議な気配を感じて空を見上げた。


「あれは、天の園その──平へい圃ほを司つかさどる神、英えい招しよう……」


　累焰の呟きに、晄たちも天を仰あおいだ。


　東の空はすでに深い青に沈しずみ、西の空は残照が薄うすい雲を鮮あざやかな朱しゆ色いろに染めている。


　おそらくは幻まぼろしなのだろう、その神は半ば透すき通とおって見えた。馬の体に鳥のような大きな翼つばさ、人と同じ顔は慈じ愛あいに溢あふれ、真珠色に変じた駮を見下ろしている。


　英招の背後には、無数の馬がいた。也空と同じく、体は真珠色で尾だけが黒く、虎とらの牙きばと爪つめを持ち、額の中央に角が輝いている。


　英招が音もなく翼を羽ばたかせた。すっと舞まい降りて来る。その間に翼が薄うす絹ぎぬに変わり、四よつ脚あしの馬身が人の姿に変化する。


　也空の前に降り立った時には、英招は美しい女め神がみの姿になっていた。髪かみを高く結ゆい上げ、玉の簪かんざしをさし、半ば透き通った紗しやの衣を幾いく重えにも羽織っている。


　英招は母性に満ちた笑えみを浮うかべて也空を見つめる。


　──捜していたのですよ。


　英招の唇が動いた。しかし、声は頭の中で聴きこえる。


『誰だれ……？』


　也空は不思議そうに、女神を見つめ返す。


　──憶おぼえていないのも無理はありません。私は英招。駮、あなたを創つくったものです。あなたは仲間の駮とともに、平圃の護まもりに就つくはずでした。けれど、あなたを創って間もない頃ころ、大きな戦いくさが起こり、天が割れてあなたは地上に墜おちてしまったのです。本当はすぐに捜しに行きたかったのですけれど……。


　激しい戦いは長く続き、また戦が終わった後も、女神女じよ媧かが天を修復するまでには長い時を要した。天に平安が戻もどった後、彼女は墜ちた駮を捜しに地上へ降りたが、とうとう捜し当てることはできなかったという。天に戦を仕し掛かけたものが、いずれ手先に使うつもりで駮を英招の目から隠かくしていたのだろうと、彼女は言った。


　──黄帝のお力を借り、ようやくあなたを見つけることができました。


　英招の目が晄に向いた。


　──よく駮にかけられていた呪じゆ詛そを解いてくれましたね。感謝いたします。


　女神は微笑ほほえんだが、晄は呆然とうなずくことしかできなかった。


　英招は再び也空に視線を戻す。


　──私たちとともに平圃へ戻りましょう。そこがあなたの帰る場所です。


　也空は目を見開いた。彼の黒い瞳ひとみが揺ゆれる。


『也空は帰らない』


　白馬は小さく首を振った。


『也空は罪を犯した。でも、晄は也空を滅ぼさないと言ってくれた。也空は晄のそばにいたい』


　英招は微笑んだ。彼女は再び晄に視線を向ける。


　──駮はそう申しておりますが、あなたに駮を託たくしても構いませんか？


　晄は深くうなずいた。


「もちろん──。狙ねらわれたのは俺だったのに、大勢の人を巻き込んでしまった。俺は也空と一緒に、亡なくなった人に償いたい」


　命で贖う方法もあるだろう。けれど、今はまだ死ねない。舜と莉由、汪李を残して死ぬわけにはいかない。


「俺は炎えん招しよう戈かの使い手だ。他ほかの妖が也空のような目に遭あわないようにすることが、俺にできる償いだもの」


　自分でも意外なほど、しっかりとした声が出た。


　──黄帝は、きっとあなたがそう言うだろうと仰おつしやっていました。


　英招は駮に目を戻し、彼の頰ほおに触ふれる。也空は淡あわい霧きりに包まれ、人ひと形がたに変わった。


　──平圃で育はぐくむはずだった知ち恵えを、あなたに授さずけましょう。


　英招は透き通るように白い両手で、也空の浅黒い肌はだを包む。女神の額が也空の額に触れた。


　柔らかな光が、額から也空の全身に降り、やがて消える。


　──遠い平圃で、見守っていますよ。


　母のような優やさしい目で也空を見つめ、英招はそう言った。


　──駮をお頼たのみ申します。


　英招は、晄と汪李に微笑むと天を仰いだ。女神はゆっくりと空へ昇のぼり、やがてその姿は藍あい色いろの空に溶とけていく。駮たちは、名残なごり惜おしげに也空を見下ろすと踵きびすを返し、英招に従って姿を消した。


　晄たちは、黙だまってその姿を見送っていたが、ふと、也空が振ふり向いた。今まで幼い子のようにあどけなかった彼の表情が、成熟した大人のものになっていた。


『晄、私は炎招戈に誓ちかいたい。也空は罪を償うために尽くすと、黄帝と禹王、湯王に告げたいのだ』


　かつては、暗い穴のように何も映していなかった也空の瞳に叡えい智ちが宿っていた。瞳の奥には、深い慚ざん愧きと同時に、贖しよく罪ざいへの強い意志が刻まれている。


「うん。俺もちゃんと知らせたい。也空と一緒にがんばるって」


　晄は微笑んでうなずいた。


　也空は晄の前におごそかにひざまずいた。臣が君主に行う、最高の礼の姿勢を取る。
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『炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝、及および平圃の英昭に言上する。私は、自分の罪を贖あがなうことにこれからの時間ときを費す。炎招戈の使い手は、滅ほろぼされて当然の私を哀あわれみ、ともに罪科を負うと言ってくれた。私は晄の心に報むくいたい。私は晄に従い、終生の忠誠を誓う』


　也空は顔を上げ、漆黒の瞳で晄を見つめる。


　晄も也空を見つめ返した。也空の目は、星が満ちる夜空のようだと晄は思った。


「俺も黄帝と炎招戈に誓う。俺は、也空と一緒に罪を償つぐなう。もう二度と、妖あやかしが利用されて苦しむことのないようにしたい。もしも、何も知らない妖を操あやつって、悪いことを強しいるようなものが現れたら、俺はそいつと戦う」


　明めい滅めつしていた炎招戈の光が、晄を巻き込んで太陽のように眩まぶしく輝いた。


　累焰は、光の中に禹王と湯王、そして黄帝の影かげを視みた。彼は、晄が汪李と誓いを交かわした時のことを思い起こす。


「あのお二人も、こうやって妖を従えてゆかれたのでございましょう……」


　晄はいずれ禹王や湯王と肩かたを並べる存在になるだろうと、未来さき読みの占術師は思った。
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「どうした？　利條」


　陽甲王は、おそるおそる木の間をのぞいた。


　利條が重屋の木の間に一人で閉じこもってから、陽甲はしばらく他の貞てい人じんとともに大室で待っていたのだが、そのうちに、何やら騒そう々ぞうしい物音が木の間から聞こえてきた。


　貞人たちが、ただならぬ形相で「大がかりな呪じゆ術じゆつが行われておりまする」と告げた。


　物音はすぐに静まったが、利條がなかなか戻って来ないので、たまりかねた陽甲は木の間を訪おとずれたのである。


「お騒さわがせいたしました」


　利條は、いつもの雅みやびな笑みを浮かべた。


「何があったのだ？」


　利條の前には、青銅の鑑かんが転がっていた。水がこぼれて、たかむしろが濡ぬれている。


「鑑とはまた、お前にしては珍めずらしいではないか。お前が水をこぼすのも初めて見たが」


　未来さき読みの占術師、利條は滅めつ多たに鑑を用いない。千里眼の章玄はよく鑑を見ていたが──。


　しかも、常に冷静で身のこなしも完かん璧ぺきな利條が、鑑をひっくり返すなどという失敗をしたらしい。


「最後の一押しが抑おさえきれず──。私わたくしもまだまだ修しゆ行ぎようが足りませぬ」


　利條は自分の白い手の平に目を落とす。


「呪術を行っていると貞人たちが申しておったが──？」


「詳くわしいお話は後ほど。さすがに私わたくしも疲つかれました。しばらく休ませていただきとう存じまする」


　利條は脇わきに置いてあった笏しやくを持ち、優ゆう雅がに袖そでをひるがえして立ち上がった。




六　天てん帝ていの望み







「妖でしたって!?　操られていましたって!?　そんないいわけしたって、絶対に許さないからっ！」


　莉由は激しく肩を上下させ、涙なみだ目めで也空を睨にらみ付ける。


　也空と晄が炎招戈に誓う場面に立ち会い、しばらくは呆ぼう然ぜんとしていた莉由だったが、家に戻もどって事態の概がい要ようを知らされると、いきなり立ち上がり、水妖の王さえ倒たおせなかった妖を怒ど鳴なりつけたのである。


「言ったはずよ！　あたしの許しなしに五尺よりも近づいたら、御ご飯はん抜ぬきにするって！」


『済まなかった』


　也空はうつむき加減で、莉由の怒ど声せいを受け止めた。


「莉由の怒いかりは、そこか……」


「どうもそうみたい」


　楓牙は複雑な気持ちで莉由と也空を交こう互ごに眺ながめ、晄はあらためて莉由の気き丈じようさに感かん嘆たんする。莉由は、也空が三つの邑むらの人々を惨ざん殺さつした妖だということは知らないが、それにしても普ふ通つうは、今まで人だと思っていた居い候そうろうが実は妖であったことに、驚おどろいたり恐おそれたりするものではないだろうか。


「これだから、男って──！　身体からだがでかいとか、力が強いからって、好き放題やっていいってもんじゃないわよっ！」


　世の中のすべての男をひとくくりにしないでくれと、そこにいる男たちは思ったが、口には出さなかった。


　莉由は、キッと楓牙に振り向いた。楓牙は青ざめて半歩後ずさる。楓牙も莉由に五尺より近づき、腰こしを抱だきかかえて二に丈じよう近くも走ってしまったのだ。


（まさか、王子まで怒鳴りつける気じゃ──）


　その場の者は息を呑のんだ。思わず累焰は楓牙を背にかばう。しかし、


「ありがとうございました」


　莉由はさっと膝ひざをつき、正式な礼をとった。


　楓牙は啞あ然ぜんとして、しばらく莉由を見下ろしていたが、


「い、いや。礼には及ばぬ。領主として、民たみを守るのは当然のこと。こちらこそ、お前の気持ちも汲くまずに、強ごう引いんなやり方をして済まなかった。とにかく救わねばと、深く考えていなかったのだ」


　しどろもどろに答える。


「領主として……？」


　莉由は顔を上げた。目を瞬またたいて不思議そうに楓牙を見る。


「そうだ。お前は私の大切な領民の一人だ。死なせてはならぬと思った。……何か変か？」


「──いいえ」


　莉由は微笑ほほえんだ。普ふ段だんは、晄と舜にしか見せない極ごく上じようの笑えみだった。楓牙の頰ほおがほんのりと赤く染まる。


　領民の一人として、楓牙王子を誇ほこりに思う──。晄は、莉由の笑みの意味をそう感じた。


　けれども、ふた呼吸もしないうちに莉由の笑みは消え、（男おとこ臭くさいのが染しみついちゃったわ）とでも言わんばかりに、袖の匂においを嗅かいだ。





　その晩、楓牙と累焰は、晄の家に泊とまることになった。也空との戦いで負った傷は命にかかわるほどのものではなかったが、夜道を馬を走らせて城へ戻れるほど浅くはなかったからだ。


　ドン、ドンと、莉由は菜を盛りつけた青銅の簋きを、王子とその従者ずさの前に置き、


「何で、あたしに断りもなく、勝手に炎招戈に誓ちかっちゃうのよ。ずっとあんたをこのうちに置いとかなきゃなんないじゃないの」


　まだブツブツ言いながら、魔ま法ほうの鼎かなえから粥かゆをよそい、椀わんを也空に突つき出す。


『悪かった。だが、莉由の作る食事をこれからも食べられることになり、私は嬉うれしい』


　也空は微笑み、椀を受け取った。莉由はつんと横を向き、楓牙の眉まゆはピクリと跳はねる。


『そう言えば、晄は英招には誓わなかった』


　也空は、晄と誓いを交わす時、黄帝と炎招戈と英招に誓ったが、晄は英招の名を省いたのだ。


「ああ、あれ。俺、汪李の時、黄帝と炎招戈にしか誓わなかったから。なんか誓う相手の数が違ちがうのって差別してるみたいじゃない。俺、汪李と也空のどっちが好きとか、どっちが大切とか比べられないし、同じにしておきたかったんだ」


　晄は笑い、汪李は微かすかに頰を染め、『フン』と鼻を鳴らした。


「莉由は汪李が人ひと形がたでいるのを嫌いやがるのに、也空には人形を許し、食事まで作ってやるのはなぜだ？」


　実は、楓牙はそれが気になって、先ほどからやきもきしていたのだが、それは累焰にしかわからない。


「也空は、魔法の鼎で作ったものしか食べられないんだから、しょうがないじゃないですか。馬を家の中に入れるわけにも行かないし。もちろん、食事以外の時は、馬の格好で外にいてもらいます」


　憮ぶ然ぜんと莉由は答えた。身体の隅すみ々ずみまで行き渡わたっている呪じゆ詛その水のせいか、也空は未いまだに魔法の鼎で煮に炊たきした物しか口にできなかったのだ。


「そうか……そうだな」


　楓牙はじーんと感無量な様子でうなずく。言い方はきついが、やはり莉由は心根の優やさしい娘むすめだと思ったからだが、何よりも楓牙が感動したのは、


（私に対して、こんなに莉由が長く喋しやべってくれたのは、初めてではないだろうか……）


　ということだった。


「角のある馬がいるのを誰だれかに見られたら大おお騒さわぎになっちゃうよ。外に出すんだったら、普通の馬に変化してもらわなくちゃ。一番いいのは、汪李みたいにちっちゃくなって、腕うで輪わのふりとかできると便利なんだけど」


　晄が言うと、


『やってみよう』


　也空は、椀を囲い炉ろ裏りの縁ふちに置いて土間へ降りた。彼の姿が雪のように白い馬に変化した。角はなく、足にも普通に蹄ひづめが生えている。ちょっと立派すぎるというところをのぞけば、どこから見ても完かん璧ぺきに普通の馬である。


「おおっ」と、囲い炉ろ裏り端ばたから驚きよう嘆たんの声が上がった。


　白馬は栗くり毛げ、鹿か毛げ、黒鹿毛、青毛と次し第だいに色を濃こくしていく。


「也空、すごい──」


　晄は目を丸くした。本ほん性しようが馬に近い妖ということもあるが、最後まで馬になれなかった汪李とはえらい違いである。その汪李はつんと横を向き、見ないふりをしていた。


　すーっと小さくなり、手の平に載のるほどの大きさになった時には、「あら、可愛かわいい」と、莉由は微笑んだ。


　也空は、冑かぶと、被ひ搏はく、身甲こうなどの防具や、太刀たち、剣けんなどの武器、盥たらいや瓶かめなどの日常生活用品にまで変化した。どれも二つの黒い目の模様と、その上に微かに盛り上がる角の痕こん跡せきがなければ、也空なのか本物の盥なのか、区別がつかないほど見事な変化だった。


　中でも莉由が気に入ったのは履くつだった。白く上品な形の皮の履で、つま先に小さな花の飾かざりがつき、足に結ぶ紐ひもにはいくつもの玉が通されている。


「すてき。王族のお姫ひめ様の履みたい。こういうの履はいてみたいわ」


　也空の変化した履をうっとりと眺め、莉由は吐と息いきをつく。


（五尺より近づいてはいけないのではなかったか？　ぴったり密着しても、履ならいいのか？）


　楓牙の心の声は、莉由には届かない。


『履になれば、晄が走ったり跳ねたりすることを手伝えるが、両足分にはなれない』


　履がぱくぱく喋った。


「そうだねー。也空なみの脚きやく力りよくが得られたらすごく便利そうだけど、片方だけじゃねぇ」


『では、脛すねあてになろう』


　也空は、小さな駮の姿になり、くるりと晄の足に巻き付いた。身体を薄うすく伸のばして、磨みがかれた玉のような質感を持たせる。晄の右みぎ脚あしの膝から下が、一本角の馬の浮き彫ぼり装そう飾しよくが施ほどこされた脛あてに被おおわれた。


『食事と水みず汲くみと洗せん濯たくの時は人形、家の中にいる時は小さな駮、畑にいく時は馬、晄が走る時には脛あて。どうだろう？』


「便利ー」


　晄たちはやんやと喝かつ采さいを送った。汪李が、その夜からこっそりと変化の練習を始めたことは、誰も知らない。








「そうですか……」


　すべてを語り終えた晄に、舜は一言、それだけを呟つぶやいた。


　彼はその日の夜、晄たちがそれぞれ部屋へ引き取ろうとしていた時分に帰ってきた。


　貴族の家に、打ち合わせに行っていたはずの舜は、どういうわけか、埃ほこりだらけで、衣ころものあちこちに泥どろをこびりつかせていた。


　その時の舜は、「あはは、帰り道で転んじゃいましてねぇ」と、頭をぽりぽり搔かいたが、頰の肉は削そげ、目の下には隈くまを作り、明らかに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている様子だった。莉由は兄を問い質ただしたが、彼は「何にも心配されるようなことはありませんでしたよ」と、ただ笑っていた。


　風ふ呂ろに入り、薄うす粥がゆで腹を満たすと、舜は莉由だけを先に部屋へ引き取らせた。自分が留守の間に何があったのか、おおよそ見当がついていたのかもしれない。晄は、也空が三つの邑を滅ほろぼした妖あやかしだったことも含ふくめて、この四日間に起きたできごとをすべて舜に語った。


　楓牙はひどく驚おどろいたが、舜は怒おこるでも悲しむでもなく、黙だまって耳を傾かたむけていた。


「也空と一いつ緒しよには暮らせない？」


「いいえ。晄ちゃんがそこまでの覚かく悟ごで炎招戈に誓ったのなら、何も言いませんよ」


　舜は小さく笑い、「いつの間にか、大人になったんですねぇ」と、晄の頭をぐりぐり撫なでた。


　楓牙は「何てことだ……」と、蒼そう白はくだった。


「汪李。也空が妖だと、お前は気づかなかったのか」


　汪李は人形になり、晄の隣となりに腰こしを下ろす。


『出会った時に、妖ではないかとは思った。こやつと刺し客かくとの戦いぶりを見て、三つの邑を滅ぼしたのはこやつの仕し業わざではないかと疑った』


「なぜ、すぐに言わなかった」


『匂いが違ったのだ。陝邑で出会った妖は、黄河上流の、まだ黄土が混じる前の水の匂いだった。だが、こやつからはその匂いがしなかった。おおかた操あやつられて黄河に身を投じ、匂いを変えたのであろう』


　汪李は憮然と言った。


「也空。陝邑で俺と出会っておきながら、何ですぐに逃にげたの？」


　晄は尋たずねた。


『晄を見て、呪詛の声が囁ささやいていた獲え物ものはあれだと知った。しかし、晄に近づいた時、ほんの一いつ瞬しゆんだが明るい光が視みえた。その時の私は、その光をひどく恐おそろしく感じた』


「晄殿どのを取り巻く清と濁だくの混じった光……」


　累焰が呟いた。


「清い光が、晄殿を護まもったのでございましょう。けれど、晄殿は濁にごった光も持ち合わせておりまする。清い光が弱まり、濁った光が強くなれば、也空殿にも食べられる──。呪詛をかけた者はそれを狙ねらって、也空殿をこの家に送り込んだのではございますまいか」


　今日の午後、ここへ駆かけつけた時、晄を取り巻く光がひどく濁っていたと累焰は言った。


「清い光は河伯に由来するもののようでございますね」


　累焰は、晄の胸に下がっている魚を象かたどった珮はいに目を移す。累焰には、河伯を象しよう徴ちようする魚と清い光とがよく馴な染じんでいる様子が視えていた。


「濁った光は何に由来するのでございますか？　それがわかれば、祓はらう方法を探したいと思いまするが」


　累焰の目が舜に移る。


「さあ──。僕が物心ついた時には、晄ちゃんはすでにこの光に包まれていましたからねぇ。清い光はきっと河伯のものでしょう。父もそう言ってましたし。でも、濁った光は誰からもらったものか知りません。ただ、晄ちゃんが妖の声を聴きいたりするのは、濁った光のせいらしいんです。濁った光が強まっている時は、いつもより余計に妖の声が聴こえるみたいですから。その代わり、妖に魅み入いられたり病気に罹かかったりもしますけど」


「そうだったんだ……」


　晄は、三つの青銅の魚を手に取る。このうちの二つは父が作ったものだ。晄を病や妖から護るために。


「思い出した。俺、五年前に父さんと母さんが亡なくなった時にも、この珮を首にかけてた」


「晄ちゃんはひどく悲しんで、濁った光が濃くなってしまったんです。その珮がなければ、命を失ってしまったかもしれません」


　お父さんに感謝しなくてはねと、舜は哀かなしげに微笑ほほえんだ。


「あの刺客たちは、濁った光を強めるために利用されたのだろうな」


　楓牙の言葉が、晄の胸を刺さす。寓使いに挑ちよう発はつされて、父や兄の護りが効かないほど逆上し、まんまと敵の思うつぼにはまってしまった。


「俺、強くならなきゃだめだ。誰が俺に濁った光をもたらしたのか──なんて、そんなことを憤いきどおってもしょうがない。祓えないんなら、濁った光を強くしないように、俺が強くならなきゃだめなんだ」


　晄は三つの珮を握にぎり締しめた。


「この光のおかげで汪李や也空に出会えたんだもんね。そう考えれば、濁った光にからみつかれてても、そんなに嫌いやじゃないよ」


『お前が妖の声を聴くと知っていたら、我はあのように愚ぐ痴ちらなかったのだがな』


『愚痴ならまだよい。私は思い切り弱音を吐はいていた』


　二人の妖は嘆たん息そくし、「愚痴や弱音程度のことで、殷を滅ぼさないでよ」と晄は笑った。


　彼らの会話に耳を傾けながら、舜は遠い記き憶おくをたぐり寄せる。


　小こ舟ぶねに乗せられ、たった一人黄河を下ってきた赤子は、舜が腕うでに抱だいた時には、すでに今と同じ色の光をまとっていた。


（黄河を流れて来る間に、いったい何があったのか──）


　舜は切れ長の瞳ひとみをわずかに細め、従えた妖たちと談だん笑しようを始めた晄を見つめた。
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「也空って、本ほん性しようはあんな白いのに、人ひと形がたの時は肌はだ黒いんだね」


　翌朝、いつものように裏庭で洗濯をしながら、晄はしみじみと也空を見る。


　汲くんできた井い戸ど水みずは、溜たまり水よりも温かいとは言え、まだ霜しもの溶とけない時刻の洗濯はなかなか辛つらい。けれど平圃を護る神しん獣じゆうは痛みや寒さ冷たさといった感覚が鈍にぶいのか、全く気にした風もなく、ザブザブと勢いよく灰汁あくをすすいでいた。


『ここに来た時、なぜか黒かったからそのままにしている。白い方がよいか？』


　洗濯の手を休めず、也空は肌を白くした。


『顔も変えられる』


　と、也空は年寄りの顔になったり女の顔になったりする。「やめてー」と制止したところへ、


「晄！　今、城からおふれが──」


　と、背後から声がかかり、晄と也空は同時にふり返った。すでに也空はいつもの顔に戻もどっていたが、昌しようはどうやら也空の百面相をかいま見てしまったらしく、目をまん丸に見開いて固まっている。


「や、やあ、昌。おはよー」


　晄はこめかみに汗あせが伝わるのを感じながらも、何食わぬ顔で挨あい拶さつする。也空も素知らぬふりをしてザブザブと肌はだ着ぎをすすぐ。


「…………何か今、也空がばあさんに見えた……」


　昌はぱちぱちと目を瞬しばたたく。


「やだなあ。まだ寝ねぼけてるの？　で、お城からどうしたって？」


「ああ。例の妖は偉えらい呪じゆ術じゆつ師しが退治したって、さっき知らせが届いたんだ。もう、安心して出かけていいってさ」


　亳邑の要所に設けられた砦とりでからは兵士が引き上げ、街かい道どうの行き来が再開されたので、今日から城下の市も立つということだった。


　夕べ、晄の家で一夜を明かした楓牙と累焰を、馬車で城まで送り届けたのは、夜明け前だった。傷の癒いえない身体からだで、無理を押して城に帰ったのは、一刻も早く領民を安心させたかったからなのだろう。


「何もかも元通りになったんだね。よかったー。このこと村中に知らせて回るの？　ご苦労様。里さと長おさの代理も大変だねー」


「まあな。じゃ、莉由や舜にもよろしく……」


　昌は、うろんな目つきで也空をちらちら見ながら踵きびすを返す。


「危なかったー」


　昌の姿が遠のくと、晄は肩かたの力ちからを抜ぬいて息をついた。


『今いま更さら顔を変えることはできない』


「近所の人たちに顔を知られちゃってるもんね。也空はそのままでいいよ。ただ名前がね──」


　晄は、ちょっと困ったように笑った。


「本当は真しん珠じゆみたいに白くてきれいなのに、也空っていう名前じゃ似合わないかなーとか思ってさ。そもそも星のない夜空みたいに空っぽだったからつけた名前だし」


　本音は違ちがう。汪李の場合、汪李自身がこうなりたいと思っていた姿と、晄が彼に対して抱いた心象が、今の汪李の容姿を決めたという。つまり、也空の今の姿は、也空に呪じゆ詛そをかけたやつが決めたのだ。晄はそれが何となく嫌だった。けれど、今更姿形を変えるわけにもいかないので、せめて名前だけでも、晄が彼に抱いている心象を反映させたい、そう思ったのだ。


『私は気にしない。空っぽで構わない』


　彼は笑いながら、物もの干ほし竿ざおに洗せん濯たく物ものをかける。


「だめ。也空は、呪詛をかけられて悪いことをした妖の名前だもの。名前を変えて、生まれ変わったつもりにならなきゃ」


　晄は強ごう引いんに理り屈くつをひねり出す。


『生まれ変わる……』


　也空は空を見上げる。晴れ渡わたった冬空はひたすら青かった。しかし、彼が視みているのは、さらにその高みにある生まれ故郷だったかもしれない。


『私のやったことは消しようもない事実だ。決して忘れてはならない……。だが、あの時の私と、今の私では違うと……、違わなければならないと思う』


　一生をかけても償つぐないきれぬ罪を犯おかした妖は、少し哀しげに呟つぶやいた。


「でね。煒い白はくって名前はどうかな」


『煒白──輝かがやく白という意味か？』


　彼は、晄に視線を戻す。


「うん。俺、君の本性を見た時、すごくきれいだと思ったんだ。白って言ったって、乳のような白もあれば、雪のような白もあるじゃない？　でも、君は真珠みたいに艶つや々つやとしてて、あんなきれいな白は、他ほかにはないよ」


　晄の笑え顔がおは明るかった。


（きれいだと言ってくれるのか……）


　自分の心は禍まが々まがしい呪詛に犯された。この身は憐あわれな民たみの血で汚よごれている。喰くうという浅ましい欲よく望ぼうに抗あらがえず、彼の大切な姉を人ひと質じちにとった。そんな卑ひ劣れつな行こう為いを目まの当たりにして、それでもこの少年は自分をきれいだと言う。


　傷つき、疲つかれ果てていた心が、日の光で温められていくような気がした。


　呪詛に操あやつられながらも、この少年とともにいたいと思ったわけを、也空は理解する。


　地上に墜おちてたった独りで過ごしていた時も、闇やみに捕とらえられ飢き餓がに苦しんでいた時も、常にどこかに帰りたかった。平圃の記憶は全くなかったが、今いる所が、自分の本当の居場所ではないと感じていたのだろう。


（飢うえていたのは心だったのかもしれない）


　自分はようやく帰る場所を見つけたのだ。


『ありがとう……晄』


　彼は、静かに微笑んだ。
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「天から墜ちた駮はくだったのですか……」


　利條は竹簡に目を落としたままひっそりと呟いた。


　王城内にある自宅の一室である。利條が手にしているのは、先刻、亳邑の楓牙から届いたばかりの竹簡だった。簡には、三つの邑が滅ほろんだのは呪詛が原因だったことや、刺し客かくたちのこと、最終的に晄がその駮を従えたことなどが詳くわしく記されている。


　わざわざ自宅に簡を届けさせたのは、晄が駮を従えたことを、王や官かん吏りたちに知らせたくなかったからだろう。


（黄帝や英招は、なぜすぐに駮を迎むかえに行かなかったのでしょうか）


　三つの邑が滅んだ時、少なくとも黄帝はそれが墜ちた駮の仕し業わざだと知ったはずだ。しかし、英招は駮のもとには行かず、代わりに晄が炎えん招しよう戈かに導かれるようにして陝邑へ行っている。


　利條は竹簡をたたんだ。重屋へ参朝する時刻が迫せまっていた。自宅を出て、利條は重屋へ続く塼かわら敷じきの堂どう涂とを歩く。


（墜ちた駮を、英招の目から隠かくしていたのは、天に戦いを挑いどんだもの──）


　利條は、簡の文面を反はん芻すうする。


（戦いに長じた妖あやかしが炎招戈の使い手に従うことを、黄帝は望んでおられるのか……）


　重屋の大室には、すでに他の貞てい人じんが座していた。宰さい相しようの晏仲も、大勢の文官を連れて席につくところだった。


「亳邑の楓牙殿どのから使いが参ったぞ」


　晏仲は、いかめしい顔をニコニコとほころばせて、文官が捧ささげ持もつ竹簡を指し示す。


「左様でございますか」


　利條は雅みやびな笑みを浮うかべて応じ、彼の向かいに座った。


「陽甲王のおなりである」


　間もなく近きん侍じの官吏が王の臨席を告げ、一同は平へい伏ふくした。陽甲の入室とともに、妙みような冷気が大室に漂ただよった。貞人たちも気づいたらしく、微かすかに身じろぎする者もいた。


「面おもてを上げよ」


　王の声には生気がなかった。案の定、王の足あし下もとから黒い靄もやのような瘴しよう気きが薄うすく立ちのぼっている。最近、頻ひん繁ぱんにこのようなことが起きるので、亜職の者に護まもりの呪じゆ術じゆつを強化させたのだが、効果がなかったようだ。幸いなことに、王は特に不調を訴うつたえるでもなく、瘴気をまとわらせながらも、滞とどこおりなく評議を進める。


「では、例の三つの屈で起きた災さい厄やくについてだが──」


「その件について、亳邑より書簡が届いてござる。お人ひと払ばらいを」


　晏仲が竹簡を王に示した。


「楓牙から？　ふむ」


　陽甲は、利條と晏仲以外は退出するように命じた。


「失礼つかまつりまする」


　官吏や衛え士じたちが遠ざかると利條は王のそばに寄り、白く細い指で王の肩を軽く祓はらう。いつものように瘴気は一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。


「何だ？　また妖か何かがいたのか？」


　陽甲は不安そうに辺りを見回した。


「風邪かぜを運ぶ雑妖が忍しのび寄っておりました。大したものではございませぬ」


　利條は笑みを浮かべ、席に戻もどる。汚お物ぶつにたかる蠅はえのように、祓っても祓っても王に瘴気がまとわりついてくるなどと言えば、気弱な王は心まで病やみかねない。


「そうか。どうも今朝から寒気がすると思ったのだ。うむ、肩が軽くなったぞ」


　首を回す陽甲の顔色はだいぶ明るくなっていた。


　王は晏仲を促うながし、竹簡を読み上げさせる。


　楓牙から陽甲宛あてに送ってきた簡は、屈邑や陶邑、陜邑を襲おそったのは凶きよう悪あくな妖で、亳邑に現れたところを、炎招戈の使い手である晄が、化蛇を使って退治したという内容だった。予想通り、妖の正体が駮であったことや、晄が駮を従えたことは省かれている。


「そうか、そうか。あの小こ童わつぱがの。これで王都が襲われる心配はなくなったのだな」


　王は相当に安あん堵どした様子だった。


「晄が炎招戈の使い手であることは、公おおやけにしないことになっているため、此こ度たび、晄が妖を退治したことも内密に願いたいとのことでござる」


「わかっておる。その妖は、屈邑の眉び軍でさえも太刀たち打うちできなかったのであろう？　それを十五の少年が退治したなどと民の間に広まっては、我々の面子めんつが立たぬわ」


　陽甲はほんの少し口くち惜おしそうな顔をしたが、


「そうは言っても、あの小童がいなかったら、殷は滅んでいたやもしれん。褒ほう美びぐらいは遣つかわしてやらんとな」


　と、すぐに相好を崩くずした。


（炎招戈の使い手のもとに妖が集つどうのは、主上の異変と何か関かかわりがあるのでしょうか）


　大室を出る陽甲の背中を見送りながら、未来さき読みの占術師は不安を感じる。


　黄河が氾はん濫らんし、夏かの禹王は炎招戈を得た。夏の最後の王、桀けつが暴政を敷しき、湯王が次の炎招戈の使い手となった。永い時を経へて、今度は晄──。


「利條殿どの、いかがなされた」


　剛ごう毅きな宰相はニコニコと白はく髭ぜんを撫なでていた。彼は晄をいたく気に入っているので、晄が妖を退治したことを喜んでいるらしい。


「いいえ、大したことではございません」


　利條は雅に笑み返し、一礼すると立ち上がった。堂の戸をくぐると外は見事な晴天で、利條は眩まぶしさに目を細める。


（晄を覆おおっている、清と濁だくの入り混じった光というのも気になります）


　空は雲一つなく、冬の日は明るく輝いていたが、利條には、殷の未来に立ちこめる暗雲が視みえていた。
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「晄!!　王都から王使が来て──」


　勢いよく馬から飛び降り、晄の家に駆かけ込んだ楓牙だったが、家の中の喧けん噪そうに啞あ然ぜんとして、言葉を失った。


「楓牙様、いかがなされました？」


　馬をつなぎ、後から戸をくぐった累焰も絶句する。


　最初に目に飛び込んできたのは、どういうわけか部屋中に繁はん茂もする稲いな穂ほだった。その上を数すう羽わの烏からすが舞まい、小蛇姿の汪李も一いつ緒しよにパタパタと飛んでいる。


「キャーキャー！　あっち行って！　シッシッ！」


　莉由が凄すさまじい形相で、杓しやく子しと包丁を振ふり回していた。


「うわ、うわわ」


　晄は、重く穂を垂れた黄金こがね色の稲いねの間を右往左往している。
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　稲の根本をチョロチョロと鼠ねずみと猫ねこが駆け回り、それを、猫と同じくらいの大きさの真しん珠じゆ色の馬が追いかけていた。馬の額には、小指ほどの角が一本生えていた。也空らしい。


「い、いったいこれは、どういうことなのだ……？」


「さて、わたくしにも……」


　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ二人に、


「王子！　見てないで何とかしてっ！　ほら、もたもたしないでっ！」


　莉由の叱しつ声せいが飛んだ。


「何で床ゆかから稲が生えているのだ？」


　ようやく烏と猫と鼠を追い出し、楓牙は、累焰や晄とともに稲いね刈かりをする。


　小蛇姿の汪李は、刈かり取った稲を口に咥くわえて土間に積み、莉由は、もの凄すごく不ふ機き嫌げんな様子で昼ひる餉げの支し度たくを始めていた。


『これは、平圃の米である』


　前足で布を押さえて床を拭ふきながら、ちび馬姿の也空あらため煒白が答えた。


　食べ物に難なん儀ぎしているのではないかと、夕べ遅おそくに同族の者が、種たね籾もみを届けてくれたのだと煒白は言う。それは季節や場所を問わず、蒔まいた途と端たんに実るというありがたい米で、今日にも畑へ蒔くつもりで水につけておいたのだが、それを狙ねらって鼠が現れ、その鼠を狩かろうと猫と烏がやって来て、種籾の入った器うつわをひっくり返し、床から稲が生えたのだということだった。


「豊作で何よりだ……」


　祝っていいのか、同情すべきなのか楓牙にはわからない。


「騒さわぎ、収まりました？　おや、王子様」


　その時、奥の部屋の戸を一寸ほど開けて、舜が目だけのぞかせた。


「お前、いたのか……」





「也空、いや煒白を操あやつっていたのは、章玄だ」


　稲刈りが終わって、晄たちとともに囲い炉ろ裏り端ばたに腰こしを下ろすと、楓牙は言った。


「章玄──!?」


　晄は目を剝むき、舜の片眉がピクリと跳はね上がる。


「今朝、王使が到とう着ちやくし、利條殿の私信も一緒に届いたのだが、あの時、利條殿は章玄の術の気配を感じて、鑑かんを使って探さぐったのだそうだ」


　しかし、利條にも章玄の居場所まではわからず、彼は依い然ぜんとして行方ゆくえ知れずだという。


「何で、章玄は俺なんかを狙うんだ？」


「わからん。鬼方が大規模な眉軍を編制して、妖を雑兵に使おうと考えているのなら、炎えん招しよう戈かの使い手は邪じや魔まになる。だが、私が調べさせたところ、鬼方の王室や軍部は、炎招戈の存在そのものを知らないのだ」


「では、章玄は晄ちゃんのことを鬼方には漏もらしてないんですね」


　舜が安堵の息をついた。


「寓使いについて、何かわかったことはありませんか？　まだ捕つかまってないんでしょう」


　まだ少年だというその寓使いに、舜は密ひそかな恐おそれを抱いだいていた。


　晄の濁にごった光を強めさせ、煒白が晄を襲う直接のきっかけを作っただけではなく、煒白を操っていた呪具の周囲に施ほどこされていた結界の要かなめにも、寓の死体が使われていたからだ。


「詳くわしいことは何もわからない。捕とらえた刺し客かくたちは、余計なことを喋しやべれば死ぬという呪じゆ詛そをかけられているせいか、何を訊きいても喋らないのだ。あやつらが師父と呼ぶ呪じゆ術じゆつ師しが、十五年前に赤子の寓使いを拾ってきたことと、寓使いが依い頼らい主──章玄との連れん絡らく係を一手に引き受けていたことぐらいだ。累焰の占術にも現れぬというから、相当な呪術師なのだろう」


「十五年前に拾われた……ですか」


　舜の目がわずかに翳かげる。


「俺と同じ歳なんだ。これも何かの因いん縁ねんなのかな……」


　晄は複雑な気持ちで呟つぶやいた。


「王子、お昼を食べていらっしゃいます？　大したものはできませんけど」


　その時、莉由が声をかけた。


　お世辞にも愛あい想そがいいとは言えない声だが、彼女が自分から食事を勧すすめたのは初めてである。


「う、うむ。馳走になろう」


　楓牙は顔を赤らめてどぎまぎと答えた。


「一番の用件が後回しになってしまったが、王使が来たのは、晄にあらたな領地を与あたえよという主上の勅ちよく令れいがあったからなのだ」


　囲い炉ろ裏りを囲んで食事をしながら、楓牙は言った。


「え、何で!?」


　晄は、目を丸くする。


「三つの邑を襲った妖は、晄が炎招戈で退治したという報告を主上にしておいたのだ。その褒美だ。公にはしないよう頼たのんでおいたため、地位は田でんのままだが」


「どうしてそういう余計なことをしてくれるんです。ここぞとばかりに、王様が晄ちゃんに妖あやかし退治を命じてくるかもしれないじゃないですか」


　舜は横目で楓牙を睨にらんだ。


「まあ、それも考えたのだが、亳邑の眉軍を動かしてもいないのに、私が退治したとも言えず、炎招戈の使い手が、化蛇を使って妖を滅ほろぼしたことにするのが一番自然かな──と」


「晄ちゃんに妖退治の依頼が来ても、王子様がちゃんと断ってくださいね。で、晄ちゃんはどこを治めるんです？　あまり苦労しないで済むところにしてくださいよ」


「晄が以前に賜たまわった畑のさらに南に、野や午ごという小さな集落があるのだが、どうだろうか。晄がそこを治めれば、あの畑を野午の者に耕作させることができる。本格的に農作業が始まる時季がくれば、晄だけであの土地に種を蒔いたり草取りをしたりするのは無理だろう？　あの辺りは水回りが悪くて、野午も貧しいのだが、晄の畑を借りられれば村人の暮らしも豊かになる」


「晄ちゃんが苦労して開かい墾こんした土地なのに、なんか損した気分なんですけど」


　舜は口を尖とがらせる。


「野午の村がこれまで城に納めていた租そが、晄のものになる。今年分の租は先に晄にやろう」


　楓牙は、晄が野午の領主になって現在所有している領地を貸し出した場合、来年、晄が得られる収益を試算して示してくれた。それによると、晄自身が収しゆう穫かくした分と、野午の民たみから得られる租を合わせれば、およそ三百石になるという。


「もしかして、うち……お金持ちになるの？　雑ぞう炊すいに萊あかざだけじゃなくて菠薐草ほうれんそうや青梗菜ちんげんさいを入れられるようになるの？　もう、よそのおうちから韮にらやお芋いもの蔓つるをこっそり摘つんできたりしなくてもいいの？」


　莉由は頰ほおを紅潮させたばかりか、目まで潤うるませた。長年の貧びん乏ぼう暮ぐらしから抜ぬけ出せると知って、感無量なのだろう。楓牙と累焰は何だか痛ましげな視線を莉由に送る。


「晄にとっては、あの畑を独りで耕すよりいくらかましといった程度だが、野午の者は格段に豊かになる。晄、やってくれるか？」


　私のいる所まで登って来い──楓牙がそう言っているように、晄には思えた。


　楽をして財が得られるような豊かな農村でも、人心の掌しよう握あくが難しい商人たちの住む街でもなく、あえて、貧困に喘あえぐ小さな集落を与えたのは、民の暮らしを第一に考えられる領主になるための第一歩を自分に学ばせるためだ。


「うん。俺、やってみる。俺は今まで、父さんや母さん、舜兄や莉姉にいろんなものをいっぱいもらった。着る物とか食べる物みたいに目に見える物だけじゃなくて、見えないものも──」


　うまく言い表せないが、愛情とか幸せという言葉が一番近いかもしれない。


「でも俺は、誰だれかにそういうもの、あげたことがない」


　そんなことはない、と汪李と煒白はそれぞれ思ったが、口には出さなかった。


「俺、今までもらったもの、舜兄や莉姉に少しずつでも返していきたいし、野午の人たちにも分けてあげられたらいいと思う。こんな俺に何ができるのかわかんないけど、そういう努力をしていきたい──」


　それが罪を償つぐなうことにつながるのではないかと、晄は思った。


　言葉足らずではあるが、晄の願いは、舜にも莉由にも、二人の妖あやかしにも十分届いていた。


「お前は、いい領主になる」


　楓牙は微笑ほほえんだ。




終







　ピゥ～と、厳冬の風が枯かれ草の上を吹ふき渡わたった。


「噓うそでしょ……」


　莉由は、呆ぼう然ぜんとその集落を眺ながめた。


　晄の畑から歩いて約二刻、楓牙に案内されたその集落は、たった五軒けんしかなかった。しかも、柱は傾かたむき、屋根は剝はげかかっていて、今にも倒たおれそうな荒あばら屋やである。物もの干ほし竿ざおに、継つぎだらけの布ほ衣いと、洗いざらしたむつきが干してなければ、廃はい屋おくだと思って通り過ぎただろう。


「今までうちって貧びん乏ぼうだと思ってたけど……もしかしてお金持ちだった？」


　少なくとも、うちの家にはちゃんと屋根がある。


「僕、こないだ四日ばかり留守をしたでしょ。その旅でここを通って、青白い顔の女の人を見かけたんです。瘦やせてて髪かみも結ゆっていなくて、てっきり亡ぼう霊れいだと思ったものですから、走って逃にげちゃいましたけど、生きてる人間だったんですねぇ」


　舜はその時のことを思い出したのか、ぶるっと身み震ぶるいする。


「この辺りは水回りが悪くて、畑が作れねえ。ここの連中は裏の山で細々と猟りようをして暮らしてるんだが、獲え物ものが豊富な分、虎とらや狼おおかみもいるもんだから、奥山には踏ふみ入れられねーって話だ」


　昌は集落の背後に迫せまる山を見上げる。野午の住人とは顔見知りだということで、彼にも同行してもらったのだ。昌には、陽甲王からの勅令のことは告げず、便べん宜ぎ上じよう、楓牙が晄の領地を増やしたとしか伝えてない。


「まあ、虎や狼は何とかなりそうだけど……」


　晄は、自分が乗ってきた馬の鼻はな面づらを叩たたく。ごくありふれた栗くり毛げの馬だが、実は煒白の変化である。彼がいれば、虎も狼も恐れるに足たりないが……。


「俺、ここの人たちに受け入れてもらえるんだろうか……」


　野午の人々と幸を分かち合いたいなどと豪ごう語ごしたものの、ここはあまりに貧しすぎるというより、不気味すぎる。


「家がぼろいだけで、住んでる連中は気のいいやつばかりだ。心配するな、オレが一いつ緒しよに挨あい拶さつ回まわりしてやるから」


　昌はポンポンと晄の肩かたを叩く。


「まだこの時刻じゃ、男衆は狩かりから戻もどってねーな。ちょっとその辺を見て回るか？　案内してやるよ」


　昌は晄を連れて歩き出した。


「待って、あたしも行く」


　莉由は、衣ころもの裾すそをまくって晄たちの後を追う。


「沢さわがあるのに水が流れてないんだね」


「今は涸かれてるが、一いつ旦たん大雨が降ると、これがまたすごくてさ」


「水路を掘ほって、あの窪くぼ地ちに水を溜ためるようにすれば、あの雑木林辺りを畑にできるかも」


　早くも開かい拓たくの意い欲よくに燃える三人を眺めながら、


「此こ度たびの件、晏仲殿どのがことのほかお喜びになって、新年の王都への朝ちよう貢こうに晄を連れて参れと仰おおせられている。直々にお褒ほめの言葉をかけたいらしい」


　楓牙は嬉うれしそうに言った。


「ちゃくちゃくと計画通り──なんて、ほくそ笑えんでるんじゃないでしょうね」


　それまで弟妹を目で追っていた舜が、ちらりと楓牙を見る。


「まあ、そうだな。晄を一人前の領主にするのが私の目標だ。殷の名宰さい相しように目をかけてもらうのは、晄の将来にとって悪いことではない」


　楓牙は平然と胸を張る。


「こんな物まで寄こして、晄ちゃんを籠ろう絡らくするつもりでしょうが、そうはいきませんよ。晄ちゃんは金品で釣つられるような子じゃありません」


　舜は、煒白の背に載のせられた鞍くらをはたく。精せい緻ちな細工が施ほどこされたその鞍は、楓牙が晄のために特別に作らせたものだった。


「別に、籠絡などと──。馬を買ってやる約束が果たせなかったから、せめて鞍ぐらいは作ってやりたいと思っただけだ。その辺で売ってるものではないし」


「では、莉由ちゃんに履くつを贈おくったのは、晄ちゃんとは関係なく、別のふかーい意味があったんですね？　僕は搦からめ手で攻せめてきたんだと思ってました」


　舜はほんわりと笑んで、楓牙の顔をのぞき込む。


「……深い意味もないし、搦め手でもない……」


　楓牙はややうつむき加減で、視線を逸そらした。


　鞍と一緒に、楓牙は莉由に履くつを贈った。鞍を注文した革かわ細ざい工く職人のところで、以前、煒白が履に変化した時に、彼女が「こんな履をはいてみたい」と言っていた白い履とよく似た装そう飾しよくのものをたまたま見つけたのである。莉由の気を引きたいとか、晄に恩を売るために贈ったのではない。単に、莉由の喜ぶ顔が見たかっただけだった。


　しかし、彼女は「お気持ちだけで十分です」とその場で突つっ返してきた。


「あたしが王子から何かもらうことで、晄ちゃんやお兄ちゃんに負担をかけたくないんです」


　というのが、その理由だった。


「普ふ通つうは、私のような立場の者から物を贈られれば、たとえ欲しくなくとも受け取って、便べん宜ぎを図はからざるを得ない立場に追い込まれるのだが──、筋の通った娘むすめだ」


　楓牙は、男としては面めん目ぼくない状じよう況きように置かれながら、なぜか嬉しそうだった。


「そりゃあ、僕の妹ですからね。でも、言っておきますけど、莉由ちゃんはあげません。晄ちゃんもです。不老不死の桃ももとか、食べれば溺おぼれないという沙さ棠とうとか、着れば空飛ぶ羽は衣ごろもとかを寄こすんだったら考えてもいいですけど」


　舜はつんと顎あごを上げて、楓牙を見下ろす。


「そんなもの、手に入るか」


「絶対に、あなたには晄ちゃんも莉由ちゃんもあげないっていう喩たとえです」


　殷の王子と希代の呪具作りの大人げない会話に、煒白はじっと黙だまって耳を傾けていたが、突とつ然ぜん、ハッと顔を上げた。


「いかがなさいました？」


　煒白のただならぬ様子に、累焰は思わず剣けんの柄つかに手をかける。


『出かける。晄にそう言っておいてくれ』


「煒白殿どの、お待ちください！」


　累焰は慌あわてて止めたが、煒白はパカパカと蹄ひづめの音も高く、走り去ってしまった。








「おかしいなー。煒白、どこ行っちゃったんだろ」


　夜になっても煒白は帰ってこなかった。


　野午の民たみとの顔合わせも無事に終え、本当は今夜にでも彼らを家に招いて簡単な祝しゆく宴えんを開きたいところだったが、煒白がいなくなってしまったので、そんな呑のん気きなこともしていられない。


「まさか、章玄の呪の効き目がまだ残っていて、どこぞへ人を狩りに行ったのではあるまいな」


　それが気がかりで、楓牙は城へ戻れず、晄の家で煒白の帰りを待っていた。


『積せき石せき山ざんへ行ったのかもしれぬ』


　小こ蛇へび姿の汪李が、西の方角へ鎌かま首くびをもたげる。


「積石山？」


『煒白が暮らしていた山だ。黄河の遥はるか上流、黄土高原よりもさらに遠いところにある。黄河を遡さかのぼった我が眷けん族ぞくが、煒白がそこにいたことを突き止めた』


「今いま更さら何で……。急に故郷が懐なつかしくなったのかな。でも、煒白はそこで呪じゆ詛そをかけられたんでしょ。何か危険なことがあったら……」


　晄はうろうろと歩き回る。


　そのうちに、近づいてくる蹄の音がして、みな一いつ斉せいに顔を上げた。


「煒白!?」


　晄が戸口に駆かけ寄るのと同時に、戸が開いて煒白がそこに姿を現した。


「帰ってきた……」


　晄はその場へへたりこみそうになり、楓牙や舜たちはほーっと長い息をつく。


『どうしたのだ？』


　煒白は怪け訝げんな顔で一同を見回す。


「どうしたのだ、じゃないよ！　いったいこんな時刻まで、どこへ行ってたの!?」


『ちょっと崑こん崙ろん山ざんまで』


「崑崙山ー!?」


　ちょっとという距きよ離りではない。この世の西の果て、神々が住み給たまう山である。


「冗じよう談だんじゃないよ。もの凄すごく心配してたのに──」


『冗談ではない。本当に崑崙山に行って来た』


「どっか別の山と勘かん違ちがいしてるんじゃない？　それより、何で急に崑崙山に行こうなんて思ったの？」


　晄の問いに、懐ふところから李すももに似た真っ赤な果実を出した。


『これを採りに』


「何これ。李ともちょっと違ちがうみたいだし、こんな季節に実がなる果物くだものなんてあったっけ」


『沙棠だ』


「「「沙棠!?」」」


　楓牙と累焰と舜が同時に言った。


『野午の村で、舜と楓牙が沙棠の話をしているのを聞いて──』


　危うく晄を喰くいそうになったあの時、水際に落ちた晄がひどく怯おびえていたのを思い出したのだという。沙棠は崑崙山の果実だということや、それを食べれば溺れないということは、英招から与あたえられた知識の中にあった。


『怯えたということは、すなわち泳げないからであろう。溺れないとわかれば、水を恐おそれずにすむと思い、沙棠を採りに行った』


「信じられん……。崑崙山まで半日で往復したのか」


　楓牙たちは煒白の手の中にある果実に目を瞠みはる。


「俺のためにそんな遠くまで──」


『心配させて済まなかった。私は晄に喜んでもらいたかった』


　煒白は静かに微笑ほほえんだ。


「うん。嬉しいよ、ありがとう。じゃ、さっそく食べてみるね」


　晄は煒白から沙棠を受け取り、口に持っていく。


「ああああ……」


　なぜか、楓牙や舜、莉由、累焰までが妙みような声を上げた。


「どうしたの？」


「いや、何でも……」


　四人はあらぬ方向に顔を向けるが、目だけは晄の手元を見ていた。


「美味おいしい！」


　晄は目を輝かがやかせた。


「すごく甘くてほんのり酸すっぱくて──、ごめんね、俺一人でこんな美味しいもの食べて」


「いえいえ、煒白さんが晄ちゃんのために採ってきたんですから」


　舜はほんわりと笑ったが、なぜか唇くちびるの端はしが引きつっていた。


（水を怖こわがる晄（ちゃん）（殿）が可愛かわいいのに、なんて余計なことを……）


　と、いうのが彼らの本音だったのだ。しかし、晄も煒白もそんなことには気づかない。


「どう？　水が怖くなくなった？」


　莉由も何となく微び妙みような笑顔で、晄の顔をのぞき込む。


「うーん、わかんない。実際に水に浸ひたってみないと──」


　晄は首を傾かしげる。


「でも、試ためしてみるのは夏になってからでいい？　今はさすがに寒いもの」


　晄が言うと、


『沙棠の効き目はおよそ一昼夜。夏までは保もたない』


　と、煒白は首を振ふった。


「なーんだ」


　四人はどっと肩かたの力ちからを抜ぬく。


『そんなことだろうと思っていた』


　小蛇姿の汪李は、フンと鼻を鳴らす。実は彼も、晄にはいつまでも水を怖がっていてほしいと思っていたのだが、終生それは口に出さなかった。








　翌年の夏、煒白はまた崑崙山までひとっ走りして、晄のために沙棠を採って来た。晄はそれを食べて、その後黄河に入ってみた。


「ヒー。やっぱりだめ！　溺れないってわかってても、怖いものは怖いっ!!」


　腰こしまで浸つかったところで、晄は蒼そう白はくになって河から上がり、兄と姉、王子と彼の従者ずさ、そして水妖の王を喜ばせた。






あとがき







　あけましておめでとうございます！　東方妖遊記ともども、本年もどうかよろしくお願いいたします。蛇だ足そくですが、殷いんの時代には朝のことを旦たんと言っていて、その年の初めての朝だから一月一日を元がん旦たんというのだとか。


　伊い藤とう明あき十と先生と担当様には今回も大変お世話になりました。伊藤先生がこの物語の世界を膨ふくらませてくださいました。素す晴ばらしいイラストのお陰かげで、あの困り者の新キャラを許す気になれました（笑）。また、勝手に動き回る登場人物を御ぎよしてくださったのは担当様です。何よりも嬉うれしかったのは、読者の皆みな様さまのお声です。古代中国という世界を前に、敗走しかけた私を踏ふみとどまらせてくれたのは皆様の励はげましです。本当にありがとうございました。


　なお、The Beans VOL.14（二〇一〇年一月二十七日発売）に、短編を載のせていただくことになりました。時間的にはこの二巻の直後で、晄たちは王都のお正月行事に参加し、そこで王都ならではの神様に遭そう遇ぐうします（伊藤先生のミニキャラたちが可愛かわいいですよ～）。


　では、寒さ厳しき折、くれぐれもお体を大切になさってください。またお会いできる日を心待ちにしております。







村田　栞　　
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東方妖遊紀行　心が紡ぐ第二の盟約編









晄　　心ってすごく脆もろいのに、すごく強いんだね。俺、怖こわかった。莉姉りーねえが死んじゃったら…て考えたり、父さんと母さんが殺されたって知って、何も考えられなくなるくらい恨うらんだり。自分の感情なのに、自分じゃどうにもできなかった。


舜　　それに気づくことができたなら、大だい丈じよう夫ぶですよ。だからこそ自分の心も人の心も大切にすることができるんです。独ひとりよがりな気持ちは、時に人を傷つけてしまいますからね。


晄　　うん。でね、気づいたんだ。俺、舜しゆん兄にいと莉姉にずっと守られていたんだって。だからずっと幸せでいられたんだって。…ありがとう。


莉由　晄こうちゃん…！　それはあたしも一いつ緒しよよ。お兄ちゃんと晄ちゃんがいるから幸せなのよ。


晄　　もう二度と、誰だれも傷つけさせたりしない。俺、もっと強くなってみんなを守ってみせる！


舜　　強くなるのも悪いことではありませんが、忘れないでくださいね。晄ちゃんが幸せにならなくちゃ、僕も莉り由ゆうちゃんも幸せになれないんですよ。何より大事な弟なんですから。


楓牙　そうだな。誰だれかの幸せのために他ほかの誰かが犠ぎ牲せいになるというのは、本当の意味での幸せとはいいがたい。


舜　　綺き麗れいごとを…。僕は晄ちゃんの幸せのためなら何でもしますよ、何でもね。殷いん中を敵にまわしても構いません。


楓牙　（あの瞳めは本気だ。舜のやつ、晄を守るためなら殷を滅ほろぼしかねない）


汪李　我も晄に出で逢あって、光を見た。お前はいつも笑っていてくれ。


晄　　うん！　汪おう李りと煒い白はくも、楓ふう牙がや累るい焰えんとも知り合って、こうして家族みたいに一緒にいられて、幸せってどんどん増やせるんだね。


[image: ]白　晄が私に意思を与あたえてくれた。だから地上に残る決意ができた。罪を償つぐなうために。


晄　　煒白ももう一人じゃないよ。一緒に頑がん張ばろうね。


楓牙　晄、お前と会えて、私も幸せだ。もう二度とお前の傍そばから離はなれず、守ってみせる。


晄　　楓牙、大げさだよ。家は別々なんだし、汪李と煒白もいるし、俺も鍛たん練れんするから大丈夫！


舜　　ウチの晄ちゃんをどなたかの身代わりにするような発言は、止やめてください。ウチのことはウチで片付けられますから、お気になさらずお仕事に専念してください。


楓牙　私は、領主として、お前たち一家のことを慮おもんぱかっているのだ。


舜　　相手を思ってしたことが、すべて相手にとって良いこととは限りません。お忘れなきよう、心にお刻きざみくださいね。


累焰　楓牙様、ここは舜殿どのが微笑ほほえんでおられるうちに退散した方が賢けん明めいです。舜殿の背後にある鉞えつが、奇き妙みような音を発し始めましたゆえ。


楓牙　お前はあれが微笑んでいるように見えるのか？


累焰　はい。死を宣告する魔まの笑えみとは、まさにあのようなものではないかと思います。


楓牙　…さっさと退散しよう。





東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


心こころが紡つむぐ第だい二にの盟めい約やく





村むら田た　栞しおり
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